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G 紬 MMATIK  LEKTION  7 

l.hof 打 ichkeitsleere  Initiativflorm  ～よう 

Der ぬ lschluB  ～よう (bei 強 V  ㌣ ぅ )m 五 tderB ㎡ eulung  " 咄 tuns-tun"istd № hdnichke れ sleereEn 穣 prechungder 

bereitsbekanntenln Ⅲ a 百 vf0rm  ～ましょう (vgl.1.Sem.Lekt.l2).Auch  hierw 廿 dm 近 H 旺 ediesesAnschlussesder 

Wille@des@Sprechers@zum@Ausdruck@gebracht ， Dieser@wird@im@Normalfall@als@Aufforderung@des@Gesprachspartners@zu 

einer@gemeinsamen@Handlung@benutzt ・ Als@besondere@Form@ist@eine@Selbstaufforderung@in@einem@Monolog@wie@im 

Deutschen@(etwa:@"dann@wollen@wir@mal ・ ， ・ ")@denkbar   

， 

auch@als@Bindeglied@fur@neue ， wichtige(re)@AnschluBformen ， die@wir@in@den@folgenden@Abschnitten@dieser@Lektion@ken- 

nenlemen@werden ， Folgende@Regein@solten@zunachst@bC@     der@Bi Ⅰ   beriicksichtigt 

werden     

弱 V  :  AlleVerben  djeserGruppeerhalten  皿 den  S ぬ mm  denAnschluB  ～よう 

Die  FormeIIautetentsprechend:@  Verbs ぬ mm  +  ～よう   

食べる づ 食べよう 郁 tunsessen 

逃げる づ 逃げよう 1 椰 lunsniehen 

育てる づ 育てよう @tunsaufziehen, 舞 oBzjehen 

見る づ 見よう l 穏 t uns sehen 

起きる   起きよう l 棚 tunsau ぬ tehen 

不 V  する :  D 養 unregelm 棚 igeVerb  する sow ね皿 eNo ㎞ nalverbenerhaltendieEndung  し ～よ う 

する つ しよう Ⅰ お tuns tun 

勉強する づ 勉強しょう @lunslemen 

連絡する づ 連絡しょう Ⅰ 皿 tunsomd)benac 比 icht ㎏ en 

コピーする り コピーしょうⅠ 化 tunskopieren 

不 V  来る :  D 養 u 皿 ege@ 蕪 igeVerb  来る verwandeltsich  zu  来よう (Lesung: ニ よ う !!!) 

くる ぅ こよう 

ヨ黄 V  :  D@  st 荻 k  ver ほ山 erI 比 henVerben  erh 杣 ten  beim  AnscMuB  mil 山 eserFom.le ㎞ eneueEndung  desStamms, 

namlich‥ie・ ・ Stufe［it‥em｛ ， Laut‥erヾilbentabelle ・ 

DieFormeIlauleten 尽 lprechend:  lVerbstmm  f5.Stufe;o-LautH+  ～ う l 

Im@folgenden@werden@die@in@solchen@Fallen@iiblichen@9@verschiedenen@Verbtypen@des@5@V@vorgestellt     

Endung Rep sen Ⅰ a 丑之 en hoflichkeitsleere 
der@ 9@ Endungen Init     ativform Ubersetzung 

うつ お う 買 う ( かぅ ) づ 買お う ( かお カ l 穏 (un5 kaufen 

くづ こ う 書く ( かく ) -%         う いこ カ Ⅰ 邸 t uns sc Ⅲ eiben 

ぐづ ごう 泳ぐ ( およ ぐ )  づ 泳ごう ( およ ごぅ ) l 化 t uns schwirmmen 

すづそう 話す ( はなす )    話そ う ( ばな そ刀 Ⅰ 穏 tunsr ㎡㎝ 

つ つ とう 待つ ( まつ ) づ 待とう ( まとう ) laBl uns w 肛 "" 

ぬづ の う 死ぬ ( し め ) づ 死のう ( しのう ) l お t uns s し r 鹿 n 

ぶ っ ぼ さ 遊ぶ ( あ そぶ )    遊ぼ ぅ ( あ そぼ 力 la 血 unsunsve て弩 八口 gen 

むづ もう 休む ( やすむ )    休も う ( やすも 卸 13 億 tuns uns aus 血 en 
る つ ろ う 帰る ( かえる )    帰ろ う ( かえ 5  % 1 れ蕗 tunsnachHausege Ⅱ en 
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Auch  wenndieI ㎡ d な tivformn  derhoflic 田 CeitsIeeren  Sprachebenenurindervert 「 aut-kolleg 団 en  m 廿 Indlichen  Kom 山 u   

nikation@benutzt@wird@und@daher@nicht@Gegenstand@dieses@Kurses@ist ， seien@einige@Beispiele@genannt:     

おなかがすいた。 ご飯を食べよう。 
Wir@haben@Hunger ・ LaBt@uns@etwas@essen   

みんなでビールを 飲も う 。 

Trinken@wir@zusammen@ein@Bier   

家へ 帰ろう   

L 棚 tunsnachHausegehen   

ディスコ ヘ 行って踊ろ う 。 

Gehen@wir@in@eine@Disko@tanzen   

やまもと て ん わ 

山木先生に電話してみよう。 
V 。 ，， " 。 henwlrdenLehrerHermYamamotoanzuru ㎞   
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駅まで歩いて 行こ う 。 

Gehen@wir@zu@Fu6@ bis@zum@Bahnhof ・ 

森を散歩しよう。 さん ぱ 

L 邸 lunsim  W 杣 d  spazierengehen   

  
一緒に町に行こ ，フ 

L 棚 lunszus ㎜ en  in  dieS ぬ dtgehen   

花を植えよう。 
L お lunsBIumen  emnpflanzen   

アルバイトしてお 金をたくさんかせ こ，う 。 

L 蕪 tunseinenJob  anne ㎞ enundvielGeIdverdieenen. 

も う ぉ 遅いから寝よ そ ね フ 0 

Daesschon  sp ゑ l Ⅱ st,laBtunsschl 荻 en. 

こま りょうしん そうだし 

困ったときは、 両親に相 ; 淡 しょう。 
Sobaldw 廿 Schwiehgkeitenhaben,h0lenwirunsbeidenEllem  Ral   
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2. Vorhaben nuit  ～よ うと ， 忠 、 ぅ 

bzw ， entsteht@durch@das@Verb@ ， @ ， 5 ， das@wir@bereits@in@Lek- 

tion@6@im@Rahmen@einer@subjektiven@und@vorsichtigen@AuBerung@des@Sprechers@kennengelernt@haben   

Der ノ ㎞ sc Ⅲ uB  ～ようと， 思 、 う (b づ 弓台 V  : ～うと 偲、 う )deutelaufe ㎞ Vorhaben  bzw.aufden  WiIlen  desSprechers 

田 n.Die 田 ersetzun 珪 dieserFomuIiemn 蛆 autetentsprechend:" 国 lhabe  v0r, … zu  tun."oder" 坦 Ⅰ denke, … zu  tun." 

(z.B.: 明日ケルンに 行こ うとは 、 います。 Ich  habevor,morgen  nach  K ㎝ n  zu  fal]ren ゥ 

Soll 血 tdieserFomuljemngd ぴ VorhabeneinesAnderen  ㎞ ede ㎎ egeben  werden  (a@so  z.B.Peterhatvor, … ),s0  mu6 

djeEndungindie  ている -Form  gebrachtwerden: ペーターは明日ケルンに 行こうと 居 、 っています。 

Die@-CV@-Form@ist@wie@gesagt@bei@Aussagen@von@anderen@Personen@zwingend ， stellt@aber@kein@Privileg@fur@diese@dar ・ 

So@kann@sie@auch@bei@Vorhaben@des@Sprechers@stehen ， wenn@die@tempusbezogene@Bedingung@dafiir@gegeben@ist ， Im@obi- 

gen  SalzwurdedieVers;oninderte-F0 皿， als0  ( 禾ぁは ) 明日ケルンに 行こ うと 思っています。 血 № 面 uem  des 

Vorhabensverdeu 山 chen.Im  folgenden  nnden  SieBeispiele ㎞ tV+ ～よ うと 思 う /  思っている， beidenen  enl- 

weder@der@Sprecher@oder@eine@andere@Person@den@Handlungstrager@ausmachen     

そ う じ 

今週は時間がないので、 来週部屋の掃除をし   ，   思い     。 

DaiCh  dieSeWoChekejne あ ithabe,denkeiCh,n 俺 ChSleWoChedaSZi    merZU  pU は en   

たなかくん てがみ じゆうしょ 

田中君に手紙を 書こ                 、 い                   、 住所がわかりませんでした。 

Ich@hatte@die@Absicht ， einen@Brief@an@Tanaka@zu@schreiben ， aber@ich@wuBte@seine@Adresse@nicht   

  
彼女とお茶を 飲も うと 思いましたが、 テニスの試合があ るので時間がないと 言いました。 
lch  hattevor, ㎞ ti ぬ Teezu ㎡ nken,abersiesagte,siehabeeinTennis(wettk ㎜ POspieIunddeshalb  kejneZeit   

森さんは小島さんと 結婚しようと ぽ 、 っています。 
こじま 

Frau@Mori@hat@vor ， Herm@Kojima@zu@heiraten   

家の前に花をたくさん 植えようと 思 、 っています。 
Ich  habevor,vordem  HausvieleBlumen  einzupfnanzen   

明日試験があ しけん ります。 今晩は早く寝ようと 思っています。 
Morgen ね ndetelnePm 伍 ngstatt.Ich  habevor,heuteAbend  f 「 iihInsBettzu  gehen   

こう かく 

試験に合格して、 日本へ日本語を 勉強し                                               。 

E,beabSiChtigt,dieP 血伍 ng  ZU  beStehen  Und  Ⅱ aChJapan  ZU  f 血 en,Um  dortJap 血 SCh  ZU  lemen   

Ⅱ」 、 。 。 んめ川東。 

森さんは来週からはもつと 一生懸命働こ                             と言いました。 

Frau@Mori@sagte ， daB@sie@vorhat ， ab@nachste@Woche@noch@intensiver@zu@arbeiten   

beachte: 

Neben  ～よ うと 思う und  ～よ うと 思っている k6nnen  noch  w ぬ tereM0d 市 kationen  au 五 eten.Nach  unserem 

je ㎞ gen  Kenntnissl 館 d  e ㎡ o ㎏ en  d 毛 Mod 市 kahonen  aussch)ie ㎝ ch  ander 助血 ㎎・ 

Zu  beachlen  istv0raIlem,d 穏 se ぬ haung  beiderNegation  z ㎞ schen  と und  思 、 ぅ n ㏄ hd あ ab 餌 enzende  は auf- 

taucht: ～よ う とは思わない /  ～よ う とは思わなかった etc   

℡ ernoch  einigeBeispiele: 
しなもの   

"""" 漸 "   ガ     ぬ     です   皿 "   
団 eW 釘 en  diesesSeIbstbedienungsladenssjnd  zie 血 ich  all.Ich  habenjchtvor,siezu  kaufen. 

今 住んでいるアパートがとても ， 気に入っているので、 。 まだ引っ越ししょうと ひ こ 居 、 っ たことはあ りません。 
DasApp 血 ent,dasichjetztbewohne,gefalIt ㎞ rse は Sut,so  d 椰 ich  noch  mied 荻 an  dachte,umzuziehen   

ガソリンスタンドでのアルバイトでかせいだお 金でオートバイを 買   ""    思って い     "  で   。 

fch@habe@gehort ， daB@er@gedenkt ， mit@d ， Geld ， das@er@beim@Jobben@an@der@Tankstelle@verdient@hat ， e ， Motorrad@zu@kaufen   



2.SemesterGr 打 nma 廿 k,LekHon7, S 包 te4 

3  .  ～ようとする (im  B  egri 廿 se 市 ) 

F ㎎ tman  dieFomulie,ung  ～とする /  ～とします derh6nic 皿 e 封 eeren  In 田 ativfom  hinzu,so  w 廿 d  djesezum 

Aus 億 uck  der 血 tent 而 n,genauerdernochnichtd ℡ chge 市庁 佗 nbzw.nochnichterfolgten,aberunm 泊 elb 荻 bevor- 

stehenden@Aktion ， @@-@-@-5@ urn@Handlungen ， die@von@einem@anderen@Hand- 

lungstrager@als@dem@Sprecher@begangen ， aber@vom@Sprecher@beobachtet@bzw ， gedanklich@nachvollzogen@werden   

(Z ， B ・ "Die@Sonne@ist@im@Begriff ， unterzugehen ・ "@-@Die@Sonne@agiert ， wahrend@der@Sprecher@dies@nur@beobachtet ・ ) 

Beieinem  Rdckblick  allerdings,k 荻 n  d 毛 seFom  auch  血 dieejgenePerson  ve Ⅳ ende[werden. げ D ㎝ dsw 打 ich  im 

Be 睡は， -zu  tun.")  Die 砺 ersetzung  von  ～ようとする bzw.dessen  teim-Fom  ～ようとしている lauletzu- 

nachst"versuchen,etwaszu  tun 。 ・ Ejne  weitere  ロ bersetzungsm6g Ⅱ chkei[,n ゑ m Ⅱ ch  "im  Begr は fsein  /gerade  jm 

Begriff@sein ， etwas@zu@tun" ， ・ V 、 ・ ， 5.@wenn@die@Aktion@eines@Anderen@vor@allem@vom 

Sprecher@an@ort@und@Stelle@beobachtet@wird ・ SchlieBlich@wird@diese@Form@auch@mit@"dazu@neigen ， etwas@zu@tun"@iiber- 

se は t,wenndie"bein 血 e"Handlun 呂 ㎞ merwiedere は olgt,d.h.sozusageneineGewohnhejldesHandlungs は agersd ぴ - 

% 何度も 安な・ Solche"Dauewersuche"werdenindersprachlichenRed (me ㎡ ach,ofmaIs)etc.unte,s 伍 chen. 適 ld 町 chAdverbienwje いつも Gmmer,st な ndig), 
Der"labile"Ch 荻荻 tervon  ～ようとしている (dieers 甘 ebteHandlungistnochnichtzust 荻 degekomwen,stehtje- 

doch@unmittelbar@bevor)@bringt@es@mit@sich ， daB@die@so@gebildeten@Aussagen@oft@von@Emotionen@wie@Angst ， Hoff- 

nung ， Gespanntheit@etc ， (kommt@es@zustande@?@oder@kommt@es@nicht@zustande@?)@begleitet@werden   

Beispiele@(soweit@unterscheidbar ， in@der@Reihenfolge@"versuchen" ， "im@Begriffsein"@und@"dazu@neigen")     

十分前からこの 道を渡ろ う としていますが、 車が多くて渡ることができません。 お お ゎた 

Ich@versuche@seit@10@Minuten@diese@StraBe@zu@uberqueren,@aber@wegen@der@vielen@Autos@kann@ich@sie@nicht@uberqueren   

th 

ホフマンさんが 私のせきに座ろ う としました。 「だめです。 」と私は言いました。 

Frau@Hoffmann@hat@versucht ， sich@aufmeinen@Platz@zu@setzen ， Ich@sagte:@"Das@geht@nicht@!"@(auch:@@@   Begriff@sein) 
すわ 

試験の時 、 右に座っている 人が私の答えを - た 見ようとしました。 
Wahrend@der@Priifung@hat@derjenige ， der@rechts@von@mir@saB ， versucht ， auf@meine@Antwort@zu@schauen   

なんど わす 

彼のことを何度も 忘れようとしましたが、 とうとう忘れることができませんでした。 

Ich  habevieleMaleversucht,ihn  zu  vergessen,abersch Ⅱ eBlich  konntejch  ihn  (doch 川 chtvergessen. 

子供がお父さんの 大事なカメラで 遊ぼ ぅ としたので、 お父さんはびっくりしました。 
とう               め そ 

W ㎝ 血 Hnd  ㎞ Be 睡廿 w ぴ， ㎞ tderkostb 荻 en  KmeradesVaterszu  spieIen,ersc 牡無 derVater.(auch:versuchen) 
み 。 かまえ 

ペーター君が 三日前に作ったコーヒーを 飲も う としました。 

Peterw 町 im  Be 輌は ， den  vor3Tagen  gekochten  Kaf 石 feeezu  ㎡ nken. 

はる なっ か 

春が 夏に変わろ う としています。 
Der@Friihiing@ist@im@Begriff@zum@Sommer@zu@werden   

う ち あ ；   やまもと うち あ か あ る 

山木さんの家の 赤ちやんが歩こ う としています。 
DaSBabyderF ㎞ lieYmamoloiStSeradedabeiZUlaUfen. (,imBe 如 ffSein) 

レストランでご 飯を頼もうとしましたが、 たの お金がないことに 気がつきました。 
Alslch  geradedabelwaI,lm  RestaurantelneM る Ⅲ zeltzu  besteIIen,merktelch,daB  lch  keln  Geld  belmirhatte   

だいじょっ ぶ 

。 注意しようとしましたが、 。 。 。 まだ大丈夫だろうと 思ったので、 なに 何も言いませんでした。 
Ich  w 打 im  Begriff,ihnzu  w 皿 en,aberdajchdachte,esseinoch  o.k.,,sagleich  i ㎞ njch(s. 

この子供はいつも となり 隣の人のご飯を 食べようとするから こま 困ります。 
Dieses ㎏ nd  neigtd 花 u,immerdasEssen  von  (Tisch-)Nachba 皿 zu  essen,so  d お w 丘 daI 血 tProblemehaben   
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4.l  festes  Vorhaben  血 t  V  ～つもり 

Um@eine@Absicht@("beabSchtigen ， etw ， zu@tun")@des@Sprechers@zum@Ausdruck@zu@bringen ， wird@das@verbale@Pradi- 

katdmch  曲 Pseudonomen  ～つもり er 脾 nzt.Dabein ㎞ mt ぬ Verb  dieh6 町 c 故 eitsleereF0 皿 ein   

In@einer@sprachlichen@Umgebung ， in@ der@es@nicht@um@jede@Nuance@geht ， ， 3@fc@I)@wie@das@@@   Abschnitt@2 

ぬ h 卸 delte ～ようと 思、 う ㎡ l "vorhaben,elw.zu  tun"ubersetzlwerden   

D わ Fo ℡ elf 血 ～つもり in  verb 杣 erVerbindunglautet     

Satz nuit  verb,,  Prad. (hoflichkeitsleere  Form  ) ～つもりだ /  っ もりです。 

BeispieIe 血 tV  . つもりだ in  Verrbindung ㎞ tV  in  derAussageform     

来年日本へ行くつもりです。 
lchhabevor,nachstesJ 血 nachJapan  zu  f 蕊 ren   

日曜日には本を 読むつもりです。 
Ich@habe@vor ， am@Sonntag@Blicher@zu@lesen   

どこで買い物をするつもりですか。 デパートでするつもりです。 
Wo@haben@Sie@vor ， einzukaufen@?@Ich@habe@vor ， im@Kaufhaus@einzukaufen   

ちょさん 

父 にもらったお 金を貯金するつもりでしたが、 スノーボードを 買ってしまいました。 

kh  hatlevor,d.Ge@d,dasich  vom  Vate,bekam,zu  sp en,abeFi.habed ㎞ l(dumme,weise)ein  Snowbo 酊 d  gekauft   
たなかくん 

田中君とご飯を 食べるつもりでしたが、 彼は時間があ りませんでした。 
Ich  haltevor,mjt(Kollege 伊 reund)Tanakazu  essGn,abererhattekelneZe,l. ・ ・ 

Das ～ っ もり beziehlsichauf 山 eBesc 牡 eibungderAktionderI.Person(ich/wir).Strenggenommen 血は 。 '"' 。 。 。 

bei 山ぬ onen  皿 dem  Personen  benulztwerden.(unjapan テ sch: 彼は日本へ行く マゑ よです。 ) 団 esw 血 den ㎞ lich 

aufeinedirekleEin ㎞ schun 軒 ndjeEn 尽 cheidungsReiheileinesAnderen 田 nauslaufen.AlGep ぬ beldagegenis[der 

Gebrauch  von  ～つもり gegendber ㎞ deren,wennesin  einerFrage(3.Beispiel: 買い物をするつもりですか。 ) 

㏄ erz 田 e れ enR 田 e(z.B  .: 彼は来年日本へ 行くつもりだと 言いました。 )eingebettetist   

beachte: 

B 包 e ㎞ em  D ぬ № gk 皿 n  dsAntwon  aufe 市 eEnlsche 出 ungshageansta は e ㎞ erW@derho 旧 ngdes(verb 杣 en)Prad 汰 als 

desFra 芭 esa 比 es 田 eKurzform  ( はい。 ) そのつもりです。 benutztw ㎝ den: 

日本に行きますか。 はい、 行くつもりです。 oder: ( はい、 ) そのつもりです。 

本を読むつもりですか。 は い、 読むつもりです。 oder: ( はい、 ) その っ もりです。 

貫い物をするつもりですか。 はい、 するつもりです。 oder: ( はい、 ) そのつもりです。 

D 由 Negationvon  そのつもりです lautet( いいえ、 ) そのつもりはあ りません。 (n 荻 ㏄ essieheMod 苗 kahon) 

Modifikation 

Ⅲ e は zten  函 den  Bejspielsa 比 edesHauptteXtesmachen  deu Ⅲ ch,d 棚 ～つもり mod 血 zien  werdenkann   
ち ょ と ん 

(v 回 ・貯金するつもりでした soMe 食べるつもりでした ) 

Leider@beschrankt@sich@die@Modifikation@wie@hier@nicht@nur@auf@das@Pseudonomen ， sondem@auch@auf@das@vorangehende 

Verb ． so@daB@recht@komplexe@Formen@entstehen   

Im@folgenden@sollen@in@erster@Linie@die@Modifikationen@aus@dem@Bereich@der@Negation@behandelt@werden     
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Negation:@Die@Negation@kann@logischerweise@aufdrei@Arten@erfolgen ・ Die@Negation@des@verbalen@Pradikats@(d ， h   

vome) ， des@Pseudonomen@(d ， h ・ hinten)@und@schlieBlich@an@beiden@Endungen   

l.Nega 吐 ondesve て b 田 enP て俺 dikats: Ⅱ chhabevor,nicht """ ‥‥ zu  tun." 

今日は、 お酒を飲ま な蛤っ もりです。 lchhabevo,,heutekeinenAlk0ho@zu  ヒ inken   

2.Nega は on  von  つもり ;sta[l つもりでは /  じ やあ りません w Ⅱ ddieKmzf0 皿つもりはあ りません benutzt     
Hier@lautet@die@allgemein@formulierte@Ubersetzung:@ "ich@habe@nicht@vor ， etw ， zu@tun"   

今日は、 お酒を飲むつもりはあ りません。 Ichhabenichtvo,,heuteAlkoholzu  血 nken   

3.@Negation@beider@TeilC@     "ich@habe@ni   ht@vor ， nicht ・・・， zu@tun ・ "@=@"ich@habe@durchaus@vor ， ，， ・ zu@tun ・ " 

4-  B  @.  feygl@li@@@V@  @  4    @@@Jl@&ALo  Ich  habe  durchaus  vor,  heute  Alkoho    zu  trinken   

Die@doppelte@Vemeinung@kommt@selten@vor ・ Wie@im@Deutschen@sieht@man@sie@hochstens@bei@Modifikationen@wie 

z.B."Ichhatted 町 chausn お hlvor,ruichlzu  ㎡ nken,ab ㎝ -  "  飲まないつもりはけっしてなかったのですが       

Solche@nuancierten@Formulierungen@liegen@j   doch@j   nseits@unseres@Kenntnisstandes   

Beispiele@der@NQgation     

来年は日本へ 行かないつもりです。 
Ichhabevor,n ゑ chstesJ 荻 nichlnach  Japan  zu  f 加 en   

来年日本へ行くつもりはあ りません。 
Ich@babe@nicht@vor ， nachstes@Jahr@nach@Japan@zu@fahren   

来年日本へ行かないつもりはあ りません。 
Ich@habe@durchaus@vor ， nachstes@Jahr@nach@Japan@zu@fahren   

日曜日には本を 読まないっもりです。 
Ich@habe@vor ， am@Sonntag@keine@Blicher@zu@lesen   

日曜日に木を 読むつもりはあ りません。 
Ich@habe@nicht@vor ， am@Sonntag@Biicher@zu@lesen   

日曜日に本を 読まないつもりはあ りません。 
Ich@habe@durchaus@vor ， am@Sonntag@Bucher@zu@lesen   

ちょきん 

父 にもらったお 金を貯金しないつもりでした。 
Ich@hatte@vor ， das@Geld ， das@ich@vom@Vater@bekam ， nicht@zu@sparen   

ちょきん 

父 にもらったお 金を貯金するつもりはあ りませんでした。 
Ich@hatte@nicht@vor ， das@Geld ， das@ich@vom@Vater@bekam ， zu@sparen   

ちょきん 

父 にもらったお 金を貯金しないつもりはあ りませんでした。 
Ich@hatte@durchaus@vor ， das@Geld ， das@ich@vom@Vater@bekam ， zu@sparen   

beachte: 
  
ぬ eFom)en  lund  2  sind  pr 荻は sch  austauschbH,0hned お 山 d 町 ch  eine 餌 avierendeSinnver 血 demng  zubef 廿 chtenist   
団 eNegad0ndesverbalenPradika 於 (alSo: 飲まないつもり )  k 杣 ndabeidseineetw ぁ en 侭 c 面 edenereAussagever- 
smdGnwerden   
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4.2  Ejnb Ⅱ dun 旦 mit ～つもり 

DieFomuliemng  血 t ～つもり besitzteineweitere,v6 ㎎ andereBedeutung. つもり kannandieh6nic 挟 eilsleeren 

Formen@von@VA ， NA@und@N@angeschlossen@werden@und@gibt@die@Vorstellung@bzw ・ die@Einbildung@etwas@zu@sein ， 

nicht@zu@sein@bzw ， etwas@gewesen@zu@sein@wieder   

Da@Vorstellungen@und@Einbildungen@sich@stets@auf@das@BewuBtsein@eines@Lebewesens@(d ， h ・ in@aller@Regel@auf@das@Be- 

wuBtsein@des@menschlichen@Wesen)@beziehen ， konnen@nicht@alle@VA ， NA@sowie@N@mit@0@@@v)@ verbunden@werden ， So 

kann  sjch  z.B.Frau  Moni  ( 由 smenschlichesWesen)e 油団 旧 en,schon  zu  se 而 (6  さんはきれいなっもりです。 ), 

abernichteineBlume  ㌃は いなっ で       (Ausn 曲 men  kann  esz.B  .jn  einem  M 打 chen  geben.) 

BeachtenSieb 血 eauBerdem,d 蕪 d 養 つもり wiebereitserw 荻 nt,einPseudonomen  istund  s0 面 tdie ㎞Ⅱ vorange- 

stolten@Worter@in@der@Attributivfonn@stehen@miissen     

VA:  VA 旦 つもり /VA 上上つもり ( 大きいつもり、 若くないつもり etcJ 

NA  NA なっもり /NA でなり、 じゃないつもり 億ねい なっもり、 上手じやないつもり etcJ 

N:  N 四つもり /N でない、 じ やないつもり ( 先生のつもり、 子供じやないつもり e 胎 ・ ) 

Die 血 ers 巴 zung  von  VMN Ⅳ N ～つもり lautel"Jemand  bildetsich  ein,V Ⅳ N Ⅳ N  zu  sein ‥・ Desweiteren  sind  宙 er- 

setzungen@mit@Audriicken@wie@"glauben ， zu@sein"@oder@"s ， vorstellen ， zu@sein"@denkbar ・ Injedem@Fall@entspricht@eine 

Aussage,d 油 m れつもり ge ㎡ @elwurde,meistens ㎡ chtden  GegebenheitenderWir ㏍ chkeil. 刈 sS 田 mjtte@des 

vorsichtigen@Selbsturteils@(z ・ B ， Ich@bilde@mir@ein ， ein@guter@Koch@zu@sein ， )@oder@als@ironische@Bemerkung@(z ， B ， Sie 

bilden@sich@(etwa)@ein ， ein@Koch@zu@sein@?)@konnen@Sie@auch@diese@Formulierungen@benutzen   

ve ㎞ schteBelspie 繍     

ペーター君は 字がきれいなっもりです。 
Peter@bildet@sich@on ， eine@schone@Handschrift@zu@besitzen   

森さんは良い のう ですが、 ど う思 いますか。 

Frau@Mori@glaubt,@eine@gute@Lehrerin@zu@sCn ・ Wie@denken@Sie@dariiber@? 

接 うと @ た 

弟は スキーがけっして 。 ナ いつ です。 

Mem@Bruder@bildet@sich@ein ， durchaus@nicht@schlecht@im@Skifahren@zu@sein   

ち くじゆうはつさ @   

母はまだ若 い @0 もりです。 でも、 もう六十八歳です。 

Meine@Mutter@glaubt ， noch@jung@zu@sein ， aber@sie@ist@schon@68   

つよ 

私はお酒に強いつもりです。 

Ich@glaube ， trinkfest@zu@sein ， (=vorsichtiges@Selbsturteil) 

父は体がじよ 。 ちだ うぶ なつもりでしたが、 昨日入院しました。 
Mein@Vater@bildete@sich@ein ， einen@robusten@Korper@zu@haben ， aber@er@wurde@gestem@ins@Krankenhaus@eingeliefert ・   

その絵は何ですか。 わかりませんか。 ぬ 
      ふじ さん 

のっ ですか。 

Was@ist@das@fur@e@@   Bild@?@ Konnen@Sie@das@nicht@erkennen@?@ Das@soil@der@Berg@Fuji@sein@?@ (=:Ironie) 

わら 

。 / つ で言ったのですが、 みんな笑いました。 

Ich@glaubte@dies@im@Ernst@gesagt@zu@haben ， aber@alle@haben@gelacht   

ほんと う ぜんぜん 

彼はかっこいいつもりですが、 本当は全然かっこよくないです。 
Er@bildet@sich@ein ， gut@auszusehen ， aber@in@Wirklichkeit@sieht@er@uberhaupt@nicht@gut@aus   

ふ つうの れんし。 ' "" ぅ の つ でテストを 受 げました。 
So@als@ob@es@sich@um@eine@gewoh Ⅰ   ihe@Ubung@handelte ， habe@ih@den@Test@abgelegt   

せんば @     
私の大学の先輩は 有名なレーサ 一の っ もりですが、 あ まり有名ではあ りません。 
Mein@"Senpai"@von@der@Universitat@glaubt ， ein@beruhmter@Rennfahrer@zu@sein ， aber@er@ist@nicht@besonders@bekannt   
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Einbildung@ bei@ verbalem@ AnschluB 

Nichtzuletztwerden  hestimmnte 二 % 垣腫 Anschliisseauch  mit つもり im  SinnederEinbildung  verkniipfR,sob 団 d 

das@Verb@eine@der@folgenden@Fonnen@einnimmt:     

l.DasPr 蛆 katstehtln  derPerfektform  ( た -Fo 血 ): 

きれいに書いたっもりですが、 どうですか。 字の っ もりですか。 

Ich  glaubteschon  gesc № eben  zu  haben,a ㎏ rwiefhnden  Sie  血 ?  Dassollen  Sc № fhzejchen  sein  ?  鮭 lrome) 

イタリアに行っ 立つもりで、 家の庭でピザを 食べました。 
Wir@stellten@uns@vor ， nach@Italien@gefahren@zu@sein@und@haben@im@Garten@unseres@Hauses@Pizza@gegessen   

この漢字は、 もう去年教えたっもりです。 
かんじ お し 

Ich  glauble, ㎞ en  berellsletztesJ 荻山 eseSe ㎞ セ elchenbelgebrachtzu  haben.  o Ⅲ e) 

し沖 か 

もう試合に勝ったつもりで、 パーティーをしましょう   

F @iemwireineP 。 抽 y,,oalsohw 丘 daSSpielSChongewonnenhatten.(wirbildenunsein, ‥ ) 

こうそくどう ろ 

ガソリンを十分入れたつもりでしたが、 、 ゅ 。 ぶん。 高速道路の上で 、 
Ich@glaubte ， den@Wagen@voll@genug@getankt@zu@haben ， aber@er@blieb@dummerweise@auf@der@Autobahn@stehen   

。 。 」，。 。 』 め 。 。 た 

一生懸命歌ったつもりですが、 だれもよろこびませんでした。 
Ich  引 aubte,unterrE ㎞ sa は 引 lmeinerEnem 穿 egesungen  zuhaben,aber ㎡ emand  hatsich  ge 丘 eut   

2  .DasVerb  stehtln  der ている -Form  bzw.daSVerb  seIbs Ⅱ st いる : 
がんば 

頑張って勉強しているつもりです。 
Ich  bildem 廿 ein,unteF 穿 oBerAns 廿 en 笘 ung  zu  lemen   

ウェーバーさんは 日本のことをよく 知っているつもりです。 
Hen,We ㎏ rglaUbt, 己 Ul 廿 berJapanBeSCheidZUWiSSen. 

子供が大きなお さら 皿を使って遊んでいます。 車を運転しているつもりでしょう。 。 んてん 

Ein゜ind《pielt“erade ， indem‘s‘inen“roBenゝeller｜enutzt ・ Es｜ildet《ich『ohl‘in ， da6‘s‘in、uto’ahrt   

あ た ま @ ん 

彼はちょっと 頭が変です。 ここはドイッですが、 中国にいるつもりです。 
Er（st］icht“anz〉ichtig（m゜opf ， Er“laubt ， obwohl『ir（n．eutschland《ind ， in，hina】u《ein   

私は痩せているっもりでしたが、 彼は太っていると ふと 言いました。 
Ich  glaubtesch ㎞ k  zu  sein,a ぬ rmemn  Freund  sagte,ich  sejdjck. 

3@ ， Das@Verb@beinhaltet@eine@Fahigkeit     
そつぎ よう 

あ の人は日本語が 良くてきる っ もりです。 そして、 来年大学を卒業 二 主るっもりです。 
Er@glaubt ， gut@Japanisch@zu@konnen ， Und@er@glaubt ， im@nachsten@Jahr@das@Studium@absolvieren@zu@konnen ・ 

beachte: 

DieunsbekannteFom Ⅲ 比 wngdesK6nnens ～ことができる istzw 打 theoretisch  mit ～つもり verbindba,k0wnt 

jed0ch  inderPr 餅 iskaum  vor,dasieeinfach  zu  umstandlichklingt( 食べるこ がで る っ で ).S ね ltdessen 

k6nnen  Verben  in  dersog.Potendalfom,diewirim  し aufedes3.Semesterskennenlemen  werden,0 ㎞ eweiteres ㎞ t 

っ もり kombi ㎡ e れ we,den  (Vo,,chau 喰 べられるっもりです。 ). 

beachte@ ferner: 

Wie@die@obigen@Beispielsatze@deutlich@machen ， gilt@auch@fur@verbale@Anschliisse@die@Bedeutungsvielfalt@von@-0@@@@)   

Es@kann@zunachst@eine@"reine"@Einbildung@wiedergeben ， aber@auch@eine@Selbstbeurteilung@darstellen@und@schlieBlich 

als@Stilmittel@fiir@ironische@AuBerungen@eingesetzt@werden   
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5.  ei 接 ener  Wunsch  mit  ～ たレ Ⅱ 

、 、 dient@dazu ， den@Wunsch@des@Sprechers@auszudriicken ， Sie@wird@ausschlieBlich@mit@Verben 

verbunden@(bei@3t@@   sowie@@F Ⅴ     2 ， Stufe@/@i-Endung) ・ Die@Formulierung@mit@tc ， @@@wird@mit@"ich@mochte ・ ， ・ tun"@oder 

"ich@will@geme ．・ ， ． tun"@iibersetzt ・ 

ほしい be ユ achlen,dasnach  derFomd  A  は B  がほしい げ Ichmdchte 包 nN  haben.")nurmjlNomen  verbunden 

werden@konnte ・ Beim@@ @@@@l/@@kann@das@objekt@sowohl@mit@@)S@als@auch@mit@@@markiert@werden ・ ， so@daB@folgende 

(i   eale)@Formein@entstehen     

A は B が V- た い 。 bzw.  A は B を V, た い 。 

D 油引 lgemeinho 餌 cheVerrsjonderEndung  ～ た 1/ 、 tlautet: ～た い です・ Mitanderen  WortenbnngtderAuslautd 跨 - 

sesWo 「 tes 血 lsjch,d 棚 dieVerben  sichhier 血 [ ㎞ eein  VA  verhalten.Mod 二   lka[ionen  wie  V  ～たくない ( です ) 

血 chtm6chlen),V  ～たかった ( です )  (gewo Ⅲ haben)und 皿 deresindd 血 erdenkbm.(sieheBeispieleun し n) 

Auch  wennder た い -AnschluB  im  Norm 田 IaaIllnurf 田 dieerstePerson  anwendb 酊 ist(falsch: 泰志ゑ % コーヒーが ノ 

を笘ゑ巴 P 支文。 ),konnen  Sienach  unserem  jelzi 且 en  Kennlm ね s 伍 nd  be@einerdirekten  bzw.ind 迂 nekten  Redeund 

助 m  HOrens 倦 end あ た V 、 、 auch 価 ㎝ 由 rePerson ㎝ benutzen,daessjchhlerbeium2itateh ㎝ deht: 森さんはコーヒー 

を 飲みたいと言っています。 / そうです。 

Das@Snd@jedoch@ziemlich@ausgefallene@Siuatonen,@in@denen@Sie@etwa@einer@dritten@Person@eine@Aussage@Ihres@Ge- 

spachspartners@als@Zitat@weiterleiten ・ Im@folgenden@finden@Sie@aber@Beispiele@aus@dem@"normalen"@Alltagsbereich ， wo- 

bei@wir@ausgehend@vom@Satz@"Ich@mochte@ein@neues@Auto@kaufen ・ "@diverse@Modifikationen@durchspielen     

新しい車を / が 貫いたいです。 Ich@mochte@ein@neues@Auto@ kaufen   

新しい車を / が 買いたくないです。 Ich@mochte@kein@neues@Auto@ kaufen   

新しい車を / が 買いたかったです。 Ich@wollte@ ein@ neues@Auto@ kaufen   

新しい車を / が 買いたくなかったです。 Ich@wollte@kein@neues@Auto@ kaufen   

新しい車を / が 買いたいそうです。 Ich@habe@gehort ， da6@(X)@e ・ neues@Auto@kaufen@mochte   

新しい車を / が 買いたいと言いました。 (X)@sagte ， daB@er/sie@ein@neues@Auto@kaufen@mochte   

新しい車を / が 貫いたくても         Auch@wenn@ich@Cn@neues@Auto@kaufen@mochte,         

新しい車を / が 買いたいので         Weil@ich@ein@neues@Auto@kaufen@mochte ，         

新しい車を / が 買いたいとき         Wenn@i   h@ein@neues@Auto@kaufen@mochte,         

新しい車を /( が漬 っておきたいです。 Ich@mochte@vorsorglich@ein@neues@Auto@kaufen   

新しい車を /( が ) 買ってみたいです。 Ich@mochte@mal@ ein@neues@Auto@kaufen   

weitere@Satzbeispiele     
つめ 

私は冷たいビールが 飲みたいです。 
Ich@mochte@geme@ein@kuhles@Bier@trinken   

梗 ま いた 

頭が痛いので、 家に帰りたいです。 

Da@ich@Kopfschmerzen@habe ， mochte@ich@nach@Hause@gehen   

のうりょくしけ し きゆう こう かく 

日本語能力試験の 2 級に合格したりです。 
lchm6chte 舞 emediezwejteSmfedesJap れれ eseLan 呂 uagePr0 打 ciency  Testsbestehen   

しゆうし。 く 

日本の会社で 働くのは大変だそうです。 ですから、 日本の会 祖 こは就職したくないです。 
Ich@babe@gehort ， daB@es@anstrengend@sei ， in@einerjapanischen@Firma@zu@arbeiten ・ Ich@mochte@daher@keine@Anstellung@in 

ei   erjapanischen@Firma@finden   

              がく い し いつしようけんめⅠ   

大学院に入りたかったので、 一生懸命勉強しました。 
Weil@ich@in@den@Graduiertenstudiengang@eintreten@wollte ， habe@ich@unter@Einsatz@all@meiner@Energie@gelemt   

力 @@     

悲しい映画でした。 泣きたくなくても、 泣いてしまいました。 
Es@war@ein@trauriger@Film ， Auch@wenn@ich@nicht@weinen@wollte ， habe@ich@(schlieBlich)@geweint   
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6.@ Empfindungen@ des@ Anderen@ mit@ @@-6 
Im@Japanischen@existieren@Adjektive ， die@sich@auf@das@physische@und@emotionale@Empfinden@beziehen ・ Unter@der@Vor- 

aussetzung ， daB@Tiere@auch@Empfindungen@besitzen ， werden@diese@Adjektive@fiir@Menschen@und@Tiere@benutzt ・ In@der 

l.Person(= 私 )werdendieseWo 「 ner ㎞ eeinJ ㎡ ssAdjektiv  benutzt.So  konnen  Sie  a 由 ektivischeSalzew た 7.B. 

私は寂しいです 0  (Ich  櫛 hIemich  einsam.)  ㎡㏄それは嫌です o  (Daswilljch  nichl.)bjIden.Zu  dieserGmppe 

von  "Empfhndungsadjektiven"gehoren  auch  alleWo 「 ner,dienu;l ～た い ("haben  woIlen")gebildetwerden,wie  食べ 

たい，読みたい ，遊びたい elc.etc. 

In  der2.Person  鮭 あ なた /  あ なたたち /  あ なたがた )lassen  sjch  solcheA 由 ektivezu 血 ndeslnichtin  der 

Aussase だ om  benu は en,daesnach  d ㎝ 広叫 ap 血 schen  Denken  ejnfach  nichtmogIlchist,d お derSprechereine 

bestimmteEmp ね ndung  seinem  Gesprachsp 血 nerA  ③ e ㎏ enm ゑ cht ㎏ zuordn 巴 ・ (D.h.S 沿 k6nnen  im  Japanischen  ㎡ cht 

"Sie 丘山 len  sich  包 ns ㎝・ "od."Sie  wd ㎏ n  dasnicht. 。 Sagen.)Im  Nowalfa Ⅱ wordeman  ausden  genannten  Satzen 

F,a 雛 n  ablejten:( あ なたは渡しいですか。 (Fuhlen  Sie  s;ch  ejnsam  ?) パ あ なたは ) それは嫌ですか。 (W0llen 

Siedasnichl?) 

F 廿て山 e3.  Person  (= 綾 / 彼女 und  P № ra@fo 血 enj,d.h.zurFom3 町 ier ㎝ g  d ㏄ E 田 phndung  V ㎝ 血 lderenWkdeine 

neue  F0rm  benutzl.Eshandel[sich  um  田 eEndun 色 ～がる， diebeim  VA  田 ei-Endung  ersetzt づ V  A  - がる und 

beim  NA  d む ektan  d 養 Won  selbst 皿 geschlossen  wkd  づ N  A  . がる・ Diem れ ～たい (Abschn.5)gebildetenW6ner 

werdenen ㏄・ prechend  zu  食べたがる，読みたがる ， etc.,d 田 Sie  nicht 而 tdem  Perfeklanschlu8  ～ た verwechseln 

d ㎡ en.Jenach  dem  Ad 拝 ktiv,d 岱 mit ～がる verhunden  w d,besc 拉 eiblderSprecher,wasdie ㎡ 掩 Person  (bzw. 

㎡ tge 研 sser 団 nsc 拉 ankung  ein  Ⅲ er)haben  mochte  ( ほしい つ ほしがる ) ㎡ eraberauch  emp ㍽ ndet  0 うれしい 

@nu@ ， ， so ． 

， -5@ wird@wie@gesagt@nur@mit@bestimmten@VA@sowie@NA@verbunden ・ Die@in@Frage@kommenden@Worter 

wurden@im@folgenden@(unter@Beriicksichtigung@unseres@augenblicklichen@Kenntnisstandes)@zusammengefaBt ， Sie@wer- 

den@feststellen ， daB@nur@sehr@wenige@NA@existieren ， die@Empfindungen@wiedergeben ・ 

・ ， @@abgewandelten@("verbalisierten")@Adjektive@konnen@alle@nach@derFormel@"jemand@ /etwas@ em ， 

pfindet@es@als ，・・ ， "@ubersetzt@werden ・ (Es@sei@jedoch@wirklich@dahingestellt ， ob@ein@Tier@"etwas@als@interesessant" ， 

"als@selten"@bzw ・ "als@schade"@empfmdet ・ Zumindest@wird@nach@dem@japanischen@Denken@die@Formuliemng@mit 

～がる auch  beinichtmenschlichen  Le ㎏ wesen  veWendet,so  d 邸 wirdiesenG 目 8%enim  R 血 men  desSprach- 

erwerbs ， wenn@nicht@akzeptieren ， so@doch@respektieren@sollten ・ ) 

V ～た い づ V ～たがる (etw ， tun wollen) 

ほしい - つ ほしがる (haben@wQ   Ⅰ   n ， als@wunschenswert@empfinden) 

は ずかしい つ 
かな 

悲しい 一 " 

暑 い 一 " 
  
執い   

l た 痛い 、 づ 

は ずかしがる (s ・ genieren ， als｜eschamend‘mpfinden) 

悲しがる (trauern ， als@traurig@empfinden) 

暑がる (klimatisch@als@hei6@empfinden) 

熱がる (FliisSgkeit@als@hei6@empfinden) 

痛がる (als@schmerzvoll@empfinden) 

うるさい 一 " 

うれしい 一 " 

おもしろい つ 
as 

汚い - つ 
くる 

苦しい 一 。 

ぅ るさがる (als〕aut‘mpfmden) 

う れしがる (s ・ freuen ， als@erfreulich@empfinden) 

おもしろがる (als@interessant ， vergniiglich@empfmden) 

汚がる (als@schmutzig@empfinden) 

苦しがる く alsqualvollemp 荻町 den) 

こわい 一 " こわ がる 

さひ 案文 L, い Ⅰ " 
さロ 

寂しがる 

寒い 一 " 寒がる 
  
冷たい 一 " 冷たがる 
靭 。 

珍しい 一 " 珍しがる 

(s ・ furchten ， als’urchten ・ egend‘mpfmden) 

(s.elnsam  fuhlen,s. alselnsa 皿 emp 丘 nden) 

(klimatisch@als@kalt@empfinden) 

(Fluss ㎎ keilelc.alskaltemphnden) 

(als@selten@empfmden) 

難しい づ 
l@ や 

難しがる 

嫌だ づ 嫌がる 

(als《chwierig‘mpfinden) 

(nicht@wollen ， als@unangenehm@empfinden) 
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，， 。 ， 

残俳だ づ 
ふ し と 

残俳がる (als《chade‘mpfinden) 

不思議だ 一 。 不思議がる (aIsej 践 nanig,u ㏄ rM 皿 ich  emp6nden) 

beachte: 

DieEndung  ～がる selbstwlrd,w 由 @eForm  bereilsvemutenla6t,reinformalbetrachletwieein 珂 es 強 V  m れ 

einer る -Endungbeh 皿 deltCvgl. あ がる，さがる ，はしる，おこる elc.)..Diese"verhalj;lSie 「 nen"Worterwerdenlogi- 

scherweisealstrmsltlv  emngestuf 町 3.Person 二 Veranlasser)undnach  derideaIisie 「 nenFormel 

3.Person  は etwas  を V  A/  N  A  . がる alsSalzformuIlert   

子供はいつもおもちゃをほしがります。 
紬 nderwollen  immerSpielzeugehaben. 

は ずかしがらないで、 前に来て大きな 声で話してください。 
Genieren  Siesich  njcht,kommen  Sje  nach  vorne  und  sprechen  Sie 血 tlauterSt ㎞ me   

"" 翔 
来週は文法の 授業があ りません。 皆 悲しがっています。 
NaChSteWoChe ‥ 丘 ndetkeln  ・ G, 皿 matIkUnte ・ 圧 lChtSlatt.AlleSlnd  ・ ・ け aUnlg. ・ 

まど   

な， 夏でもこの窓は 開かないので、 部屋の中にいる 人はとても暑がつていました。 ， 、 
Da@diese@Fenster@auch@nicht@im@Sommer@aufgehen ， haben@es@die@Menschen@im@Raum@als@sehr@heiB@empfunden   

うんてん と くい さ @¥ そ ぽ 

「私は運転が 得意です。 こわ がらなくてもいいですよ。 」と 89 歳の祖母が言いました。 

"lchkann  se 比 gutfa 血 en.Du  brauchstkeineAngslzu  haben."saglemeine8gja ㎞ geGroBmutt ㏄   
いや 

そして、 「嫌がらないで 早く車に乗ってください。 」と言いました。 

Und  siesagledann:"SteIld テ eCh  njchtso  an  und  ste ㎏ schneIlllndenWagen  !" 

こうそくどう ら ぬ ""         し ぎ 

高速道路の上では 隣を走っている 人が祖母の運転を 見て不思議がっていました。 

AufderAulob 曲 nbeobachletendieNachb ㎡ 血 erdenF 血 sdImeineromaundempfandenihn  alsmerkwtird ㎏   

ラジオを つ けましたが、 祖母が ぅ るさがるので、 すぐに消しました。 
Ich@schaltete@das@Radio@Cn,@aber@da@meine@oma@es@als@ Ⅰ   ut@empfand,@habe@ich@es@sofort@wi   der@ausgeschaltet ・   

， ど さ」   

窓も寒がっているので、 閉めました。 

Weil@sie@es@als@kalt@empfand ， habe@ich@auch@das@Fenster@zugemacht   

祖母は私とドライブするのをとてもうれしがっていました。 
Meine@oma@freute@sich@sehr ， mit@mir@eine@Spritztour@zu@machen   

さ び さ んねん 

ドライブが終わって 、 「さようなら」を 言いましたが、 祖母は寂しがりながら 残俳がっ 

ていました。 

Nach  derSpn は loursagteich  。 AufWedersehen  ! ‥， abermeineomafUhltltesicheins 皿 )und  fand  esschade   

beachte@ ferner     

Neben@der@Wiedergabe@einer@"wahren"@Empfindung@bzw ・ eines@tatsachlichen@Seinszustandes@einer@anderen@Person@bzw ， 

e 面 es Ⅲ eres,kann  ㎞ e ㎞ em  bestjmmten  KonteXtd 岱力ぢる auchd 養 "so  tun  als  ob"e 泊 erPerson  d 荻 st 引 len.D 驚 

genannten@Worter@lassen@sich@praktisch@alle@auch@so@verwenden ・ Dabei@muB@man@zwischen@einer@bewuBten@ 。 Verstel- 

lung"@und@einer@der@Tatsache@nicht@entsprechenden ， aber@selbst@einsebildeten@ Seinsform@differenzieren ， Bei@der@Verstel- 

妹 ほ月 出絃 ; 古ほ 患 ㍊ 患 ㌍ s は穏 0 ヤ ㌃ ま ㍗ 憲塁 ㍗㍊ 霊 ㌍ E む l 鮒笘 eo も㌍㍑㌍㍍ 馨 : 臆 ㌍㍑ こ s1 三 % 畳 ㌍ e ㍗ 穏民罵お 臨こ 便 
smd ・ Bei@einer@eingebildeten@Seinsform@dagegen@erscheint@diese@dem@Beobachter@als@"falsch" ， wahrend@sie@fur@den@Be- 

哉 三器㌍ 月二 再三器Ⅰ ま 八膳 し棚 ㌘ 笘 Ⅰ㌔ 甜温こ孟 a 士 Ⅰ官ま品品 億ま憶 ㍗ 巴甘程 異書式 蟹億 0 Ⅱ ニ ㌃ 孔 Ⅰ 寄巴 : ニ も 衰だ孟， 
besondersgu[ist),sind  nichtin  derListeaufS.g  zu  nnden  und  k6nnen  nur ㎞ Ra ㎞ )eneinereingebildeten  Seins- 
f0m  ㎏ nutz モ werden. 

森さんはいつも 忙しがっていますが．本当は 全然忙しくない 人なんです。 
Frau  Moh  tu( ㎞ merso, 祈 e  wenn  siebeschanigtw 肚 e,aber;n  WrkIichkeil テ slsiekein  bescha 伍 gterMensch. 

彼女は彼にプレゼントをもらいました。 うれしくなかったのですが、 彼の前ではうれしがりました。 
Siehatvon  ihm  ein  Geschenk  bekommen.Sjehatsich  zw 肝 nichlgefreul,aberin  seinerGegenw 柚 so  getan. 
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starker Wunsch des Anderen mit ～ た力ぢる 

Uber@diese@Formulierung@wurde@zu@Beginn@dieses@Abschnitts@kurz@gesprochen   

Im  Gegensatzzu  ～た い ， daSdenWunsch  desSprechers 待 l.Person)zum  Ausd 典 ck  bningenkonnte,w 丘 d  mil 曲 

der@Wunsch@der@dritten@Person@angegeben ， Dabei@deutet@diese@Formulierung@auf@einen@eher 

㎡㎎ enden  bzw.st ぴ kenWunsch  hjn,s0  d 棚 Sie  面 S たがる v0rzugsw 目 sein  soIchen  F ㎝ en  benutzen  so Ⅲ en.Der 

Grund ， weshalb@fur@den@Wunsch@anderer@Personen@eine@besondere@Form@notig@ist ， liegt@wohl@darin ， da6@nach@derjapa- 

nischen@Vorstellung@der@Sprecher@die@Empfindungen@eines@anderen@Menschen@letztlich@nicht@exakt@nachvollziehen@kann ， 

und@er@sich@ebenso@wenig@in@die@Privatsphare@seiner@Mitmenschen ， wozu@auch@der@Wunsch@gehort ， eindringen@darf ・ 

(D.h.S テ e  kdnnen  ㎞ Jap ㎝ ischennicht"Sie  w0llen  ein  Bier ㎡ nken." なたはビールがみたいで。 あ sagen       
ta-Form@hin ， sondem@das@vorangestellte@Verb@bleibt@in@der@2.Stufe ， d ・ h ・ fur@@@@V@ sowie@@@V@ gelten@die@i-Endungen   

Diea ㎏ emein  h6nicheVersion  derEndung  ～たがる lautet: ～たが 旦 ます・ Sie  verh 拙 sich  also  wie  einjedes 
強 V  milderEndung  る (z.B  . かかる、 あ がる、 とまぁ、 なおる etc.elc.).DaejnWunsch  eineEmotion  ausmacht, 

面 n ㏄ 皿荻ハ随 isel 拉哩 erandaue 「， e,sche 泊 i ～たがる㎡。 ㎡ seIten  両面ている -Fom,,als0  ～たがっている hzW   

～たがっています   

Man@kann@fctl ・ @@>@mit@"jemand@ mochte@(unbedingt) ・・・ tun"@ oder@"jemand@will@(sehr)@geme ・・・， tun"@ iibersetzen ， Die@Mo- 

d 市 katlonen  e 什 「 foIgenhlerbeiausschIieBltch  beiderEndung,so  d 狂 Formuljerungen  而 e  V  ～たがらみ ぃ / ～ たが 

つ ません (n テ ch(mdchten),V  ～たがった / ～たがりました (gewo Ⅲ haben)und  皿 dereentslehen   

ktfi@@kann@wie@gesagt@me@fur@die@erste ， aber@auch@nicht@fur@die@zweite@Person@benutzt@werden ・ Ebenso@wenig@ist@hier 

erne@@ ， -Markierung@des@objekts@moglich ・ Es@wird@nur@das@@_@in@Satzen@mit@direktem@objekt@verwendet ・   

Ⅸ ea ㎏ eme 泊 ㎡ Heahsie 「 ne)FormelfUre ㎞ en  Satz 血 t たがる 晦 ute(demnach:  A  (3,Pers.)  は B  を vV  - たがる。   

Bejspjele     
Wl 

皆 家に帰り - ぢ い   

Alle@wollen@(gern)@nach@Hause@gehen   

どこの国でも 子供は歯を磨き は みが 一 Sl   

Egal@in@welchem@Land@auch@immer ， putzen@sich@die@Kinder@nicht@gem@die@Zahne ・   

そして、 甘いものを食べたがります。 

Und@sie@wollen@gerne@SuBigkeiten@essen   

どうぶつえ 々 森さんの子供は 去年から動物園に 行き - @@ ぐ Ⅰ い   

Das@Kind@von@Frau@Mori@mochte@seit@letztem@Jahr@(sehr@gerne)@in@den@Zoo@gehen   

はいし ゃ 

でも、 歯医者には行き - Ⅱ   

Zum  Z 荻 n 町 ztm6chteesjedoch  nich ㎎ ehen   

彼は昔中国に 行きたがっていましたが、 今は行き - ず い   

Erwo Ⅲ e 田 iher(se は )gerne  nachC 田 na 俺血 en,aberJetzlmag  ernichtme 血 do 「㎡ n   

森の中で鳥を っ かまえましたが、 逃げ - ぢ 

とり       

ぃ - ので、 また森に連れて い きました。 
Ich@habe@im@Wald@einen@Vogel@gefangen ， aber@da@er@fliehen@wollte ， habe@ich@ihn@wieder@in@den@Wald@gebracht   

しよ 3 ヵ x@ 

ヤエル君は日本人の 友達を作り - ぢ い 。 どなたか紹介してくさい。 

Michael@mochte@geme@einen@japanischen@Freund@haben ・ Stellen@Sie@ihm@bittejemanden@vor ・   

授 からて ぷ しんぱい 

弟は大学の空手部 (KaraleK 憶 b) に入り - ぢ い ので、 母が心配しています。 

Weil@mein@Bruder@in@den@Karate@Klub@der@Univ ， eintreten@will ， macht@sich@unsere@Mutter@Sorgen   

吸ってはいけない 部屋でたばこを 扱いたがる人がいます。 
Es@gibt@Menschen ， die@in@Raumen ， wo@Rauchverbot@herrscht ， rauchen@wollen   
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7.  Nachdruck  mit  ～の だ /  ～んだ 
DieBedeutungder  S ㎝㎞℡～の だ /  ～のです und  se 市 eassjm Ⅲ erte,umgangssprac Ⅲ icheFo ㎜～ んだ /  ～ 

A ， "@"t ・ ist@vielschichtig ， Aufjeden@Fall@gibt@diese@Endung@der@Aussage@einen@besonderen@Nachdruck ・ Dabei 

kann  ～のだ (unddessen  Abw 江山 lungen) 丼 nach  KonteXtmindestensdreiversc 杣 edeneBereichea ト七 cken.Bevor 

wir@uns@mil@den@Bedeutungen@beschaftigen ， wollen@wir@uns@zunachst@mit@der@Bildung@dieser@Form@auseinandersetzen     

～の だ k 皿 n 血 t 蕪 en  P ぬ dika 尽 w6nem  benu 由 werden.Dasjewe Ⅲ geP 由 dikat,daseinem  ～の だ vorausgeht,w 廿 d 

wieeineAt ㎡ bu 化 onst Ⅳ ktionbeh 皿 delt,dad 然の bzw.das ん auch  ㎞ erein  Pseudonomen  und  somiteinen  "No 血 - 

n 目 isatoor'd 打 slelIt.FolgendeKons 血 ， lktionenentsteheniInder 目 leemeinhofnichenAussa 窯 tefonm     

V: v  ① exikon) のです / んです 

VA: vA- い のです / んです 

NA: NA  なのです / なんです 

N: N  なのです / なんです 

Beispiele@der@Modifikation     

読む づ 読むのです、 読んだのです、 読まないのです、 読んでいるのです etc   

読む づ 読むんです、 読んだんです、 読まないんです、 読んでいるんです etc   

寒いづ寒いのです、 寒かったのです、 寒くないのです etc   

寒いづ寒いんです、 寒かったんです、 寒くないんです etc   

静かだ つ 静かなのです、 静かだったのです、 静かでないのです etc   

静かだ つ 静かなんです、 静かだったんです、 静かでないんです ( 静かじやないんです )etc   

学生だ つ 学生なのです、 学生だったのです、 学生ではないのです e(c   

学生だづ学生なんです、 学生だったんです、 学生ではないんです ( 学生じやないんです )etc   

Um  dieMod 市 kation  aufderh6nic 皿 e 確 leerenEbenezu  bilden,ersetzen  Sieeinfachd び ～のです / ～んです dmch 

dieEndung  ～の だ /  ～んだ・ Indergesc 面 ebenen  SprachekannubrigensdieV ㎡ ante ～のであ る en 尽 tehen, 

dierechth ぎ u 血 gjn  SachteXtenvo て k0mmt   

Wie@schon@oben@erwahnt ， wird@diese@Form@in@drei@Bereichen@verwendet     

Ⅰ・Ⅱ achd Ⅱ 廿 ck Ⅱ che  Frage     

Sowo Ⅲ b づ Entsch づ dungs- 別 sauchE 哩 anzungs 仕 agenw 廿 ddurch 引 nzusat Ⅰ iches ～のです /  ～んです dem  Frage- 

satz@ein@besonderer@Nachdruck@verliehen ， In@so@einem@Fall@wird@d@@   Ubersetzung@durch@Ausdriicke@wie@"eigentlich" ， 

"denn"@etc ， erganzt   

Im@folgenden@finden@Sie@eine@Gegeniiberstellung@von@iiblichen@Fragen@und@Fragen@mit@der@neuen@Form     

学生ですか。 づ 学生なのですか。 Handelt@es@sich@eigentlich@um@einen@Studierenden@? 

彼は大きいですか。 づ 彼は大きいんですか。 1st@er@denn@gro6@? 

そこは静かですか。 づ そこは静かなんですか。 Istesdon  eigentliCh  m 出色 ? 

食べませんか。 づ 食べないのですか。 Essen  Sie  denn  nicht  ? 
  
日本へ行きましたか。 づ 日本へ行ったんですか。 SjndSieeigen Ⅲ chnachJap 荻 gef 柿 ren? 

何をしていますか。 づ 何をしているのですか。 W 岱 machen  Sie  億 nneigentlich  ? 

何があ りますか。 づ 何があ るんですか。 w 養が blesdenn  ? 

どこで買いましたか。 づ どこで買ったんですか。 Wohaben  Sie  eseigent Ⅱ ch  gekauh  ? 

なぜしませんでしたか。 づ なぜしなかったのですか。 W Ⅲ mhabenSieesdemnjchtgemacht? 

いつ 来 ましたか。 つ いつ来たんですか。 Warm@sind@ Sie@denn@eigentlich@gekommen@? 
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Im@ubrigen@soil@fc@¥ 、 Y@nach@unserem@jetzgen@Kenntnisstand@ nicht@weiter@modifiziert@werden ， Die@Modifikationen@sol- 

len@zunachst@nur@bei@den@vorangehenden@Pradikatswortem@erfolgen   

Auch  wenn  だ け sich  弩 ℡ ndsa(zlichmitdem  deu[schen  Ausd 印 ck  "nur"gleichsetzenl 穏 t,h 劫 gldiel 乃 ersetzungdes 

Wortes@vom     eweiligen@Kontext@ab ， Im@folgenden@finden@Sie@vermischte@Beispiele@mit@tc@ff ， bei@denen@auch@andere 

Ubersetzungen@wie@"einfach" ， "blo6" ， "schon"@etc ， auftreten     

そこで何をしているんですか。 ちょっと彼女を 待っているだけです。 
Was@machen@Sie@da@eigentlich@?@ Ich@warte@bloB@auf@meine@Freundin@! 

新しくできたレストランはどうですか。 直也 だ 且ですよ。 
Wie@1st@das@neu@entstandene@Restaurant@?@ Es@1st@einfach@nur@teuer@ ! 

しゆくだ @   

宿題をしなかったのは 病気だったからですか。 いいえ、 時間がなかコ 上だ立です。 
Lagesan  der ㎞ arl ㎞ eit,d 邸 SiedieHausaufgaben  nichtgemachthaben  ?Nein,ich  haltebloB  keine 石 t. 

たいじ、 。 ぶ 

ドライブはやめましょうか。 大丈夫ですよ。 ちょっと雨が                           です。 

Sollen@wir@die@Spritztour@sein@lassen@?@ Das@ist@doch@kein@Problem@ !@ Es@ist@nur@ein@kleiner@Regen ， der@fallt   

この花は森の 中で 5 月にだ け 咲く特別な花です。 
  と < べつ 

Diese@Blume@ist@eine@besondere@Blume ， die@ausschlieBlich@im@Mai@in@Waldem@bliiht   

引っ越しを手伝ってください。 
Helen@Sie@ Ⅲ @r@bitte@beim@Umzug ・ Es@reicht@schon@eine@einzige@Stunde   

穏 " "" 。 。 

昨日祭 で パーティーがあ りました。 皆に連絡しておいたのですが、 学生が姉人来ただはです。 

Esfand  geslem  lm  Wohnhelm  elneP 抽 y  stat(.Ich  hattezw 荻 v0 で he て allenBescheld  gesagt,abe Ⅰ e5kmen  nu て 3  Stud   

まった おもしろ 

週末に読んだ 本は                                             、 全く面白くなかったんです。 

Das@Buch ， das@ich@am@Wochenende@gelesen@habe ， war@nur@kompliziert@und@war@iiberhaupt@nicht@interessant   

@2 ；   ぶんや 

父はほとんどスポーツの 他の分野のことはあ まり知りません。 
MemnVaterkennlslchf,astnurin  Spo 「 n  aus,abernlchtbesondersgutln  anderenBerelchen   

う んてん 

"" 。 つ 。 か " 一 。 。 勒 。 ぬ 。   " こ二   " は。   " 。   

Ich@pflege@kein@Auto@zu@fahren ， auch@wenn@ich@nur@ein@einziges@Glas@Bier@getrunken@habe   

beachte: 

Esgibtnoch  eine  ganzeReihe  von  Fo 田 lu Ⅱ emn 色 sm68 Ⅱ chke れ en  m Ⅰ だ な す ， dieabe 下 im  Momen Ⅰ nich Ⅰ w 目 Ⅰ 0 丁 behan- 

delt@werden@sollen ・ Lediglich@zwei@Ausdriicke ， die@haufig@vorkommen@und@als@abgeleitete@Formen@zu@betrachten@sind ， 

Seien ㎡ ereFw 別皿 t 

できるだけ 而 rd  alsAdverb  be 甘 achtelund  bedeutel"m6glichst ‥・ Derursp 市 n 如 che  引 nn  "so  ㎡ 目 man  nurkann" 

d ぬ血 enoch  nachv 刮 lziehb 酊 se ㎞． 

できるだけ 3 時までに来てください。 

KommenSieblttemoglichstbis3 ロ U. 

私はできるだけのことをしました。 

Ich@habe@mein@Moglichstes@getan   

好きなだ け istaucheinhaung  benu[zterAusdmckmitderBedeutung  "sovielman 哩 三三亜 "bzw. "beliebig" 

どうぞ好きなだけ 食べてください。 

BItle,essen  ・ Sleso  ・ vlelSlenu ・ ・ Ⅰ mogen  ‥ ! 
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しか 

DiezweiteMoglichkeitim  Jap 杣 ischeneineEinsc 計 ankunSauszud 面 cken,e ㎡ olglm れ dem  Ausdruck  し カ ム   

Dieses@Wort@gehort@der@Wortkategorie@des@Partikels@an ， kann@nur@mt@N ， V@und@wie@bei@fc@@ ， mt@weiteren@Parti ・ 

kein@kombiniert@werden@und@charakterisiert@sich@durch@folgende@Merkmale     

-@ L;@@folgt@immer@ein@negiertes@ Pradikat 

dieaIlgemeinen  Formleln  Iauten  demnach:  N  しか negiertes  Pradikat  bzw.  V  しかない 

-im  FalleinerP 血 ikelkombinatj0n,slehen  dieP ㎡ keln  immervor  しか (z.B. ニ しか，からしか ， 二 しか etc.) 

-  しか kann  nichtzus 皿 lmen  mjtden  P 打 tikeIn  が ，は oder を au 俺 eten;diesewerdend 町 ch  しか uberlagen 

Zusammen@ Ⅲ @t@Noroen@gebraucht ， kann@ L@@zunachst@mit@dem@deutschen@"nur"@iibersetzt@werden@und@stellt@somit 

w 跨 bei だけ eineEinschr 丑 lnkung  d 荻     

どうぶ つ かま 

この動物は生の 肉 L か 食べま土 ん   

Dieses@Tier@fri6t@nur@rohes@Fleisch   

さ んねん 

a@-e-W  @@@L@bM@fc@   

Leider@verstehe@ich@nur@Englisch   

今日は朝ご飯 ニ かまだ食べて い ません。 

Ich@habe@heute@erst@nur@gefruhstiickt ・   

たてもの 

あ れはここからしか 見ることができない 建物です。 
Das@da@ist@ein@Gebaude ， das@man@nur@von@hier@aus@sehen@kann   

どうぶ つ 

森ヒ 七 % 住んでいない 動物は何ですか。 
Welches@sind@die@Tiere ， die@nur@im@Wald@leben@? 

日本に行っている 間、 友達は二人工かでき で C 。 

Wahrend@meines@Aufenthaltes@in@Japan ， konnte@ich@nur@einen@einzigen@Menschen@als@Freund@gewinnen   

  
寮の パーティ一には 知っている学生 L か 来ていなかつ 上ので、 ちょっとつまらなかったです。 
Weil@auf@der@Wohnheimparty@nur@Studenten@da@waren ， die@ich@kannte ， war@es@ein@wenig@langweilig   

verbale@ Verbindung: 

Zusammen  mi(einem  Verb  nach  dergenanntenFomlelV  しかない gebraucht,  erh 拙 しか einev6Ilig  neue 

Bedeutung ， die@wir@mit@"es@bleibt@nichts@anderes@iibrig ， als@ ・，・ "@bzw ， "man@kann@nur@ ，，・ tun"@iibersetzen@konnen   

Das@Verb@steht@immer@in@der@Lexikonform@und@wird@nicht@weiter@modifiziert   

車 がこわれてしまいました。 新しいのを ロ，     

Der@Wagen@ist@kaputt@gegangen ・ Es@bleibt@mir@nichts@anderes@tibrig ， als@einen@neuen@zu@kaufen   

明日試験です。 しけん 一生懸命準備 か   

Morgen@findet@eine@Priifung@statt ， Es@bleibt@mir@nichts@anderes@ubrig ， als@mich@mit@aller@Kraft@darauf@vorzubereiten   

町の中はとてもにぎやかです。 静かなのが好きな 人は町の覚に 住むしかないでしょう。 
そと 

In@der@Stadt@geht@es@sehr@lebhaft@zu ・ Die@Menschen ， die@die@Ruhe@mogen ， konnen@nur@auBerhalb@d ， Stadt@wohnen   

お金がなくなってしまいました。 またどこかで i% 働くしかあ ら りませんでした。 
Das@Geld@war@leider@aufgebraucht ， Es@blieb@mir@nichts@anderes@iibrig ， als@wieder@irgendwo@zu@arbeiten   

しよく じ 

家には食べ物が 何もあ りません。 外で食事するしかあ りません。 
Zu@Hause@gibt@es@nichts@zu@essen ， Es@bleibt@mir@nichts@anderes@iibrig ， als@auswarts@zu@essen   
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beachte:@Es@ist@moglich ， das@vorhin@eingefuhrte@/Sit@ ㎝     t@ L@@in@derForm@fd@I ・ t@L@@@@in@nominaler ， negierter 

Umgebung@zu@kombinieren ・ Sie@stellt@eine@verstarkte@Form@der@Einschrankung@dar ， die@man@etwa@durch@die@Uberset- 

zung@"einzig@und@a Ⅰ   ein@nur" ， "ausschlieBich"@oder@aber@"wirkli   h@nur"@von@der@"onfachen"@Ei   schrankung@unterschC- 

den@kann     

この動物は生の 肉だけしか食べません。 

Dieses@Tier@friBt@wirklich@nur@robes@Fleisch   

さん。 残俳ですが、 ん 私は英語だけしかわかりません。 

Leider@verstehe@ich@wirklich@nur@Englisch   

今日は朝ご飯 だ げしかまだ食べていません。 

Ich@habe@heute@erst@nur@gefruhstiickt   

昨日は勉強だけしかしませんでした。 

Gestem@habe@ich@wirk Ⅰ     ch@nur@gCemt   

Unterschied  zwischen  しか und  だけ : 

Wirhaben  festgestelIt, 面 B  beideWo 「 nerreineEjnsc 血 ankung  wjedergeben.Desweileren  w ℡ degeze ㎎ t,d 邸 be@  しか 

eine@ganze@Reihe@von@Bedingungen@erfi@   Ⅰ   sein@miissen,@um@diese@Formu Ⅰ     erung@iiberhaupt@benutzen@zu@konnen,@so 

daB@man@auch@die@einfache@Unterscheidung@"/::(t=@universal@einsetzbares@Wort"@und@"@L@=bedingt@einsetzbares 
Wort 。 treffen@kann ， Dariiber@hinaus@konnen@folgende@eindeutige@Unterschiede@vor@allem@in@Satzen ， wo@es@um@Mengen- 

angaben@geht ， festgestellt@werden     

a. 寮のパーティ 一に学生が 1 5 人だけ 来 ました。 

b. 寮のパーティ 一に学生が 1 5 人しか 来 ませんでした。 

BCde@Satze@lassen@sich@zunachst@so@iibersetzeH@     "Zur@Party@im@Wohnheim@kamen@nur@15@Studenten ・ " 

Satz@a ， zeigt@den@Grenzwert@(15@Personen)@in@neutraler@Aussageform@dar ， wahrend@in@b ・ der@selbe@Umstand@in@negierter 

Form@erscheint ・ Gerade@diese@Negation@impliziert@auch@die@ablehnende@(negierende)@Haltung@des@Sprechers@gegenuber 

der@Menge ， Der@Sprecher@bewertet@die@Zahl@15@als@unzureichend ， gemessen@an@seiner@Erwartung@bzw ， an@einer@allge- 

meinen  Nom  (zurP 抽 y  kommen  normalerweiseme 計 G ぬ te,o は ・ ). Mit ㎝ derenWorten  kommtbe@  しか noch  む ne 

gewisse  negativeEmp 伍 ndung  desSprechersgegenUbereinergeringen  Mengehinzu,w 伍 rend  だけ eine  "neutr 杣 e" 

Fes 尽 tellungderejngesc 拉 き nklen  Mengewi ㎝ ergibt. 

Esistnichtejnfach, 伍 rdiesen 血 mim 杣 enUnlerscmed  einepassendeUberselzung  zufinden. 

FUr. ‥ 1  5  人だけ 来 ました。 konnleman  weilerhin  面 S"nur"(Eskamen  nurI5  Leute.)benutzen  und  伍 r  しか 

Meim  Satzh.l  5  人しか 来 ませんでした。 山 eFormulierung  "nich[me 血 als"  ㏄ er",.,sonslnichts/miemand" 

(Es@kamen@nicht@mehr@als@15@Leute ・ /@Es@kamen@15@Leute ， sonst@niemand ・ )@neu@ansetzen ・ Weitere@Beispiele     

今 5 マルクだけ持っています。 Ich｜esitze】ur〇eit］ur・ Mark ・ 

今 5 マルクしか持っていません。 Ich@besitze@zur@Zot@nicht@mehr@als@5@Mark ・ / ・・・ sonst@keinen@Pfennig   

夏休みに 2 冊だけ本を読みました。 Ich  habein  den  Somme ㎡ erien  nur2  Bbchergelesen   

夏休みに 2  冊しか本を読みませんでした。 Ich  habein  den  Sommne ㎡「 fenien  nich(me 泣 als2  BtichergeleeSen./ 

… sonst keineweiteren. 

Durch@L@@kommt@also@nicht@nur@die@Einschrankung ， sondem@auch@die@Ausschliefilichkeit@der@angegebenen 

Sache@zur@Geltung   
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ばかり 
氏 nP 血 ikel ばかり k6nnteman  alsdas ㏄ gente Ⅱ v0n  しか㎏ z ㎡ c ㎞ en,dadieserAusd 皿 ckinersterL 血 edazud № nt, 

um  eine  "m 賦 ㎞ 囲 e"  Abgrenzung  einerSachebzw.T 和 gkeitgegendberanderen  wiederzugeben. ぼ かり wjrd  jn 

derFu 出ぬ 0nalseinsc 肚血 kenderPa ㎡ keInurmjtN  undV  verbunden   

Zusammen@mit@Nomen@benutzt ， entsteht@die@Verbindung@ ・ ， ・ Nj: ， @@v) ， was@man@mit@"immer@nur"@od ， "standig" 

bbersetzen  kann. ばかり 穿 btalso  e 士 nen  ziem Ⅱ ch  einse Ⅲ genZustand  wiederbzw.d 可 ckteinezie 血 ich  ejns む tige 

Handlung@aus ， Solche@Einseitigkeiten@vermittein@dem@Beobachter@einen@negativen@Eindruck ・ Selbst@bei@positivem 

Inhalt@ des@Satzes@wie@etwa@"Er@bekommt@immer@nur@die@Note@ 1"@oder@"Sie@kauft@immer@nur@das@teuerste@Fleisch ． " 

hinterlaBt@ein@Satz@mit@1 ・ S@v)@ in@aller@Regel@einen@negativen@Beigeschmack ， ("wie@langweilig"@bzw ・ "was@fur@eine 

Verschwendun ダ o 臣 J 

ばかり kann  wiebei だけ und  しか㎞ tweileren ㎡ kelnkombin 庵 n  werden,wobeieshauptsachIich  哩亜 e テ nem 

Partikel  (z.B. にばかり、 でぼかり、 からばかり )stehtoderdiesetiberlagert(z.B. を づ ばかり )   

Hierei ㎡ geBeisp テ e 引 em ㎡ tN  @ ま カムリ     

日本で は ， 。 
W 砒旺 end  de て Regenzeil 上目 ltinJapan  imme Ⅰ nu で Regen   

じよ せ レ   しんせつ 

回申さんは女性にばかり 親切なんです。 
Herr@Tanaka@ist@immer@nur@zu@Frauen@freundlich   

しゆくだ か 

森さんの子供は 宿題もしないで、 テレビ は かり見ています。 
Das@Kind@von@Frau@Mori@macht@nicht@einmal@seine@Hausaufgaben@und@sieht@standig@fern   

そして、 テレビを見ながらお 菓子ばかり食べるので、 とても太っています。 
      ふと 

Und@weil@es@beim@Fernsehen@immer@nur@SliBigkeiten@i6t ， ist@es@sehr@dick     じゆき " う ら ナラ 

私は高校生のとき 授業中いつもおしゃべり ぼ かりしていました。 
In@meiner@oberschulzeit@habe@ich@wahrend@des@Unterrichts@immer@nur@geplaudert ， 

しよく じ 

結婚する前はレストランでばかり 食事をしていました。 
Bevor@ich@heiratete,@habe@ich@meine@Mahlzeiten@immer@nur@in@Restaurants@eingenommen   

Auch  miteinem  Ve Ⅰ b  kombinien,d 血 ckt ばかり eineaussch Ⅱ eB Ⅱ ch ㌔二 mmeFwiede Ⅰ ke 廿 ende 由 ( ぱ 0n  aus.W0hl 

wegen  d ㏄ s 憶 Ⅱ digenWiederholungderT 荻 gkeit,w 廿 d  ばかり im  R は 皿 en  dieserGr む nmatik  se 十 hau ね g  mjlVerben 

㎞ derte.Form  und  zw 打 auf 山 e 八 n  V, ては かりいる komb 市 @n.D た口 bersetzung  dieserFomd  厄 uletw 泊 

schon@ oben@beim@Nomen@erwahnt ， "immer@ nur ・，， tun"@ ， "standig ・，， tun"@oderaberauch@"nichts@ anderes@ als       

tun" ， wobei@auch@hier@unabhangig@vom@Inhalt@(positiv@od ・ negativ)@ein@negativer@Beigeschmack@wegen@der@Einseitig- 

k.eitentsleht.( ばかり l 拐 tsich  Ubngensauch  卸 verschiedeneVerbfomen  anschIie8en.Wennjedoch  卸 dereMod 田 - 

kationen@des@Verbs@auftreten ， bekommt@I ， S ・ @@@@ eine@vollig@neue@Bedeutungsnuance ， die@nicht@Gegenstand@der@Gram- 

matik  unseresSemestersist.)  ℡ ereinigeBeispiele 血 tV- てばかりいる     

この町のサッカーチームは 負けてばかりいます。 
DieFuBballmannschaft  dieserS ぬ dtve Ⅲ ertst 師 d 喀     
アルバイトをしてぼかりいたので 試験の準備ができませんでした。 
Weil@ich@standig@gejobbt@habe ， konnte@ich@mich@nicht@auf@die@Priifung@vorbereiten   

めがね 

子供のとき森さんは 木を読んでばかりいました。 ですから 今 眼鏡をかけています。 
Frau@Mori@hat@in@ihrer@Kindheit@immer@nur@Bucher@gelesen ・ Deshalb@tragt@sie@jetzt@eine@Brille   

いちにちじゆう 

又 は一日中ビールを 飲んでばかりいます。 
Mein@Vater@tut@nichts@anderes@als@den@ganzen@Tag@Bier@zu                       

目木のことを 何も知らないドイツ 人は日本人は 働いてばかりいると 思っています。 
Deutsche ， die@nichts@iiber@Japan@wissen ， denken ， daB@Japaner@immer@nur@arbeiten   
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GRAMMATIK ， OUIZ DER WOCHE (Lektion 7   

Bereitenヾie《ich『ie〕iblich‖uf‥ie；rammatik」or「nd｜eantwortenヾie’olgende：ragen   

1.@Wie@wird@die@Initiativform@bei@schwach@veranderlichen@Verben@gebildet@? 
2.Wesiehtdasz.B.beiden  Verhen  読む 、 書いておく、 帰る aus? 

3.Kann  man  彼は結婚しようと 思います。 sagen  ? 

4.WelcheBedeutungenbejnhalttetdieFom 皿 erung  ようとする ? 

5.@Ubersetzen@Sie:@ Sie@hat@versucht ， auf@meine@Antwort@zu@schauen   

6.仝ann『ird・ 

7.@Ubersetzen@Sie:@Sie@sagte ， sie@habe@vor ， Geld@zu@sparen@? 

8.@Wie@lautet@die@Ubersetzung@von@"schauen@Sie@mal@eben@!" 
g.Hateresgesehen  odernjcht?  見るつもりはあ りませんでした。 

10.Wird  eressehen  odernicht?  見ないつもりはあ りません。 

1l.Und  w バ bedeutetdann: 見たつもりです。 

は． Kann  man  っ もり auch  ㎞ landeren  Wo 「 menkombimieren  ? 

13.：ormulierenヾie‘inen｜eliebigenヾatz［it・inbildung ， 

14.@Warm@kann@das@Verb@siatt@Vorhaben@auch@Ei   bildung@bedeuten@? 

15.@Ubersetzen@Sie:@ Ich@denke@gerade@nach@was@ich@heute@Abend@essen@werde   

16.W ㎝ nwirddieEndung  ～がる bei 川 chtverbenbenulzl? 

17.Wasbedeutet: ～のです 

18.Undwo ㎡ 田 man ～のであ る haunlgan? 

1g.Wasistncht ㎏ ? a. 図書館でだけ 本を読みます。 b. 図書館だけで 本を読みます。 

20.Wasp 蕪 thieropt ㎞ a Ⅱこの新聞は 駅 a. だけで b. でしか c. ばかりで買うことができません。 
2l.WasisldieeBesonderheitvon  しか ? 
22.Wasbedeutet: 新しいのを買うしかあ りません。 
23.Wissen  Sie, ㎞ eman"ich  habe  mein  MOglichstes 芭 etan 。 formmlierl? 

24.Wssen  Sie,wasein  ママチ ャリ ist ? 

LOsungen 

l.durchdieEndung ～よう 

2. 読もう、 書いておこう、 帰ろう 

3. Nein.nnVorhabeneineranderenPersonwird ㎞ tHlfederrteiru-Fo 血 realisISiert: 彼は結婚しようと 思っています。 

4.einenochnichtdurchgeftihrte,aberkurzbevorstehendeAklionbzw.e 血 eNeigung,Tendenzetw.zutun. 

5. 彼女ほ私の答えを 見ようとしました。 
6.UmeinefesteAbsichtdesSprechersauszud 血 cken.Anwendungbei 牡血 onenvonAnderen ( 蕊 ehatvor … ")kommtzwar 

vor,istaberstrengb 巴 rachtetunjap ㎡ sch し Ein ㎞ schunginfremdeAngelegenheiten). 

7. お金を貯金するつもりだと 彼女が言いました。 (HierwirdeineRedez Ⅲ ert.Deshalbistein つもり zulass ㎏・ ) 

8. 見てみてください。 eineAu ㎏ abeausLektlon5 ‥     

g.Erhatesgesehen !Erhattezwarnichtvor,eszusehen,abererhatsget 狐   

l0. Ja,erhates sogarfest vor. 

ll. Emnbildung. Er 國 aub[egesehen zu haben. 

l2. Ja, abernurinderBedeutung "sicheinbilden ‥・ 

13.dakommenmeistenssowasraus wie 彼女はきれいなつもりです。 

14. Drei MOghchkeiten: Pe ㎡・ ekt, te iru-Fonn oderPotentialform. 

巧 ・今晩どんな 物を食べるか、 今考えています。 tib 鴫 enswiedereineAu ㎏ abevonLektion5 ‥   

l6. FieseFrage: beiemolionsbezogenenAdjektiven,dieinbezugaufdie3.PersonSingular+Pluralbenutztwerden,wobei 

derSprechereinebeobachtendeStelltlUngeinm@mt.TypischesBeispiel: 彼女はこわがっています。 
l7. immer Nachd Ⅲ ck 。 

18.@ in@ Sachtexten ・ 

19.@ bC     de@ Satze@ S     nd@ korrekt@ ! 

20.@ nur@b ・ ist@moglich@ 11 

  21.@ wi   d@immer@m@@   Onem@negierten@Pradikat@benutzt   

22. Esbleibt 血 rmlchts anderestibng, alseinen neuenzu kaufen. 

23. できるだけのことはしました。 
24.dassindHollandrad- 打 ligeF 曲 rraderm れ Ei 蕪 aufskorbamL ㎝㎏ ad,wom れ sicchd た meistenHausfrraueninJap ㎝ fort- 

bewegen. SolcheExemp@ebekommtm 杣 schonumaerechnetabDM 200 ， -. ( マ梵 stna 出山 chdieMutterund チャリ 

ist‘ine、bkiirzung」om：ahrrad・ ， @！J・ ・ )〃erstandlicherweise『erden《olche”ypermodemen 

fahrbaren@ Untersatze@ belachelt       



Grammatik Lektion 8 

1. Vermutung mit -T 5 T= 
2. Anschlus - d; 5 T= 

2.1 Vermutung mit - d; 5 T: 

2.2 Vergleich mit - d; 5 

3. starke Vermutung mit - 5 L L \  

4. Eigenschaftsangabe mit - 5 L L \  I - 1s L 

5. Vermutung mit L#%t&L\ 

bb* Grammatik-Quiz der Woche $du? 
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GRAMMATIK LEKTION 8 

1. Vermutung; mit 5 T ?  
Neben der Endung -% 5 T?, die wir in Lektion 6 im Zusammenhang mit dem Horensagen kennengelernt haben, 

existiert eine weitere Form, die ebenfalls -+ 5 7? lautet, aber eine bestimmte Art von Vermutung darstellt. 

Bevor wir uns mit der Bedeutung dieser Endung naher befassen, wollen wir zunachst die Anschlusse kennenlernen. 

-T 5 T? kann abhangig von der Modifikation an V, VA , NA sowie N angeschlossen werden: 

h L  I VA: (VA-Stamm+) -5 4 7?/-% 5 T b  1 2 5 ? gf 5 T?. 8 k \  Lf 5 j?etc.) 

L 

wichtig: Bei und fd' t \  entstehen die Formen $ =f- i (nicht: k \  $ + ) sowie f2 $ 5 . 

N: es existiert k e i n nominaler Anschlus zu j 7: in der Aussageform 

Weitere Modifikationen der Pradikatsworter finden Sie auf der folgenden Seite. 

Modifikation der Endung -T 5 7'2: 

Die Endung -+ j 7: selbst verhalt sich wie e i n w ,  so das auch hier vielfaltige Modifikationen entstehen. 

Bedeutung von -? 5 T? : 

1. Funktion: auf Beobachtung beruhende Vermutung 

Wie oben schon erwahnt, handelt es sich bei -? j 72 in unserem Zusammenhang um eine Vermutungsform, die 

vor allem auf unmittelbarer Beobachtung des Sprechers bemht. 

(Z.B. sieht der Sprecher, wie sich ein Ast bei sturmischem Wind stark biegt. Diese Beobachtung erlaubt ihm den 

S~hlus ,  das der Ast vermutlich bald bricht. Ubersetzung: "Es sieht so ausJEs macht den Eindruck, das ..." 
0 . b  *;Y b: 

3 & k \ ~ T S ; f i ~ % ? & L  j T-bo "Es sieht so aus, das wegen des starken Windes der Ast brechen wird." 

Naturlich kann man nicht ausschliesen, das dieser vermutete Vorgang tatsachlich eintreten wird. Ware man jedoch 

sicher, wurde man hier z.B. mit -;kb oder zumindest -T L 1 j operieren.) 
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2. Funktion: auf Indizien beruhende Vermutung 

Des weiteren kann -3 5 7? auch dann benutzt werden, wenn der Sprecher auf Informationen, insbesondere auf vor- 

her erfolgte Eigenbeobachtung beruhende Indizien oder eigene Erfahrungswerte zuruckgreifen kann, die eine 

Schlusfolgerung in Form einer subjektiv gesehen ziemlich sicheren Vermutung zulassen. 

(Z.B. kennt der Sprecher Frau Mori seit einiger Zeit als gute Sangerin. Daher vermutet er &$ X/ a)%R 3 X/ % %Af 
5 TTo "Es sieht so aus, als das der altere Bruder von Frau Mori auch gut im Singen ist." Auch hier ist die 

Moglichkeit durchaus gegeben, das die Vermutung nicht zutrifft.) 

Fazit: 

In beiden Fallen kann man +T 5 I? in etwa mit Hilfe der Formulierungen "es sieht so aus" bzw. "es macht 

den Eindruck" ins Deutsche ubersetzen. 

Auch wenn wir im normalen Sprachgebrauch als Ubersetzung die Ausdrucke wie "scheinen" oder "vermutlich" be- 

nutzen konnen, damit die deutsche Version akzeptabel bleibt, sollten wir wenigstens in der Ubungsphase noch dieses 

"es sieht so aus" beibehalten, da wir in den folgenden Abschnitten weitere Vermutungsformen kennenlernen werden 

und ohne eine solche sprachliche Differenzierung die feinen unterschiedlichen Funktionen des Japanischen vollkom- 

men verschwimmen, zumal die deutsche Sprache im Hinblick auf Vermutungen keine grose Differenzierung zu ken- 

nen scheint. 

einfache Beispiele: 

Frau Mori tragt eine Brille. Es sieht so aus, das auch die Bruder alle schlechte Augen haben. 

Dieser Apfel sieht unschmackhaft aus. Er sieht uberhaupt nicht lecker aus. 

Die Person, mit der ich gestern zusammen in der Mensa gegessen habe, sah freundlich aus. 

Heute Morgen sah es nach Regen aus, aber am Nachmittag wurde das Wetter herrlich. Es sieht so aus, als ob das 

Wetter auch morgen gut sein wird. 

bjttka)St3;5>& L) k4? 5 T-EfAs, Tb\&& C L 5 &4? 5 TTh, 
Ihr Wagen sieht zwar ziemlich alt, aber doch recht stabil aus. 

? 0 S a @ C 3 % L \  L+ 5 T-Efda, .I.I'kSt\&T7k 
Dieses Obst sieht aber lecker aus ! Wie nennt man es denn ? 

~-9-Zt3+BBA3T~&-Ef0  B;S;%%%TZ 2;53T$+ 5 T T o  
Peter kann Chinesisch. Es sieht so aus. das er auch Japanisch sprechen kann. 

%3;+X/t3Y&;k& L7"cAh0 t\t\k, &ETTA<, % 5 TC!k&h+ 5 T% 
Ist das Baby auf die Welt gekommen ? Nein, noch nicht, aber es sieht so aus, als ob es sehr bald zur Welt kommt. 

Ich habe gestern Frau Mori in d. Bibliothek gesehen, aber da sie sehr beschaftigt aussah, habe ich sie nicht ge,orust. 
1: 9 *. 
83?D*&9;121L<?hB4?5% TB.  &bDP4Tb0 % E l & W L < & ! I 3 5 T T 0  

Die Grammatik von Lektion 8 sieht nicht schwer aus. Aber es sieht so aus, als das es wieder viel davon gibt. Es 

sieht so aus, als ob wir auch diese Woche jede Menge zu tun haben werden. 

Es sieht so aus, als ob das Wetter am Wochenende gut wird. Auch heute sieht es nicht nach Regen aus. 
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Modifikation der Pradikatsworter: 

Im folgenden finden Sie eine Auswahl von Modifikationen der Pradikatsworter. Dabei wurden aus Grunden der Uber- 

sichtlichkeit jeweils nur die hoflichkeitsleeren Versionen berucksichtigt. 

Negation 

(dasVkenntalso4Negationsformen: mjt)~f2$+jS:/ MiSvk?jE/ m$+-S. jLfdL\/ M$+ j h a t \ )  
ensprechend: Qbf2 &% 5 Sf/%bf2% 5 N/%t\% j t ~ f 2 t \ / @ t \ %  j %f2t\ 

Ab&?$+ jf:/A5fd%jE/AV+ 5 tL&?L\/AV%j hfdt\etc.etc.  

(%?&Tt&f2$% 572, ;tj%LPtZf2&% ? E ,  ARBTII&?$% 5 Eetc.) 

Beachten Sie bitte nochmals, das zwar eine Negation, aber keine Aussageform von j 72 mit einem N existiert ! 

Perfekt nicht existent 

(Das Perfekt wird= uber die Modifikation von -+ j 72, also in der Form -? j f? CI Sc bzw. bei einer Nega- 

tion -? 5 C +f2t\ uber die Form % C 9 f2% -> Sc gebildet.) 

nur als V e r b a 1 e Verbindung existente Modifikationen 

Sehr viele bisher erlernte verbale Modifikationen wie k t \ ,  =I 2 iS:T$6. =I tf iS4dj  6, =I tf t ~ f 2  6, 
jd< TtIt \ tSjdt\ ,  G <  T%t\t\ ,  kC2 jjt):t\t\, T & 6 ,  T L %  5 ,  T % < .  Th6 etc.etc. konnen 

zusammen mit -% j 72 auftreten. Eine systematische Prasentation dieser Verbindungen erscheint jedoch allein 

schon aus Platzgrunden weder moglich noch sinnvoll. In allen genannten Fallen mussen Sie lediglich wissen, das 

die Endung der Vermutung immer hinten steht und entweder in Anlehnung an den verbalen oder verbaladjektivischen 

Anschlus mit --? j 7: verbunden wird. (verbales Beispiel: -T L d j + - ?  j ?:=-T L d t \ %  j 72; adjekti- 

visches Beispiel: -kt2 j ~:L\t\+-% j 72=-7? G2 j 5 72) Die Verbindung bei der sehr haufig vor- 

kommenden -T t\ 6 -Form lautet entsprechend: 

vermischte Beispiele: 

% 5Z+%%&YCV&T75, % 5/vzk&%F5 %&!I %+-/Lo 
Wir warten schon ganze 30 Minuten, aber es sieht nicht danach aus, das der Bus jemals kommt. 

-b *: 

~ 0 ~ ~ ~ % i a : t : ~ a a < % ~ l - i - a s i t i l h b ~ i 1 ~ i ~ a ,  
Der Boden dieses Zimmers ist sehr gut poliert, so das es danach aussieht, als ob man leicht ausrutschen wurde. 

~ T 0  ?5TTaaO n<?s?;P-iTadao 
Ist das aber ein teuer aussehendes Geschenk. Ja wirklich. Es sieht nicht gerade billig aus. 

Ich bin spat in der Nacht nach Hause gekommen. Es sieht so aus, das die anderen alle schon schliefen. 
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weitere Beispiele: 

W*, -&.t2H@is2f+&T?;ShS, M@DZ k t 2 r n T % ~ 9 ? - t \ ? 5 T * ,  
Es sieht so aus, als konnte ich dieses Gericht nicht kochen. Es sieht so aus, als ob es besser ware, bei meiner Mutter 

eine Kochanleitung einzuholen. Da meine M. gut kochen kann, sieht es so aus, als wuste sie alles uber das Kochen. 

Der nachste Donnerstag ist ein Feiertag. Es sieht ganz so aus, als musten wir keine Hausaufgaben machen. 

5&L?  5 T*&, 2' j LktL-iC"P;Sh, @)r$j!i#T$?- 5 fd&T'b-, 
Sie sehen aber glucklich aus. Was ist denn passiert. Es sieht ganz danach aus, als konnte ich ihn heiraten. 

%L\ L? 5 tz&tLTt\&"P&, T %%@Tt2f2 $ ? 5 T$&, 2;ht2.TPST"P;trh0 
Sie trinken aber so, als ob es Ihnen sehr gut schmeckt. Aber das sieht nicht nach Alkohol aus. Was ist denn das ? 

@td;Ef;S*h1/+7'5:$?5T?;S;, .TPSASikI,t\&"4;S~, 
Er sieht nicht nach einem Japaner aus. Was glauben Sie, was fur ein Landsmann er ist ? 

&;4 tLt2$LD%M&%a2.Tc? 5 T*. 
Es sieht so aus, als ob Frau Mori meine Zeitung lesen mochte. 

beachte: 

Der letzte Satz macht deutlich, das die Formulierung des Wunsches mit - 7?c b\ , die eigentlich nur der 1 .Person 

vorbehalten ist, durch die Verbindung mit -? 5 72 ( % & k ?  5 7:) auch fur die 3.Person einsetzbar geworden ist. 

Mit anderen Worten kann die in Lektion 7 eingefuhrte Form des -(k);325 durch -(Sc)? 5 72 ersetzt werden. 

Dieses Phanomen gilt naturlich auch fur alle dort erwahnten Adjektive, die Empfindungen wiedergeben. (z.B. 

5 h Lb\+  3 h L 6 6 +  5 h L? 5 7:; L \ k b \ + L \ k ; 3 ? 6 + b \ k ?  5 72 etc.etc.; naheres vgl.7.Lekt.) 

weitere Beispiele des Wollens auf verbaler Ebene: 

& V :  E?< +fi$7:;335+E?$Sc? 5 72, E j+RL\Sc;3~6-+Bb\Sc? j T: etc. 

$SV: !36+!37~;3x6+!37~? 5 E, Z;k6+3~7c?56+Zhk? j 7: etc. 

+V: sff6+%k;3x6+%Sc? 5 72, T6+L7:;3f 6 + L k ?  5 72 
Bei SSV und ? V  entstehen bei allen -?E? 5 72-Verbindungen auf den ersten Blick Kollisionen mit der Perfekt- 

form des Horensagens (Lekt. 6) "ich habe gehort, das ..." (z.B. HSC? 5 72 "Ich habe gehort, das (jemand) es gese- 

hen hat" versus "es sieht so aus, als ob (jemand) es sehen mochte; oder: &$ X,Cd%@ L k ?  j 71 "Ich habe gehort, 

das Frau Mori geheiratet hat." versus "Es sieht so aus, als ob Frau Mori heiraten mochte.") 

Allerdings kann man einerseits aus dem Kontext fast immer die Eindeutigkeit eines Satzes ableiten. Andererseits 

konnen durch abgewandelte Formuliemngen (Benutzung anderer Wunschformen wie das 7?;3? 6 /k;3; c, T L \  6 oder 

umgekehrt anderer Vermutungsformen) solche Kollisionen vermieden werden. Und schlieslich haben die beiden 

Formen (fur Auslander schwer horbare und noch schwerer selbst auszusprechende) Akzent-Unterschiede: 

2.B.: migsoo da (sehen wollen) versus &asoo da (soll gesehen haben) 
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2. Anschlus - k 5 75 
Die Anschlusform - k 5 7? besitzt mehrere Funktionen, wobei sie u.a. eine Vermutung und einen Vergleich 

darstellen kann. In der vorliegenden Grammatik sollen diese beiden Funktionen behandelt werden. 

2.1 Vermutung mit - k 5 Si? - k j 7? gehort ebenfalls der breiten Palette der Vermutungsformen des Japanischen an. Es handelt sich um eine 

subjektive, unbegrundete Behauptung gegenuber einer Aktion bzw. einer Seinsform, mit der der Sprecher 

konfrontiert wird. Obwohl die Realitat moglicherweise von seiner Behauptung abweicht, folgt er praktisch ohne 

stichhaltige Be weise (von ausen) seinen eigenen Empfindungen und stellt eine diesbezugliche Vermutung auf. 

Allerdings ist der Sprecher von seiner eigenen Sicht der Realitat ziemlich uberzeugt. In diesem Sinne kann - k 5 72 
dem jeweiligen Kontext angemessen mit "(fur mich) offensichtlich", "Ich habe den Eindruck, das ..." oder 

etwas neutraler mit "mus wohl sein, das ..." ins Deutsche ubersetzt werden. (Irn alltaglichen Gebrauch sind auch 

Worter wie "wohl" oder "durfte sein" denkbar, zumal wie schon andernorts erwahnt, das Deutsche in diesem Bereich 

keine strikte Trennung einzelner Vermutungsformen vorzuweisen hat. ) 

-k j i? wird an Pradikatsworter angeschlossen, wobei diese hoflichkeitsleere Formen einnehmen. Des weiteren 

erfolgen Modifikationen auch bei - k 5 71 selbst, und zwar wie schon bei 5 5 72 auf nominaladjektivische Art. 

Im folgenden sollen die verschiedenen Moglichkeiten der Modifikation schrittweise dargestellt werden: 

Modifikation der Endung - d: 5 T? 

beachte: Wie die Klammem deutlich machen, benutzt man in der sprachlichen Realitat selten negierte Formen ! 

Im folgenden finden Sie Beispiele, in denen die Pradikate in der Aussageform bleiben, aber das d: 5 7: verandert wird: 

Der Wagen, den Frau Mori fahrt, mus wohl ein japanisches Fabrikat sein. 

@OZi3etrO@iE& 9 &Ti& RAl f~k  5 TTc 
Sein Haus befindet sich mitten in der Stadt, aber es ist offensichtlich ruhig. 

1 0 f!3TTo ~ ~ O ~ ~ ~ b 2  % i %&imA;h'.b\z5 k 5 TTc 
Es ist 10 Uhr. Ich habe den Eindruck, das sich im Seminarraum schon einige Studenten aufhalten. 

% 5 6 aTT;h% I' 9 '1 70@i-StB< A'.bHSc&WTT;h~, ;kSW&b\k i T ~ k ,  
Wir haben bereits Juni, aber d. italienische Meer machte, wobei ich es zwar nur aus d. Feme sah, e. kalten Eindruck. 

&$A,b2&S:&+ii~%Tb\&@A,~ B%Ok i TTc 
Frau Mori ist noch nicht in die Firma gekommen. Sie mus wohl krank sein. 

0.W Li> 

-i%oAMh < &+k&%$~k 5 T d k ,  afGSL\k i Tb, 
Ich finde, das sie oft von der Firma fernbleibt. Offensichtlich ist sie korperlich schwach. 

%L< %Sc B*ZD%!ki2%5 5 Tb& *%i250&C I ; b \ 0  k 5 Tb, 
Die Lehrerin, d. neu zu uns gekommen ist, sieht zwar jung aus, aber in Wirklichkeit ist sie offensichtlich um die 50. 
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Modifikation der Pradikatsworter 

Aussage 

Weitere Modifikationen des V,VA,NA und N wurden im folgenden ohne Hoflichkeitsinformation und ohne Wort- 

beispiele tabellarisch zusarnrnengefast: 

Beispiele: 

R%d:f~& Q 3 LSc, 9 < %&&&E a>d:&73h9 Sc k 5 T+, 
I. bin von d. Krankheit kuriert worden. Es ist wohl gut gewesen, das ich schnell die Medizin genommen habe. 

&$&0$31/ t \&LX,%Si?%?TtG5 k 5 T*, 
Frau Moris Grosvater mus wohl noch leben. 

Frau M. mus wohl fruher e. kl. Vogel gehalten haben. Jetzt mus sie wohl eine Katze halten. 
E b L r  

%R~:&LT& 4 wo BI@$/vl$% j f ~ ~ R t \ f L t \ k  5 T*, 
Das Licht ist ausgeschaltet. Offensichtlich ist Herr Tanaka nicht mehr im Buro. 

i: if X, % < C i 5  Ein b r s c  h e r  

Thl2 F&&Z/@kT Llci)ho 6 ' ~ c ~ > ~ t G S l d h b  P.Sd2'5 dIA91;;k 7 T?, 
Was war das denn fur ein Vorfall ? Offensichtlich ist ein Einbrecher uber die Dachterrasse in ein Haus, dessen Be- 

wohner abwesend waren, eingedrungen. 
7:btc %LT i f , L X L 5 > ,  

T L T ,  % a > l l r & T &  ~ S E A ~ ~ M ~ & @ % R B  ~TbScdh l j .& I Z A ~ L T + + ~ T I . \ Z  
Z 

7 P LSz k 5 T*, 
Und hatte er wohl vor, die kostbaren Gegenstande, die nebeneinander im Regal standen, in eine dafur bereitgehaltene 

Tasche zu tun und sie mitzunehmen. 

T%. 73htj./vd:Bdh9S~ k 5 T, &Sc+0%&+5Wbt\iki  LSck 5 T+, 
Offensichtlich war ihm die Tasche wohl zu schwer, so das er wohl wieder etwa die Halfte des Inhalts herausgenom- 

men hat. 
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Ich habe den Eindruck, das er kein professioneller Einbrecher gewesen ist. Auch die Art, die (Wert)gegenstande zu 

suchen, schien bei ihm unprofessionell gehandhabt worden zu sein. 

TT7i~6, ~t&~ii \kbj&.t  ~,3bf?h?ih9fck 5 T+, 
Deshalb hat er offensichtlich auch nicht das Bargeld, das in der Schublade war, gefunden. 
9 F  

~o%Zon;S~~~~(rs;FcSck 5T.f-i5:, ~a,2$trtQcF5E•’'5 t$L 5 t\fd2w?cb; ?T*, 
Am nachsten Morgen sind die Leute vom Haus offenbar zuruckgekommen, aber zu diesem Zeitpunkt war wohl der 

Einbrecher nicht mehr da. 

Irn Hotel, wo Herr Weber in Ky6to ubernachtet hat, mus die Heizung defekt gewesen sein, so das es im Zimmer 

In der Nachbarstadt mus es offenbar einen Brand gegeben haben. Die Luft mus wohl sehr trocken gewesen sein, so 

das die Hauser, die dort standen, von der einen Ecke der Strase bis zur anderen alle niederbrannten. 

beachte: 

Die Formulierung k j ?:/%D k 5 T? wird als zustimmende Antwort in einem etwas formelleren Dialog 

sehr gerne benutzt. Man kann diese situative Redewendung etwa mit "Ja, das ist offensichtlich der Fall." , "Ja, Sie 

haben womoglich recht !" oder "Das kann man auch so nennen." ubersetzen. 

beachte ferner: 

Neben der oben genannten primaren Funktion, wird --L j T ?  in der sprachlichen Realitat auch als Stilmittel ver- 

wendet. Wie im Deutschen, wo man z.B. dann, wenn man etwas nicht zugeben will, verschleiernde Ausdrucke wie 

"mag wohl so sein" oder "man konnte das auch so sagen" benutzt, kann -k  j 72 auch als Mittel der Verschlei- 

erung oder besser Selbstschutz dienen. Mit anderen Worten wird -- k j 7: auch dort eingesetzt, wo normalerweise 

definitive Aussageformen angemessen waren. 

&$Xlt3kT%%YJfdATTh0 ?Ulk. jT?h, 
Frau Mori ist aber ein sehr freundlicher Mensch, nicht wahr ? Ja, das kann man auch so sagen. 

(Der Antwortende ist auf Frau Mon nicht gut zu sprechen. Deshalb benutzt er diese Verschleiemng. Normalerweise 

wurde man in so einem Fall mit "&% tL% 5 T*&, Ja, Sie haben wirklich recht !" oder ahnlich definitiv antwor- 

ten.) Des weiteren dient -k 5 7: als Mittel der Verschleierung von sehr positiven Gegebenheiten aus der Umgebung 

des Sprechers. Durch -k  j wird hier ein "understatement" erzielt, um z.B. keine Neidgefuhle beim Gesprachs- 

partner aufkommen zu lassen. 

X Y A Y ; ~ ~ % ~ T % G ~ T T ~ ,  %Ulk j TTh, 
Die Univ. XY (wo Sie studieren) ist aber sehr beruhmt ! Ja, Sie haben womoglich recht. 

(Auch hier besteht auf der grammatikalischen Ebene kein Bedarf, ein k j 7: zu benutzen, da die Univ. allgemein 

als beruhmt gilt.) 

Solche Phanomene, die eher als Stilmittel zu betrachten sind, seien nur am Rande erwahnt und sind nicht Gegenstand 

des Lernstoffes. 
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2.2 Vergleich mit - dl j Si? 
Die zweite Funktion von - k j 72, die wir kennenlernen, ist der Vergleich. In den allermeisten Fallen erfordert ein 

Vergleich verstandlicherweise einen Vergleichsgegenstand. Mit anderen Worten gelten fur - k 5 ?=L' in dieser Funk- 

tion zunachst folgende (idealisierte) Formeln, bei denen, wie ersichtlich, immer Vergleichsobjekte auftreten: 

11. N1 I3 N2 O k  51f0 I (NI ist wie ein N2.) 

Im stark vereinfachten Schema, das Sie hier sehen, wird durch - k 5 71 jedes Mal einem Objekt, dessen Eigenart 

bzw. Zustand nicht jedem bekannt ist und daher naher erklart werden soll. ein allgemein verstandliches. konkretes Bild 

entgegengehalten. In solchen Fallen wird -k 5 t=c' mit "wie" bzw. "solch(e)" ubersetzt. 

Auch wenn j 7: im Sinne eines Vergleichs nicht nur mit Nomen, sondern auch mit Satzen kombinierbar ist, 

sollten Sie, wie die Schemata 1 ,2a und 3a zeigen, davon ausgehen, das sobald ein Nomen mit k 5 7? auftaucht, 

als Ubersetzungsmoglichkeit neben der Vermutung eben auch ein Vergleich in Frage kommt. 

Die Schemata 2b und 3b sind insofern problematisch, als das hier nicht nur Nomen, sondern alle ubrigen Pradikats- 

worter (bei 2b:V,VA,NA und bei 3b: V)) unmittelbar vor k j iL auftauchen und somit die Funktion von - 1 j 7: 
veruudeutlichen. (Vermutung ? Vergleich ?) 

Im folgenden finden Sie zu dem jeweiligen Schema einige Beispielsatze: 

2a .  N1 O k  5 f6N2  

2b. S A T Z - k  j a N  

3a. N1 td: N2 Ok 5 KV/Adj  

3b. N Cd: verb.-SATZ - k 5 K V / A d j  

zu 1: - s 
D ~ ; L O ~  I ~ ~ I A D L  ~TT. 
Die Stimme von Frau Mon ist wie die eines Mannes. 

(ein N2 wie ein NI) 

(ein N, das wie ein SATZ ist) 

(NI tut etwas wie N2 / N1 ist so Adj wie N2) 

(N tut etwas wie V-SATZ / N ist so Adj wie V-SATZ) 

Aber ihr Gesicht entspricht nicht dem eines Mannes. 

~ B O X B I 2 Z O L  5 TTo 
Das heutige Wetter ist wie ein Sommerwetter. 

Er ist noch Student, aber da er immer einen Anzug tragt, wirkt er so, wie wenn er ein Angestellter ware. 

Ich mochte einen Mann heiraten, der wie mein Vater ist. 

Insbesondere in grosen Stadten wie Koln und Berlin hat man grose Parkprobleme. 

Einige Gebaude der Univ. Duisburg haben die Form (wie die) einer Keksdose. 
$3 fjt 7.2 

EOTBWAOL j m ~ % e ~ a a .  
Dieses Kind hat eine Sprechweise wie ein Erwachsener. 
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Ich mochte einen solchen Mann heiraten, den mein Vater sympathisch findet. 

In solchen grosen Stadten, wo die Strasen immer uberfullt sind, hat man grose Parkprobleme. 

Ich mochte eine Kamera wie die von Herrn Tanaka haben. 
1-5 t h a 

7ka>A~Tt\ .0 , ." :~  FT@& L k ,  3??3%tvTt\7, k 5 f2%@f3TLko 
Ich habe in einem Wasserbett geschlafen. Ich hatte ein Gefuhl, wie wenn ich am Himmel fliegen wurde. 

Bw.-ra-c"3twa i a s*eomwisc~akiii~~~~ 
Ich mag keine solchen japanischen Ubungsaufgaben, die nicht einmal ein Japaner losen kann. 

Frau Mori ist eine Frau, die so schon wie eine Blume ist. 

Er schlaft gerade wie ein Baby. 

Dieses Brot ist so hart wie Stein. 
k : ?  

@ I 3 E E D k  5 IZIQR~&&;J  C 2jSW3 %To 
Meine Mutter kann so gut wie ein Friseur die Haare schneiden. 

Das Wohnheimzimmer ist so eng wie eine Schublade. 
t th t  < IQ d L i  

8% L ~ c ~ $ $ D ~ S - ~ - X ~ Z D ~  5 t r Q t \ T T ,  
Gardinen nach der Wasche sind so weis wie Schnee. 

zu 3b: 

@t3+EtvE k 5 t r @ T t \ 3 T o  
Er schlaft gerade so, wie wenn er tot ware. 

Dieses Brot ist so hart, wie wenn man es aus Steinen hergestellt hatte. 

Meine Mutter kann so gut die Haare schneiden, wie wenn ein sie Friseur geschnitten hatte. 
9 2 5  a o s ~ ~ ~ e ~ t ~ 5 1 ~ 2  L o c e w a  5 IGLVTT, 
Das tagliche Leben im Wohnheimzimmer ist so beengend, wie wenn man sich in einer Schublade aufhalten wurde. 

Gardinen nach der Wasche sind so weis wie wenn Schnee gefallen ware. 
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3. starke Vermutung mit - b L P 
Die dritte Vermutungsform, die wir in dieser Lektion kennenlernen werden, wird mit Hilfe der Endung - 6 LL\ ge- 

bildet. - 6 LL\ ist eine ziemlich sichere Vermutung, die zwar auch auf eigener Beobachtung basieren kann, aber vor 

allem von einer verlaslichen Fremdinformation abgeleitet wurde. Diese Informationsquellen sind in manchen Fallen 

schon 100% authentisch (d.h. die Benutzung einer Vermutungsform in solchen Fallen wirkt nach der deutschen Vor- 

stellung manchmal fast schon manieriert). Wie auch immer sind die Informationen, auf denen die Vermutung beruht, 

sehr stichhaltig und objektiv, so das man fur die Ubersetzung von 6 L t \  Formulierungen wie z.B. "wahrschein- 

lich", "wird wohl sicher ..." oder "mus wohl ..." einsetzen kann. 

Diese Endung last sich mit Pradikatswortem, und zwar wieder uber die hoflichkeitsleeren Formen verbinden 

Die Aussageform wird wie folgt gebildet: 

NA: NA 

Weitere Modifikationen der Pradikatsworter finden Sie auf den folgenden Seiten: 

Die Endung - 6 Lt \  deutet auf eine verbaladjektivische Modifikation hin (&Endung !) und kann somit auf der hof- 

lichkeitsleeren Ebene folgendermasen variiert werden: 

Aussage: - 6 L t \ ;  Negation:- 6 L < &?L\; Perfekt:- 6 L d h ~  Sc; neg.Perfekt:--- 6 L < a d h ~  ke tc .  

Entsprechend werden Modifikationen auf der allgemein hoflichen Ebene gebildet: - 6 L t\T-b;- 6 L < f& t\P'5- ; - 6 L d l ~  SET*;- S L < $3~3 k T T e t c .  

Allerdings werden in der sprachlichen Realitat Negationen und Perfektformen von - 6 L W  (als Form der 

Vermutung; Eigenschaftsurteil siehe folgenden Abschnitt) benutzt. Bei - 6 LL\ im Sinne einer Vermutung erfolgt 

die Modifikation hauptsachlich bei den Pradikatswortern. Dagegen kommen satzverbindende Formen wie - 6 L < T 
(te-Verbindung), - 5 LL\OT/fih 5 / k b j  (Kausalverbindungen) und andere recht haufig vor. 

Bevor wir uns mit der Modifikation der Pradikatsworter beschaftigen, seien hier einige Beispiele mit - 6 L L \  und 

dessen Modifikationen genannt: 

Herr Honda ist noch nicht zur Firma gekommen. Laut Aussage sein,: Frau mus er wohl krank sein. 
L* 70.h 

B$.PCd?k~ia B ~ B # @ l d % 6  t 5 P-b, B $.OPkOfl t3l;fIzbhL\C Lc\T-b, 
Ich habe gehort, das es in Japan eine Tradition gibt, den Mond im Herbst zu betrachten. Der herbstliche Mond in 

Ich bin zwar noch nie dort gewesen, aber in Duisburg mus es wohl einen beruhmten Hafen geben. 

&3 E 8x/ 2-9.8 E P A W B < % ~ - L \ E - ~ ,  ~hki-P~El',% 6 L i \ P t o  
Akiko und Masako sind oft zusammen. Sie sind wahrscheinlich die besten Freunde. 

1 <  t o  

B * O ~ ~ ~ ~ : B & ~ & ~ ~ I A ~ & B B L < T .  frirRiiB4%&-b.LiEt.d~jSWJBL1.~P'5-~ 
Auch in d. j. Gesellsch. mus es wohl diverse Regeln geben, wobei z.B. d. Schenken wohl etwas Wichtiges sein mus. 

o ) i l l O ~ l 3 h f i ~ B < B 5 b L < T .  f d ~ l 2 t . x / ~ & 4 ' r a A .  
Diese Bergstrase wird wahrscheinlich von vjelen Menschen begangen, so das (hier) kaum Graser wachsen. 

~ 5 i 0 r t ~ ~ a h ~ a : ~ ~ m ~ ~ ~ ~ i b i <  %6 LL\TT, 
Das Backsteingebaude, das hinter der Univ. steht, wird wohl ein Ort sein, wo man Mull verbrennt. 
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Modifikation der Pradikatsworter: 

Folgende Modifikationen der Pradikatsworter werden haufig mit - Lt \  kombiniert: 

Negation Perfekt 

N-S? 97: S Lt\ 

h folgenden finden Sie sehr einfache formbezogene Satzbeispiele in Anlehnung an die obige Tabelle: 

&$ LL\, Frau Mori fruhstuckt wahrscheinlich nicht. 
& 3 L t39@c&&&-';k 6 L t\, Frau Mori hat wohl heute Morgen gefruhstuckt. 
&$ x/t2$@2&&&4f6?319 SC 6 Lt\, Frau Mori hat wohl heute Morgen nicht gefmhstuckt. 
&$ x/i3t.4C%%&&J'=-C~\6 6 Lt\, Frau Mori fruhstuckt wohl gerade. 

8 %O*,Et3% L < 6 LW, Die Grammatik von Lektion 8 wird wohl nicht schwierig sein. 
8 %O*Et3KC3% L~~L-S: S Lt\,  Die Grammatik von Lektion 8 mus wohl fruher schwer gewesen sein. 
7 %O*%t&% L <  fd:731qk 6 LL\, Die Grammatik von Lektion 7 war wohl nicht schwer. 

&$&t30% f:+ffdL\b LL\, Frau Mori hat wahrscheinlich keine freie Zeit. 
%B&SAt3U%i?? 97: 6 Lbl0 Letzte Woche hatte Frau Mori wohl freie Zeit. 
%B&s X/ C3'CT& 9 fddh- 7'c S LL\, Letzte Woche hatte Frau Mon wahrscheinlich keine freie Zeit gehabt. 

beachte: 
Neben den genannten Formen konnen vor allem bei Verben noch zusatzliche Kombinationen, die wir aus der bis- 
herigen Grammatik kennen, entstehen. Es wurde aber den Rahmen dieser Grammatik sprengen, wenn wir hier alle 
verbalen Anschlusse, die sich mit - 6 LV verbinden lassen, in systematischer Form erwahnen wurden. 
Daher finden Sie irn folgenden nur eine kleine Auswahl von Anschlusmoglichkeiten, wobei auch diese Beispiele 
nicht inhalts- sondern formorientiert sind: 

< tr - t .=r tZt2Ei&irEi7S~dl9Tt \6  S Lt\T-?, 
Michael mus wohl unbedingt nach Japan fahren wollen. 

&$t;O%G3;.et;t2% 5--A-<C%< Z273<Ti76 S LL\TZp, 
Es ist wahrscheinlich, das das Kind von Frau Mori schon alleine laufen kann. 

ZS-<Cnmrr. ~ B ~ T  %W ~w-c-6.. 
Irn Eszimmer darf man wahrscheinlich rauchen. 

T %. iiiB-m37:~2e jm-~t3t\1?fht\ C LVT-+, 
Aber im Schlafzimmer darf man wahrscheinlich nicht rauchen. 

%@d:%;h5a;jtr%g;4.Ad3%-c L% -Sc L; ~ t e - ? ,  
Es mus wohl so gewesen sein, das bevor die Vorbereitungen zu Ende gingen die Gaste kamen. 

h i \ P 7  z 

Y-~ktd:&S t;~W?B@t~hhT%L~7": 5 Lt\T-?, 
Wahrscheinlich hat Frau Mori das Bier in den Kuhlschrank getan. 

&$t;td:$L&777Nd: IcJE9Tt\6 S Lt\X/TT, 
Es mus wohl so sein, das Frau Mori mich fur einen Franzosen halt. 

+@@'sMz-tr-L73h&$ffd?319S:S Lt \OT,  2 'T '%$5ftsd~~~"?b\?r t \54?  5 T?. 
Weil er heute Morgen wahrscheinlich nur Kaffee getrunken hat, soll er sehr hungrig sein. 
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weitere Beispiele (inhaltsorientiert): 

Ich schaute aus dem Fenster heraus. Alle tragen einen Pullover. Wahrscheinlich ist es drausen kalt. 

Aus dem Seminarraum kamen mude aussehende Studenten heraus. Der Unterricht mus wohl anstrengend gewesen 

sein. 

Die Kneipe auf der Ruckseite der Hauptstrase mus wohl immer voll sein, nicht wahr ? Ja, wahrscheinlich liegt es 

daran, das das Bier (dort) gut schmeckt und billig ist. 

Viele Kinder siegen in den Aufzug ein. Dieses Stockwerk ist wahrscheinlich die Spielzeugabteilung. 

C .  6 k ~lb%ki.?b\a t: 81&i&% F%85&,'si.\ b LVTT, 
Nach dem, was in d. Buch stand , das ich gestern gelesen habe, traumen d. Menschen wohl kaum, wenn sie mude sind. 

5 t l k  S d ;  ito, 

K / i Y C . ~ % - T t \ 6 " ~ u t o n " k H * a >  r&kA,j C . b ~ < ~ j % b L t \ T ? ,  
Die Futons, die in Deutschland verkauft werden und das japanische Futon mussen wohl ganz verschiedene Dinge sein. 

Die Zahl der Auslander, die aus touristischen Grunden nach Japan kommen, mus wohl jahrlich zunehmen. 

Die Aussicht, die man von jenem Gebaude hat, wird wohl sicher wunderbar sein. 

Frau Mon mus sich bei einem Unfall wahrscheinlich den Kopf stark angeschlagen haben. Es mus wohl auch geblutet 

Die Europaer der alten Zeit haben wahrscheinlich nicht gewust, das Japan ein Inselland ist. 

Insbesondere in den Industrienationen mus wohl das Mullproblem schon fast unkontrollierbar geworden sein. 

beachte: 

- Es existieren einige Verballdjektive, die bereits T I: in sich die Endung - 6 LL\ tragen: 
Die Worter % LL\(neu), B LL\(selten), %@ 6 LL\ (wunderbar) haben womoglich nur rein zufallig diese Endung. 

Auch sie konnen*$urch Hinzufuge? :er Endung - 1; LL\ in die oben behandelte Vermutungsfom gebracht werden: 

$3 LL\ 6 LL\ ,  B LL\ r; Lt \ ,  %%1; Lt \  6 Lt \  
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4. Eigenschaftsangabe mit (3 L t\ / -- 7 1% t\ 

- 6 L V  
Sobald das - 6 Lt \  mit einem Nomen kombiniert wird, stellt es in vielen Fallen eine Typisierung dar. 

N- L; L t \  gibt einen allgemein anerkannten Idealzustand des Genannten wieder. Unabhangig davon, ob das genannte 

"Objekt" einen Menschen, eine Sache oder einen Zustand darstellt, assoziiert man mit L; L t \  in aller Regel die qua- 

litative Bestform bzw. die Form, die fur das Genannte als sehr typisch gilt. 

Formal betrachtet, wird mit - 5 Lt \  eine Adiektivierung des vorangehenden Nomen erzielt. Daher kann die Verbin- 

dung N- L; Lt \  in verschiedener Weise in Anlehnung an ein VA modifiziert werden und uberall dort, wo sonst auch 

ein "normales" VA vorkommt, auftreten. 

Modifikationsbeispiele: N- 6 LL', N- 5 L < &L\, N- 5 L;S'Q k ,  N- 6 L < T:, N- L; L < T etc. 

Als Ubersetzung kommen je nach Kontext u.a. die Suffixe "-haft", "-lich" oder die Formuliemng "typisch N" in 

Frage, wobei wir moglichst in angemessener Weise den fast immer gegebenen positiven Aspekt von 6 LL\ beriick- 

sichtigen mussen. 

h s  weiteren mussen wir zur Kenntnis nehmen, das nicht jedes beliebige Nomen in diese Form gebracht werden kann. 

So beschrankt sich das N- 6 Lt \  auf solche Nomen, die a.) uberhaupt in verschiedenen Erscheinungsformen auftre- 

ten konnen (Palette von positiv uber neutral bishin zu negativ) und b.) eine gesellschaftlich anerkannte Bestform bzw. 

typische Form kennen. Eine Aussage wie k 6 L t \ h  "eine frauenhafte Person" zeigt an, das der Gradder "Frauenhaf- 

tigkeit" bei dieser Person die allgemein anerkannte Bestform bzw. typische Form erreicht. Was jedoch dies im einzel- 

nen beinhaltet, hangt wohl von diversen Faktoren wie dem jeweiligen Kulturkreis, dem Zeitalter bishin zum Volks- 

empfinden ab, so das wir es hier neben der grammatikalischen Funktion mit einer nicht immer unbedingt 

nachvollziehbaren japanischen Erscheinung zu tun haben. So kann man sowohl im Deutschen als auch im Japani- 

schen zwar @ L; L b \ X %  '"fruhlingshaftes Wetter", Zi? L; Lt\X% ;i"sommerliches Wetter, und "@! 6 Lt\X% 
"herbstliches Wetter" sagen, weil diese Formulierungen auch nach japanischem Empfinden etwas Positives oder ty- 

pisches assoziieren. Ein "winterliches Wetter" dagegen, last sich warum auch immer nicht mit b Lt\  bilden. Das- 

selbe gilt auch fur Begriffe, denen man schwerlich typische Attribute (2.B. typische Form bis untypische Form eines 

Tisches) zuschreiben kann. Die meisten Nomen bewegen sich wohl eher in diesem Bereich und konnen entsprechend 

nicht adjektiviert werden. Wenn Sie die Formulkrung L; S b \  in einem Satz wie z.B. &O@/@kd:jr;% L; Lt),  
vorfinden, hangt die Ubersetzung zwar sehr vom Kontext ab, aber Sie konnen zunachst davon ausgehen, das es sich 

um eine starke Vermutung "Das dadruben ist wahrscheinlich eine Universitat." und nicht etwa um "vorbildlich 

universitar" 0.a. handelt. Derselbe Satz wird nur im besonderen Fall bedeuten, das das Gebaude eine "universitare 

Ausstrahlung" hat. Etwa: & OE%@td: 2 T % iL%-ic;fh, $ $5 tr k% b Lt \TTo  Jenes Gebaude ist aber sehr 

monumental ! Es hat wirklich etwas Universitares. 

Im folgenden finden Sie einige typische Beispiele von N- L; Lt\  aus unserem Vokabular: 

mannlich, mannhaft 

frauenhaft, weiblich 

kindlich 

erwachsen, "reif' 

mutterlich; das, was man von einer Mutter erwartet 

typisch Sie / Du 

typisch er / sie 

typisch fur Frau Mori, so wie man es von Frau M. erwartet 

japanerhaft, wie die Japaner sein sollten 

typisch fur einen Deutschen 

studentenhaft 

frhhlingshaft 

sommerlich 

herbstlich 

weihnachtlich etc. etc. 
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Beispielsatze: 

$3 tr$k S Lt5Q5TTrfdao 
Es ist aber ein wirklich herbstliches Wetter, nicht wahr ! 

?h t2  H*Ak Lt\%%-kTrfo 
Das ist eine sehr japanische Denkweise. 

z tz J7 J-ILS~ -eh/t23%t S L < -C, iS%wb'TT0 
Michael ist kindlich und lieb. 

Das Kind von Frau Mori spielt uberhaupt nicht und lernt immer nur. Es ist nicht gerade kindlich. 

EB$IPh/t22;fkjS~~%b9TTCt~%~\~%t32LSil~ $ % T ~ A ~  %C7)hkL<fZt\TTo 
Herr Tanaka ist sofort nach Firmenschlus nach Mause gegangen. Ist das wirklich wahr ? Das past aber nicht zu ihm. / 

Es entspricht nicht seiner sonstigen Art. / "Das ist aber nicht Tanaka-haft." 

Frauen, die Kimonos tragen, sind sehr frauenhaft, sagte ein Japaner. 

Masako hat wieder ihr Portemonnaie verloren. Das ist aber wieder typisch Masako ! 

ZZjShhHfil%&kk, ?=-ZY.ILO 6 L <  fi?< -CSht\TT0 
Die Aussicht, die man von hier aus hat, ist fur Duisburg untypisch schon. 

Heute habe ich noch nichts Nennenswertes gegessen. 1 Nichts gegessen, was man Essen nennen konnte. 
d > h :  j 

zcr)%t3 t a . 2 - c~  F 4  Y s ~ ~ w n ,  f i ~ o ~ ; i u  < gg%c;atri;aT0 
Da diese Strase sehr deutsch aussieht, kommen die auslandischen Gaste (aus touristischen Grunden) haufig hierher, 

um sie zu sehen. 

Fruher gab es viele Studenten, die universitar wirkten (studentenhaft waren). Wie sieht es heutzutage aus ? 

E3 ~ k V I n d i a n a  Jones part VII" tu' 9 'I $E&@ S Lt\E&@T L k 0  
Der gestrige "Indiana Jones Teil VII" war wirklich ein typisch amerikanischer Film. 
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Modifikationen mit - iP % L $L 7'2 t \ 
Es wurde den Rahmen sprengen, wenn wir hier samtliche Modifikationen mit dieser Vermutungsform bringen wur- 

den. Im folgenden sind daher nur einige Beispiele tabellarisch in der hoflichkeitsleeren Version zusammengefast. 

Durch Auswechseln der Endung -$?L\ mit -;k@hi entsteht die jeweilige allgemein hofliche Form: 

N e g a t i o n  P e r f e k t  I e i e r e  P e r f e k t  

%&;5%% 9 fdt\CT)T, %Lt \@%R 5 z 2;5fT$&tvWb L;h%-&h/. 
Weil ich nicht genug Geld habe, kann es sein, das ich keinen neuen Wagen kaufen kann. 

= 5 % <  Y 5 6  + 4 ~ S ~ F E Z E W ~ A T ~ \ ~ > W L  ~aLaah-. P L B S ~  L r 5. 
Es ist 4 Uhr. Es kann sein, das die Autobahn voll ist. Last uns ein wenig warten ! 

BS7Wt: Lt\Szaj, it-@ €3 %@Jfih72 < Tt2t\tSfdt\;5h% L;h&ah/. 
Weil ich mit der Arbeit sehr beschaftigt bin, kann es sein, das ich auch Samstag arbeiten mus. 

7 r~-7:7 ' jkPTt2~;5~%~Tt\5$~4 ~.;,+./Tt2%7<%~Tt\fdt\;3h% L;h&-?&h,, 
In Duisburg regnet es gerade, aber es konnte sein, das es in Essen noch nicht regnet. 

%f'd:73~;sW% & LTL T%. %?-4%9T %&Aa>@jS:m%)rdt\;Sh% L;h%-t-L 
Ich habe Hunger. Aber es kann sein, das ich zu Hause nichts zum Essen habe. 

Mein Freund sagte, das ich vielleicht ein bischen mehr schreiben uben sollte. 

beachte: 

In der Umgangssprache benutzt man im ubrigen sehr haufig statt -2' % L;kf2L\ die Kurzform -20 %. 
;i-c3)?>C2 % 5 I-]t\Ho Es kann sein, das das dieses Brot schon hart ist. 

beachte ferner: 

Neben der durchgehenden Schreibweise in Hiragana, ist auch die vermischte Schreibweise -21 - %;k& t\ mog- 
lieh, da diese Formulierung wie schon eingangs erwahnt aus dem Verb % 5 (wissen) abgeleitet wurde. 
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GRAMMATIK-QUIZ DER WOCHE (LEKTION 8) 
Bereiten Sie sich wie ublich auf die Grammatik vor und beantworten Sie folgende Fragen. 
Wir konzentrieren uns hier auf die diversen Formulierungen der Vermutung ! 

1. Welche Vermutungsformen werden in dieser Lektion behandelt ? 

2. Wie lautet die schwachste Vermutungsform ? 

3. Wie lautet die starkste Vermutungsform ? 

4. Wie wird Z O m i t  den vier Vermutungsformen verbunden ? 

5. Wie wird ji; 3 L 1  mit den vier Vermutungsformen verbunden ? 

6. Wie wird E%I]f?rnit den vier Vermutungsformen verbunden ? 

7. Wie wird &$ h m i t  den vier Vermutungsformen verbunden ? 

8. Welche Funktion auser der Vermutung kann -+ 5 T? noch erfullen ? 

9. Welche Funktion auser der Vermutung kann - k 5 T? noch erfullen ? 

10. herse tzen Sie: ein engelhafter Mensch (Engel=X@) 

1 1.  Welche Funktion auser der Vermutung kann - 5 L t 1 noch erfullen ? 

12. Wie lautet die Negation von -6) 5 L h f ~  t 1 ? 

13. Ubersetzen Sie: 'i%6f% 0 4? 5 TT, 
14. ~bersetzen Sie: Ba Ei i;i;'i%6f@ EI$ 5 L;h3 t?h ,  
15. ~bersetzen Sie: Ich habe den Eindruck, das es morgen regnen wird. 

16. Ubersetzen Sie: Wahrscheinlich regnet es morgen. 

17. Ubersetzen Sie: Es wird morgen nicht regnen. 

18. Wissen Sie, was das Wort $7 izb1 bedeutet ? "Farbig" ware nicht ganz korrekt ... 

Losunpen 

1. -+57?, -&5T?', -5LL1, -615Lhfdt1 
2. -6J5  L h h t l  
3. -5LL1 
4. %&P5 T?, %;ti"k 5 T?, S O  5 Lb1, %;ti"fiJh L h f d L 1  3BF5 ?$ware ~orensagen ,  vgl. ~ e k t . 6  ! 

5. k3+5T?, A C i L l k  57?', A3 t15  LL1, f i 2 ; - t ~ 6 ~ % L $ ~ O t  k$LG?5f?=Horensagen - !! 

6. E%l1+5 T?, @%rlfJ& 5 T?, @!%I1 5 L L ) ,  E%flfi)5 Lhfd  t1 

7. -S5T&icht existent, &ShDk5T?', G S h 5  Lt1, G S h 6 J 5  Lhfd t l  
8. wie gesagt das "Horensagen" 

9. Vergleich 

10. x @ D k  3 f6A 
11. mit einem Nomen verbunden: das Typische, dem Wesen angemessen, vgl. & 5 L t 1 "feminin" 

12. reingelegt ! gibt es nicht ! (Negation erfolgt am Pradikat, 2.B. % 3 fd t 16) 5 L&fJ L)) 

13.Es sieht nach Regen aus. (auf Beobachtung od. Erfahrungswert beruhende Vermutung) 

14. Es kann sein, das es morgen regnen wird. (unverbindlich, subjektiv, ohne jede Grundlage) 

15. B i%mafs@Zi k 5 TT, (Sprecher ist davon uberzeugt, hat aber keinen stichhaltigen Beweis) 

16. 9 B b%'i%fif@EI 5 LLlTT, 
17. Ba B i%m6fs@ -i Z@h,  (die masu-Form beinhaltet Zukunftsaspekt, ebenso ihre Negation !) 

18. Diese wie viele andere mit @, (L1 5 )  gebildeten Formulierungen klingen etwas veraltet und beziehen sich 

haufig auf die Sinnlichkeit bzw. Erotik. So gibt es Wortkombinationen wie ez/e& ( L 1 3 2  2 Z ,  

$3 h f d )  (etwa: "verfuhrerischer Mann", "erotische Frau") . Heutzutage wurde man aber eher das Nominaladjektiv 

-k 9 2- (engl.: sexy) benutzen. 



Grammatik Lektion 9 

1. Konditionalform mit -1% 

2. Konditionalform mit -k 4 

3. Konditionalform mit - 72 5 (1%) 

4. Konditionalform mit - 2 
H A  5. angenommener Fall mit a 

6. Negation mit -7dU-i- 1 -TI; 
& A 6  Grammatik-Quiz der Woche A A h  
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GRAMMATIK LEKTION 9 

1. Konditionalform mit -12 
d. T b r i f  i . ~  

Das t$ wird in der Schulgrammatik als die Konditionalform des Verbs (!,!??@&') bezeichnet. Bevor wir uns mit der 

genauen Bedeutung dieser Konditionalform befassen, wollen wir uns zunachst mit ihrer Bildung auseinandersetzen. 

-12 kann bei V und VA auftreten, jedoch nicht in dieser Form bei NA und N. Je nach der Wortart (bzw. beim V, je 

nach Klasse) nimmt das -iz eine andere Gestalt an, wobei der Laut 1% sozusagen als Markenzeichen bleibt: 

% V :  

+ V :  

S& V : 

VA: 

Die schwach veranderlichen Verben werden mit einem -$L kf verbunden. Die Formel lautet: 

BK6 -+ &&;hig 

%x6 - BkhiX 
&S 6 + BshiX 
B6 -+ BhCI etc. 

Die beiden unregelmasigen Verben 3k 6 und T6 werden ebenso mit einem $'L I$ verbunden. 

Auch hier gilt die Formel 

< 6 -+ < h i X  

T6 -+ Tht2 (@FiWhkd, % @ T h t % ,  F'S4 Y ' a h t I  etc.) 

Die stark veranderlichen Verben erhalten bei der Verknupfung mit &I am Stamm eine e-Endung: 

S&V (4.Stufe, e-Endung) - 12 
-+ % fi CZ' 

s< + SC3iX 
B& -+ %-..CI 
E5 -3 W 2 CI etc. 

Bei Verbaladjektiven wird die Endung -tfhCX mit dem Wortstamm verbunden: 

I VA (Stamm +) - lS aZ 12 I 

&L\  + & ~ h l l  (so etwas wie ein LiCf hif gibt es nicht !) 

Alle drei Varianten 12, hCf sowie Cf;hCz werden im Rahmen einer konditionalen Satzverbindung ("wenn-dann- 

Satz") benutzt, wobei sowohl fur V als auch VA die folgende einfache allgemeine Formel gilt: 

Modif ikat ion 

Das 62 und dessen Varianten an sich kennen keine Modifikation. Fur die Modifikationen sind die vorangehenden 

Pradikatsworter zustandig, die uber die hoflichkeitsleeren Formen erfolgen. Da mit 1% keine Perfektformen gebil- 

det werden konnen, kommen fur uns nur die verschiedenen @ perfektiven Modifikationen des Verbs sowie die Ne- 

Konditionalsatz mit t"d 

gation des Verbs und des Verbaladjektivs in Frage. Auch NA und N lassen sich in der Negation mit -iT verbinden: 

Satz 1 13, Satz 2 (Wenn Satz 1, dann Satz 2) 
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Bedeutung von 1% 
-I$ druckt sehr allgemein formuliert eine Annahme aus, die fur das Zustandekommen der anschliesend genannten 

Folge d& Voraussetzung darstellt. Das bedeutet in Anlehnung an die obige Satzformel: "Wenn das, was in Satz 1 er- 

wahnt wird, gegeben ist, kommt das, was in Satz 2 genannt wird, bestimmt zustande." oder: "Wenn das, was in Satz 

1 erwahnt wird, nicht gegeben ist, kommt das, was in Satz 2 genannt wird, bestimmt nicht zustande." 

Aus dieser Grunduberlegung lassen sich mehrere Moglichkeiten des Einsatzes von I$ ableiten, die mehr oder weniger 

immer mit "wenn" ins Deutsche ubersetzt werden. Im Rahmen unserer Grammatik sollen lediglich zwei Einsatzmog- 

lichkeiten von I$ besprochen werden. 

1. Moglichkeit: 

Bei einer bestimmten, angenommenen Voraussetzung, kommt eine Sache immer zustande. 

Die Bedeutung von f$ in diesem Zusammenhang lautet: "wenn ..., dann immer" oder "wenn ..., dann auf 

jeden Fall". Bei der ~bersetzung allerdings, wird aus stilistischen Grunden haufig nur das "wenn" eingesetzt. 

Wcnn man das Licht einschaltet, wird auch dieses fensterlose Zimmer (auf jeden Fall) hell. 

Wenn man mit voller Kraft lernt. wird man auch (auf jeden Fall) im Japanischen gut. 

Wenn sie teuer ist, kann ich diese Kamera (auf jeden Fall) nicht kaufen. 
ILiul-Piu t ' 5 Z 3  

%@&.\;;t&if;hf$, AM 691% tEh'iCLZik~;XT. 
Wenn sie keine Nahrung zu sich nehmen, werden sowohl Menschen als auch Tiere (immer) sterben. 

Wenn Sie sie nicht benutzen, geht diese Maschine (auf jeden Fall) nicht kaputt. 

&< 7&=>7"c%f=&E&Ifif8\ dIZS;hI'fCfd U %To 
Wenn man alte Sachen mit Farbe anstreicht, werden sie (auf jeden Fall) wieder schon. 

2. Moglichkeit: 

Eine Seinsform bzw. Aktionsform, die noch nicht zustandegekommen ist, kann unter einer bestimmten angenom- 

menen Voraussetzung als logische, angemessene Folge eintreten. Die Bedeutung von (2 in diesem Kontext lautet: 

"wenn ... hatte/ware/wurde ... dann ", "gesetzt den Fall ..." bzw. "angenommen, (wenn) ..." 
E- ~ U X ~ E % % ~ : , ~ A ~ < ~ ~ . ~ , T L &  3. 

Gesetzt den Fall, man wurde das Licht einschalten, wurde wohl auch dieses Zimmer heller werden. 
t ~ L & 3 i f h & '  C r 5 7  

-%%+@l%?;h(g, El *%%+%lct~6Bl% L;lz;X-tth,. 
Angenommen man wurde mit voller Kraft lernen, ware man vielleicht auch im Japanischen gut. 

Wenn sie teuer gewesen ware, hatte ich wohl diese Kamera nicht kaufen konnen 

Wenn sie keine Nahrung zu sich genommen hatten, waren sowohl die Menschen als auch die Tiere wohl gestorben 

d j m t m a i m i f f i i ~  m K k i b l h t ~ n ) = >  tz-c L a 3. 
Angenommen, Sie hatten sie nicht benutzt, ware diese Maschine bestimmt nicht kaputtgegangen. 

8 < t ~ = >  k%I~&E&Ifilb, dkf ;hL\Icf~6fil% L;hd-ttho 
Wenn man alte Sachen mit Farbe anstreichen wurde. wurden sie vielleicht wieder schon. 
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2. Konditionalform mit -?!C 6 
Die Endung -SC 6 stellt eine weitere Konditionalform dar. Auch diese Form wird im Rahmen einer konditionalen 

Satzverbindung ("wenn-dann-Satz") benutzt, wobei die allgemeine Formel folgendermasen aussieht: 

-Sc 6 kann mit allen Pradikatswortern auftreten, wobei das "ta" auf die hoflichkeitsleere Perfektform ("ta-Form") 

Konditionalsatz mit Si. 6: 

hindeutet. Wir befassen uns zunachst mit der Bildung dieses 7: S -Anschlusses bei V,VA,NA und N, bevor wir uns 

Gedanken uber die Bedeutung dieser Form machen: 

Satz 1 SC b , Satz 2 

Alle Pradikatsworter nehmen bei der Verbindung mit -Si. 6 jene Formen ein, die uns bei der ta-Verbindung (vgl. 

(Wenn Satz 1, dann Satz 2) 

Lekt. I )  bereits begegnet sind. 

V :  V  (Stamm +) -Sc 6/-E 6 

Modifikation 

Das Si. b selbst kennt keine Modifikation. Fur die Modifikationen sind auch hier die vorangehenden Pradikatsworter 

zustandig. Da 7: b bereits den Perfekt-Anschlus in sich tragt, kann es nicht nochmals mit dem Perfekt in Verbin- 

dung gebracht werden. Fur VA, NA und N gibt es als Modifikation praktisch nur die Negation. Beim V dagegen 

sind neben der Negation diverse weitere Modifikationen denkbar, wobei das -SC S immer an letzter Stelle steht: 

VA: I V A - <  -7Fhdh<k 6 I 

weitere verbale Modifikationsbeispiele: --?t\k b(te-Form), - ~ : A ' Q  fc b(Wunsch), - t 2 ;t>xT$ T: b(Konnen) etc. 



2. Semester Grammatik, Lektion 9, Seite 4 

Bedeutung von - Si: b 
Mit der Form -?C 6 wird eine Bedingung ausgedruckt, die abgeschlossen sein mus oder zumindest als abgeschlos- 

sen betrachtet wird, um die im zweiten Satz genannte Folge zu bewirken oder eine Masnahme zu ergreifen. 

"Abgeschlossene Bedingung" bedeutet, das eine Situation eingetreten sein mus, um eine folgende, andere Situation 

in Gang zu setzen. Dabei brauchen die beiden Situationen wie beim 1% unbedingt in einem Kausalzusammen- 

hang zu stehen, d.h. eine Ursache mft nicht unbedingt die Wirkung hervor. Das Augenmerk bei -7: 6 richtet sich 

viel starker auf den Zeitfaktor, im Sinne von "wenn ... entstanden, dann erst...". Der temporale Charakter von -?C b 
bewirkt in der Tat in manchen Situationen die Ubersetzung "nachdem" oder "als". (Mit anderen Worten ist eine Kolli- 

sion zwischen -?C b mit ~/-?c&T oder - 2 $ durchaus gegeben.). So gesehen ist es hochst schwie- 

rig, fur -?C 6 eine eindeutige und gegenuber anderen Formen abgrenzbare "universale" Ubersetzung zu finden. 

Versucht man eine genauere Kategorisiemng der Situationen zu unternehmen, in denen das -?C 6 zum Einsatz 

kommt, stellen wir bald fest, das drei Funktionsarten davon existieren. 

1. Funktion (konditional "sobald"): 

Eine Aktion (=V) wird in Zukunft abgeschlossen. (Unter "Zukunft" versteht man hier den Zeitpunkt, der noch nicht 

eingetreten ist, d.h. "eine Sekunde danach" ist genauso Zukunft wie "zehn Jahre danach".) Den Abschlus dieser zu- 

hnftigen Aktion als Bedingung (Voraussetzung) nehmend, erfolgt die nachste Aktion. 

Das -?C 6 in diesem Zusammenhang wird als "(erst) wenn ... erfolgt ist, dann", "sobald ... eingetreten 

ist, (dann) ..." verstanden. Es ist jedoch nicht immer sinnvoll, in der deutschen Ubersetzung solche umstandlichen 

Formuliemngen zu benutzen, so das wir auch bei ?E 5 auf das "wenn" zuruckgreifen konnen: 

(Erst) wenn du in Koln angekommen bist, rufst du mich bitte an. 

Sobald ich nachstes Jahr nach Japan fahre, habe ich vor, mir eine Kamera zu kaufen. 
? 7 a 7 X L  

~ ~ 2 4  z ~ e t x ~ ~ ~ ,  a % g t & d z ~ t \ ~ a  L& 5. 
(Erst) wenn du ordentlich gegessen hast ("den Teller leer gegessen hast") , nehme ich dich in den Zoo mit. 

Wenn du aber das Gemuse nicht ist, nehme ich dich nicht mit ! 

Wenn sich eine Gelegenheit bietet, sehen wir uns wieder ! (=Floskel) 

~ k 2 ~ ~ 8 1 c  6.  di2hif$ L $. 5 
Sobald Sie mit der Vorbereitung fertig sind, gehen wir aus. 

2. Funktion (konditional "sobald"): 

Eine Seinsform (=VA, NA, N; selten auch V) tritt ein oder hat sich als "soundso" herausgestellt. Dies zum Anlas 

nehmend, erfolgt eine Aktion. In diesem Fall steht also die im ersten Satzteil genannte Seinsform mit der Aktion, die 

im zweiten Satz folgt, in einem Kausalzusammenhang. Das -?C b hier wird als "wenn ... ist, dann ... " bzw. 

"sobald / sofern ... ist, (dann) ..." verstanden. Es ist jedoch auch hier nicht immer sinnvoll, in der deutschen 

Ubersetzung solche umstandlichen Formulierungen zu benutzen. 
< 5 T h 3  

%Efi:@2~9ScS, % % @ 9 i f T <  T? ;4tL 
Wenn das Zimmer dunkel ist, machen Sie bitte das Licht an. 

Sofern es Ihnen warm ist, machen Sie bitte das Fenster auf. 

?22~->ScS, % 9 kEt \&Lf i& E< Q2hqSc S.fF;lltEt\&-@x/. 
Wenn es billig ware, wurde ich noch mehr [davon] kaufen. Sobald es aber nicht billig sein sollte, kaufe ich nichts. 
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@;S~&&ki5197~6, % $ h b ~ Z q T < T < $ t \ ,  
Sofern Sie etwas trinken mochten, teilen sie es bitte Mori mit. 

C \ 7 L I  

~-tr-h%%f?9f:S. -%b~b;f &&a*-4. L *  5. 
Sofern Sie keinen Kaffee mogen, trinken wir zusammen Tee. 

d'< L L  < 
%&S29Sc6, ~ T I ~ P C ~ ~ \ T % & T Z ' & @ & ~ ~ Z ~ $ : T % ~ % ,  
Wenn man Student ist, kann man in der Mensa fur ca. 3 DM essen. 

B$%C~>%&T?~SCS. Z C r > % ~ @ ~ < ~ M ~ 6 Z 2 ~ ~ - i C $ 6 T L k  5 0  
Sofern es sich um einen Japanischlehrer handelt, wird er wohl diese Grammatik gut erklaren konnen. 

3. Funktion (temporal "als"): 

Parallel zu einer Aktion (transitives Verb, oft in der TL\b-Form), findet zeitgleich entweder& oder ohne einen 

Kausalzusammenhang zur ersten Aktion eine ganz andere Aktion statt. In diesem Fall mus das Pradikat des 2. Satz- 

teils perfektiv sein. Eine typische Situation, in der das -?? & so gebraucht wird, entsteht, wenn der Sprecher eine 

Aktion begeht, durch deren Ergebnis sich zufallig oder unvermutet etwas herausstellt. Dieses -T: & last sich im 

Deutschen nur temporal mit "als" ubersetzen. 

y @ ~ - > - C ~ - j ~ 9 - r & <  R7k S, -e&;h-ct\& L k o  
Als ich ein Hemd kaufte und zu Hause genau hinschaute, war es unvermutet zemssen. 

Als ich zu Fus durch die Stadt ging, lag auf der Strase (zufallig) ein Portemonnaie. 
' ? L 5  

goBEo F72MI.f 'k  S, f3i5."39-rt\% LYc, 
Als ich die Tur meines Wohnheimzimmers offnete, stand (unvermutet) meine Mutter davor. 
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3. Konditionalform mit - 6 ( I$) 
Das -& 5 erscheint haufig in der Form -& b I$ und stellt eine weitere Konditionalform des Japanischen dar. 

Vom Informationswert her gibt es zwischen fd' b und fi? bi$ kaum Unterschiede. Wie die beiden genannten Kondi- 

tionalformen wird auch -& b(t$) als Bindeglied zwischen zwei Satzen gebraucht: 

Diese Form kann mit allen vier Pradikatswortern in Verbindung gebracht werden, wobei diese hoflichkeitsleere For- 

men einnehmen. Das Pradikat kann im Gegensatz zu t$ auch in der Perfektform stehen. Nur wird diese (z.B. &<Sc 
& b /k$ jS> 3 7kf2 b /%;9fThf? 3 k f d '  5 etc.) in der Praxis nicht gerade oft verwendet. Beim V und VA kann 

daruber hinaus die Form -)fd b(i$) (Ugs.: W&& b(i$)) auftreten. 

Irn folgenden finden Sie eine einfache Zusammenstellung der Pradikatsformen: 

s < 72 b ( i a \  
V (hsiflichkeitsleere Formen) + D @ 5 ( $ 2 )  +E < D&? b (i$), 
V (hoflichkeitsleere Formen) + X/ fd b (12) s< L72 b(t%), 

Bk\&? b(t$). 

s b \ ~ f d  b(t$), 
b(kf), 

NA: NA (hoflichkeitsleere Formen) + fd b(12) ZB,'s b ( m  

Zwar lassen sich mit fd 6 verschiedene grammatikalisch korrekte Modifikationen bilden, die aber in der Praxis sehr 

selten vorkommen. Vor allem sind die Formen im Perfektbereich, wie z.B. g b \ k f 6  b t$, 5 < f d i f l h ~  Sc& b . 
Z%f: 3 f ~ a  b etc. wie gesagt ungelaufig und werden durch andere Konditionalformen realisiert. 

Bedeutung von - fd b (1%) 

Zwei Funktionen von -fd &(C$) sollen in dieser Grammatik behandelt werden: 

1. Funktion 

W%& b(c$), N: 

In der ersten Funktion wird mit dieser Form eine Aktion oder Seinsform, die im ersten Satzteil erwahnt und be- 

reits als Bedingung eindeutig festgelegt wird, durch den zweiten Satzteil kommentiert. Beide Satzteile stehen zuein- 

ander im Kausalsammenhang und beziehen sich auf Angelegenheiten des Sprechers. Wahrend bei -t$ das regel- 

masige Zustandekommen unter einer bestimmten Bedingung und bei -?C b eher der zeitliche Aspekt im Vorder- 

grund stand, richtet sich bei & b(i$) das Augenmerk auf die vorher abgesteckte, unverruckbare Bedingung. 

Ein Satz wie %?b\fh b(t6)EL\%?, "Wenn es billig ist, kaufe ich es." bedeutet genauer betrachtet, das die Eigen- 

schaft "billig sein" als Voraussetzung festgelegt ist und somit eine unverruckbare Tatsache darstellt. Die folgende 

Aktion "kaufen" wird daraufhin eingeleitet. Mit anderen Worten spaltet sich der genannte Beispielsatz von der Aus- 

sage her in: Es ist billig. - In diesem Fall kaufe ich es. In ahnlicher Weise lassen sich alle Satze mit -& b(t3) in 

zwei Teile, namlich in abgesteckte, unverruckbare Bedingung und Kommentar trennen. 

Neben dem "wenn", das fur alle japanischen Konditionalformen einsetzbar ist, kame fur -fd' b(C$) 2.B. die Formu- 

lierung mit "falls", "unter der Bedingung, das ..." oder "wenn ... sollte, dann. .." als Ubersetzung in Frage. 

N (hoflichkeitsleere Formen) + fd b ( t%) 

Beispiele: 

W i a ~ f + - 7 . 4  - 7 5 c E j V & - i t ~ o  

&f27""c jS f fT< fd S ,  % L % f T & E - i t o  
Wenn du kommst, komme ich auch. 
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Wenn sie sie nicht lesen sollten, geben sie sie mir bitte zunick. 

~ 8 ~ ~ & 4 t z  F 7 4 1 L & - @ X / I S h o  

Wenn es morgen nicht geht, ist ubermorgen auch ok. 

A : Z - 4 2 ' 5 T * a 0  B:rcT%3i-WT-4-ho 
A: %Ltrt&J\f. t \ a , ~ ,  % Lt%t\X/fd Se2, &tY&3-k,  
Weil er mir zu klein ist, schenke ich ihn dir, wenn du ihn haben mochtest. 

Wenn Du in die Stadt fahren solltest,bitte ich dich, m Tabakloden vorbeizugehen und fur mich eine CAfvlFL zu hclen. 
< r ,  L \ t -  

st\*ax t3 LLL~X/T*~J~,  

Wenn kein schwarzer Faden da sein sollte, ist ein weiser Faden auch in Ordnung. 

2. Funktion 

In der zweiten Funktion wird eine Seinsform bzw. eine Aktion, die entweder stattfinden wird, oder gerade jetzt 

stattfindet, durch eine Stellungnahme (Vorschlag, Befehl, Bemerkung 0.a.) des Sprechers kommentiert. Mit ande- 

ren Worten mischt sich der Sprecher aus welchem Grund auch immer in die Angelegenheit eines anderen Aktions- 

tragers ein. Im ersten Satzteil wird also eine Aktion bzw. Seinsfonn eines Anderen aufgegriffen. Im zweiten Satzteil 

bringt der Sprecher unmittelbar dazu einen Kommentar, der haufig seine personliche Meinung darstellt. 

Als ~bersetzung kann manchmal die Formulierung "wenn schon ..., dann (wenigstens) ..." benutzt werden. 

In vielen Fallen jedoch, kommt das "wenn (du/Sie/er/sie) ..." in Frage, wie folgende Beispiele verdeutlichen: 

A: 2'ZaTfi2?a-$3ho B : % Y % T T T o  
A: j\rij--E< D& S, % R a , ~ T ~ ~ ~ t r ~ 6 a , ~ . " @ $ r J T ~ ~  
Wenn Sie zur Uni fahren (wollen), ist es praktisch, vor dem Krankenhaus in den Bus einzusteigen. 

A: hbji 5 TT&, B: RB6 Z 2 ; 5 W 2 ? & ; t i h o S ~ X / T T .  
AESf2ah9scDfdS. @E'fB-C<S<;-t\o 
Wenn Sie nachts nicht schlafen konnten, schlafen Sie bitte tagsuber. 

A: %oT % $;ht\trfd S&t\a)fd S, &@E~Z@X/TZE 5 a."t\ t \~$--,  
Wenn es nach dem Waschen nicht sauber wird, sollten Sie lieber eine Wascherei beauftragen. 

H% 3 

Wenn Sie Fische fangen (wollen), werde ich Ihnen eine gute Fischfangmethode beibringen. 

A: % 6 x & 5 S & t \ D f d  S. ~E$SX/trEi%Tct'd: 5 iS~t\t\TTk. 
Wenn das Fieber nicht sinkt, sollen Sie lieber zum Arzt gehen ! 
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beachte: 

Das ^V& 6: ((t2) kann, wie oben schon kurz beschrieben, mit ganz offensichtlichen Aussagen verbunden werden. 

Das gilt insbesondere fur Aussagen mit Zeitangaben. Formulierungen wie "Wenn es Sommer wird ..." , "Wenn es 

Sonntag wird ..." oder "Wenn das Jahr 2001 kommt ..." beziehen sich auf Dinge, die ganz bestimmt eintreffen werden. 

Im Deutschen hort sich eine Aussage wie "Wenn es Sonntag werden sollte ..." genauso absurd an wie im Japanischen 

El E@ El tZfd 6u. Fur solche zeitbezogenen Satze werden andere Konditionalformen mit entsprechendem Kontext 

wie El E El i~ fh ;h i2 ,  - k%OBZ&% % -bL\?'b\6 T L L 5 "Wenn es Sonntag wird, wird der Uni-Parkplatz 

auch leer sein." oder: El iZfd T=, 74 7? L'% L 5 .  "Wenn es Sonntag wird (=geworden ist), machen 

wir eine Spritztour.", aber auch andere hier noch nicht behandelte Formen benutzt. 

Genauso wenig last sich das -& b ( i 2 )  mit Aktionen und Seinsformen, die nicht vorher absteckbar bzw. unver- 

ruckbar sind, verbinden. Das sind vor allem zukunftsbezogene Aussagen, die hochstens Prognosen sein konnen und 

diese sind eben nicht eindeutig. Ein Satz wie "Wenn es am Wochenende regnet ..., dann ..." ist streng genommen nicht 

mit -fd 6:(1"6) bildbar, da niemand eindeutig festlegen kann, das es arn Wochenende regnet. Auch hier kommen eher 

andere Konditionalformen in Frage. 

4. Konditionalform mit - 2 
Die vierte Konditionalform, die wir kennenlernen werden, wird mit Hilfe der Endung ^V 2 gebildet. (Somit haben wir 

praktisch drei Funktionen von 2, namlich Aufzahlung, Zitat und eben diese Konditionalform.) - 2 als Konditionalform erscheint wie die anderen genannten Formen in einer Satzverbindung nach dem Schema 

I Satz 1 t.. Satz 2 I 
-PP 

Das - & schliest sich einfach an die hoflichkeitsleeren Formen der vier Pradikatsworter an, so das formal die Ver- 

knupfung mit 2 sehr uberschaubar ist und folgendermasen gebildet wird: 

V: I V (hoflichkeitsleere Formen) + - 2 I f lG&. %%f~b\k etc. 

VA: I V A  (hofliehkeitsleere Formen) + - 2 I % Lb\ k, % < ab\ 2 

NA: I N A  (hoflichkeitsleere Formen) + - 2 I j?%l? 2 ,  j?ETfhb\/ c+fdb\ 2 

Als Modifikation kommt bei VA, NA und N wie schon oben dargestellt, neben der Aussageform nur die Negation 

in Frage. Beim V treten dagegen neben der Aussageform und Negation die ublichen vielfaltigen Modifikationen auf. 

(-?L\a 2 (te-Form), -kL\ 2 (Wunsch), - t 2 7!~4T?- 6 2 (Konnen) etc. 

Wichtig ist, das bei - & der erste Satzteil nicht im Perfekt stehen darf. (So etwas wie ein z.B. %L&&, ist also 

nicht bildbar !) 
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zur Bedeutung von - 2 
Bei dieser Konditionalform stehen die beiden Satze in engem kausalem Zusammenhang. Die Aktion bzw. die Seins- 

form, die im ersten Satzteil steht, stellt die Ursache fur die Wirkung der im zweiten Satzteil geschilderten Aktion dar. 

Mit anderen Worten kommt bei Zustandekommen der Bedingung (=Satz 1) immer und unweigerlich das Ergebnis 

(=Satz 2) heraus. Haufig wird dabei eine naturliche oder beinahe automatische Folge wiedergegeben. In den meisten 

Fallen kann man - 2 daher mit "immer wenn ... dann" bzw. "wenn ... dann immer" ubersetzen. 

Daruber hinaus wird sehr haufig mit -2 eine jederzeit wiederholbare Handlung wiedergegeben. ("Wenn man den 

grunen Schalter umdreht, schaltet sich die Maschine ein."? "Wenn sie herunterfallt. geht sie kaputt." oder "Wenn man 

eins und eins addiert, kommt zwei heraus.") 

Daneben gibt es aber auch Falle, in denen die in Satz 1 gemachte Aussage zwar nicht unbedingt wiederholbar ist, so 

doch unweigerlich eine bestimmte Wirkung hervorruft. ("Wenn man hier sitzt, kann man nichts sehen.", "Wenn 

ich sterbe, geht die Weltbevolkerungszahl um eine Person zuruck.") In solchen Fallen kann man -2 mit den For- 

mulierungen "wenn ... dann logischerweise / naturgemas / verstandlicherweise" ubersetzen. 

Wenn man auf diesen roten Knopf druckt, geht das Fernsehen an. 

@Stdl \k ,  3bbiih0 
Wenn man nicht darauf druckt, geht es nicht an. 

1 i ~ 2 Q k 3 - t .  3I3d' lbT.  
Wenn man zu 1 die 2 addiert, kommt 3 heraus. 

Wenn man hier Geld hineinwirft, kommt die Maschine in Gang. 

Wenn man dieses deutsch-japanische Worterbuch benutzt, gibt es bei der Ubersetzung wenig Probleme. 

;il&k~tgm&,j:t ~ a m t i r s a ~ .  
Wenn ich den Namen meines Hundes rufe, kommt er sofort hergerannt. 

&3= t 

*-ll.&lf 6 2 .  ~ h ~ % = i r ~ = ~ b b t ,  
Wenn ich einen Ball werfe, freut er sich, rennt (los) und bringt mir den Ball. 

U'5Lv" 

;UIGL\&J Giz&fi$a t ~ f i ~ f i r d j  r~ %T. 
Wenn man diese breite Strase nach links biegt, ist dort die Uni-Klinik. 

. X ~ L T = ~ P Q Z T D B  t .  k f f ~ Q ~ . ~ t . b b .  
Wenn man die nasse Kleidung anbehalt, erkaltet man sich. 

fimlt 3, fi'f2hfifS L \  2 .  A32TT0 
Wenn bei Reisen die Taschen schwer sind, hat man es schwer. 

Wenn man in der Nahe ist, kann man es gut sehen, aber aus der Ferne kann man es kaum erkennen. 

Wenn der Polizist aufpast, konnen Taschendiebe und Rauber ihre Arbeit nicht vemchten. 

Wenn die Erklarung der Grammatik kompliziert ausfallt, versteht man sie nicht. 

Set 5 %TTo 
Mit dem Auto sind es 5 Minuten. (Wenn es ein Auto ist, dann sind es 5 Minuten.) 
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wichtig: 

Steht der zweite Satz im Perfekt, erhalt -2 eine temporale Bedeutung "als" (siehe auch:-k 5 ) .  

Dieser Gebrauch von - 2 kommt hauptsachlich in der formellen, insbesondere geschriebenen Sprache vor. 

S E Z E & ~ J V ~ L ~  ~ m w d j  ->kO 
Als ich diese breite Strase nach links abbog, war dort die Uni-Klinik. 

~ ~ a ; i c r . ~ ~  cr1\51i8 samwcrstso 
Als ich vor dem Bahnhof wartete, kam Frau Mori angerannt. 

Als ich den Polizisten nach dem Weg fragte, erklarte er ihn mir freundlich. 

beachte: 

Bedenken Sie bitte, das Sie streng genommen einmalige Handiungen, die mit - 2 markiert werden, niemals  mit 

einer wiederholbaren Handlung verknupfen konnen, da logischerweise etwas Einmaliges eben einmalig ist und somit 

in direktem Widerspruch zum Wesensmerkmal von & steht. 

Einmalige Handlungen sind in der Realitat vor allem Aussagen, in denen eine bestimmte Datierung erfolgt. Ein 

Satz wie "Wenn ich (ausgerechnet) morgen ins Schwimmbad gehe, werde ich dort schwimmen konnen." -7- 
/hw, ;%<L 2 %)$T$ %Ft-, ist im Japanischen nicht korrekt, da durch die Termingebundenheit ("morgen") 

die Wirkung nicht mehr wiederholbar sein kann, der 2. Satzteil dagegen jederzeit wiederholbar ist und somit ein Un- 

gleichgewicht entsteht. Hier mus man entweder mit -I$ operieren: 

~ s - ) h l S I f g ,  tc< ;-tv;*icez &%)$T$ ;XT0 
Wenn ich morgen ins Schwimmbad gehen wurde, konnte ich dort viel schirnmen. 

oder man muste den Satzinhalt verallgemeinern und somit wiederholbar machen, indem man die Datierung eliminiert: 

?-)h?'i<&, ;%<L lri3PC.S %TO 
Wenn man ins Schwimmbad geht, kann man dort (naturgemas) schwimmen. 

oder die Aussage mit einer bestimmten unweigerlichen Wirkung versehen: 
i-2 

=?-lL.4i7<t. ~*+aa$R-cu 5 x 6 ~  ~ T T .  R=gratis 
Wenn man morgen ins Schwimmbad geht, habe ich gehort, das man dort gratis Getranke bekommt. 

B A  5. angenommener Fall mit b, 
Mit dem Nomen E& (I$& L \ )  "Situation", "Fall" lassen sich auch zwei Satze, die zeitlich und kausal zueinander in 

Beziehung stehen, zusammenfugen. 

Zusammen mit den Pradikatswortern V, VA, NA und N. die alle logischerweise die Attributivform einnehmen, 

wird -Ee in einer Satzverbindung nach dem folgenden Schema benutzt: 

Das ge ist zwar ohne jeden Partikel benutzbar, kann aber auch mit den Partikeln (C. 12 und den zusammengesetzten 

Partikeln /C (2 versehen werden. Die Formen E&[$ bzw. E& lC 12 grenzen die Situation, die in der Haupthandlung 

beschrieben wird, von anderen Situationen ab, wahrend %&/C vor allem den Zeitpunkt, in dem die Haupthandlung 

geschieht, hervorhebt. Da mit E& meistens besondere, sich von anderen Fallen abhebende Situationen wiedergege- 

ben werden, kommt das (2 bzw. /CI% recht haufig vor. 

Formal wird die Verknupfung der Pradikatsworter mit E& folgendermasen gebildet: 
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B A  V: I V (Attributivformen) + -bjj n 1 Sei%???. SZtdl\%& etc. 

B A .  N: ( N (Attributivformen) + - b j j  EI I FtGOl%&, q@Tt&l\/ G+fdl\%% etc. 

Alle Modifikationen, die wir in diesem und im vergangenen Semester im Zusammenhang mit der Attributivform ken- 

%fiLl\%&, %L<tdl\E& etc. 

E%&&???, Z%TtdL\/ G + ? ' L  \E& etc. 

VA: 

nengelernt haben, sind hier denkbar. 

VA (Attributivformen) + -E$% 

Bedeutung von 

Wie die deutsche Ubersetzung des ursprunglichen Wortes verdeutlicht, kann in vielen Fallen mit "falls", 

"sollte es der Fall s e in  ..." oder "in Situationen, in denen..." ubersetzt werden. Mit E& wird demnach 

der 1. Satzteil, der eine eindeutige Bedingung darstellt, mit dem 2. Satzteil verbunden, der die Folge dieser Annahme 

beinhaltet. Wahrend das Pradikat des 1. Satzteils im Perfekt stehen kann ("angenommen, man hat das und das getan, 

..."(= V) oder "angenommen, es war so und so ..."(= VA,NA,N)), kann im Japanischen das Pradikat des 2. Satzteils 

niemals in Perfekt stehen. Diese Informationen, die im Hinblick auf die Bedeutung und Funktion von Ee- gegeben 

wurden, konnen Sie mehr oder weniger wortgetreu bei -td 6 wiederfinden. Mit anderen Worten sind die beiden For- 

men zwar nicht immer, aber haufig austauschbar. Die einzigen deutlich erkennbaren Unterschiede zu -7d 6 liegen 

wohl darin, da8 ein Satz mit -E& etwas "steifer" klingt und vorzugsweise in der formelleren gesprochenen Spra- 

che sowie in der geschriebenen Sprache benutzt wird. Daruber hinaus liegt bei %& der zeitliche Aspekt deutlich star- 

ker im Vordergrund. D.h. wahrend bei -td 6 nur die Kausalitat betont wird, beinhaltet E& sowohl die Kausalitat 

als auch die Temporalitat. So wie man den Ausdruck "Situation" im Deutschen als "Fall", aber auch als "Zeit- 

punkt" verstehen kann, wird auch das %& je nach Kontext neben der Situation auch als "Zeitpunkt" verstanden. 

(So gesehen ist %& mit dem temporalen Ausdmck 2 3 (Lekt.4) verwandt. Tatsachlich lassen sich fast alle Satze. 

die mit E& gebildet werden, auch mit 3 bilden.) 

Folgende Beispiele mit E &  konnten praktisch als schriftliche Anweisung gelten: 

NA: 

Falls Sie mitten in der Nacht Hunger bekommen sollten, suchen Sie bitte (etwas zum Essen) im Kuhlschrank. 

N A  (Attributivformen) + -E$% 

s E z * z T a E e ( l z / l $ / l  - 
L I ) ,  6T?l{kE fiilf T < E S  L 1. 

Falls Sie Auto fahren, tragen Sie bitte unbedingt die Brille. 
i a h t  L DY&? 

l L / / l l  E"t'fi~&ETT0 9 0 Ei Be'J%Tl$L\1J %-tthO 
Falls man ein halbes Jahr in Japan bleibt, benotigt man ein Visum. Bis zu 90 Tagen braucht man keins. 

Falls die Laden zu haben, kann man am Bahnhof einkaufen 

Falls die Bahn (mit Menschen) voll sein sollte, mus man auf die nachste warten. 

Sollte derjenige, mit dem man sich unterhalt, ein Lehrer sein, mus man als Student eine hofliche Sprache benutzen. 

Irn Falle von Studenten ist die Gebuhr fur Konzerte etc. etwas billiger als fur gewohnliche Erwachsene 

Im Falle einer stationaren Behandlung finden zunachst diverse Untersuchungen statt. 
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.. 
6. Negation mit - t \  T / - 1~ 
Irn vergangenen Semester wurde als eine der Funktionen der sog. T-Form die Satzverbindung angegeben. Wir hatten 

gelernt, das man mit Hilfe dieser Form unter anderem das verbale Pradikat zu einer Satzverbindung umfunktionieren 

konnte. Die Formel dafur lautete: 

Satz mit verbalem Pradikat: I Satz-V1-T. Satz-V2. I z.B. %lax- E -frkk/rT, A%lrR?? t Lf:. 

Nun last sich aus dieser Satzverbindung ("Ich habe Kaffee getrunken und bin dann zur Univ. gefahren.") auch eine 

Verneinung im Sinne von "keinen Kaffee getrunken und zur Univ. gefahren" bilden. 

Allgemein gesehen, wird dann die Handlung des 1. Satzteils negiert und mit der folgenden, im 2.Satzteil genannten 

Handlung verbunden. (A nicht tun und dann B tun) 

Fur die Umschreibung eines solchen Vorgangs gibt es im Japanischen zwei Formulierungsmoglichkeiten, namlich 

zum einen mit -&L\T und zum anderen mit -??E. 

In der ersten Moglichkeit wird das erste Verb mit der Endung -&?L\T verknupft. Nach Verbgruppen unterteilt, ent- 

stehen wie bei der hoflichkeitsleeren Negation folgende Verbindungen: 

In der zweiten Moglichkeit wird das erste Verb mit der Endung -T~L verknupft. Nach Verbgruppen unterteilt, ent- 

stehen folgende Verbindungen: 

wichtig:  

Beachten Sie bitte, das das Verb di, 6 in der heutigen Sprache weder mit -Tl= noch mit - f ~ b \ T  verbunden 

werden kann. (& ~TCL oder & b f d t \ T  sind nicht existent !) 

r3Sj V : 

beachte: 

Als Ubersetzung der beiden Formulierungen konnen Sie im Deutschen zunachst das "ohne zu + V" (z.B. ohne zu 

trinken; ohne getrunken zu haben) einsetzen. Wahrend das -fdL\T in der sprachlichen Realitat recht haufig vor- 

kommt, stellt die Endung T eine alte Negation dar, die hin und wieder in Sachtexten vorkommt. Der Unterschied 

zwischen -&L\T und -T~L liegt in erster Linie in diesem Bereich. -TtL ist eher ein schriftsprachlicher Aus- 

druck, wahrend z.B. in alltagsbezogenen Dialogen eher das -fSL\T benutzt wird. 

Satz-% V(Verbstarnrn)-T C L ,  Satz-V2, &+W, ETCL, M&TK etc. 



2. Semester Grammatik, Lektion 9, Seite 13 

Hier einige Beispiele, in denen Sie beide Formen benutzen konnen: 

+@X- - -&&&&b\T/&;kTtz?5:Y-%;k L?:, 
Heute Morgen bin ich ohne einen Kaffee getrunken zu haben, zur Univ. gekommen. 

Beantworten Sie die Fragen, ohne ins Lehrbuch zu sehen. 

Als ich gestern ohne Pullover nach drausen ging, erkaltete ich mich sofort. 

Diese Beispiele befassen sich, wie ersichtlich, mit Satzen, in denen das &L\Tund Tt=l beliebig ausgetauscht wer- 

den konnen. Sobald der Satzinhalt aber allzu umgangsprachlich wird, kann das eher schriftsprachliche -?CL 
nicht mehr benutzt werden: 

;tfiA,-iciZfi~ I, L \&b\T+ Ltit%S& L& L\, 
"Spiel nicht immer herum. Lern auch ein blscheri i "  (=Fioskei) (woizi.: "Ohne standig zu spielen, soiisi Du...") 

Umgekehrt gibt es auch Falle, in denen nur das als Bindeglied in Frage kommt. Das - T t ~ w i r d  zwingend, 

wenn es im Sinne des deutschen "statt" bzw. "anstatt" und nicht mehr als "ohne zu ..." benutzt wird. Im vorderen 

Satzteil wird eine Aktion erwahnt, die nicht stattfindet, wahrend im zweiten Satzteil eine mit ihr gut vergleichbare, 

gewissermasen alternative Handlung erwahnt wird. In Anlehnung an die obigen Beispiele entstehen dann solche 

Satze: 

Heute Morgen habe ich statt Kaffee Tee getrunken. 

Schauen Sie anstatt ins Lehrbuch auf die Tafel. 

@B-lt-P-&?Wtr j b F $ ; k  Lfc, 
Ich habe gestern statt einem Pullover eine Jacke angezogen. 

Die Aktionen (d.h.Verben) der beiden Satzteile mussen im ubrigen nicht unbedingt immer identisch sein. So lassen 

sich auch je nach Situation folgende unterschiedliche Aktionen mit Hilfe von-TC~ im Sinne von "anstatt" zusam- 

menbringen: 

%bTtrIb-3< I , % $ & L k ,  

Statt zu rennen, bin ich langsam gelaufen. (gegangen) 

r uwn F. Y~Ttitf$S&@Ttz f--1tf:icS&c5t$ Lf:, 
In diesem Restaurant haben wir statt etwas zu essen nur Bier getrunken. 

Das "rennen" und "gehen" sowie "essen" und "trinken" werden hier jeweils als vergleichbare Handlungen betrachtet. 

beachte ferner: 
2. 

Neben benutzt man auch sehr haufig den alternativen Ausdruck -Rb 9 tL ("anstelle von"). In der deutschen 

Ubersetzung variieren Sie je nach Satz zwischen "anstelle von" und "anstatt zu": 
;;+C 

4@ 2 - IL - &&Z&b L) t~%I%Q&bf.;k Lk, Heute Morgen habe ich anstelle von Kaffee Tee getrunken. 

- % b k b ~  KIb-2 < !l%$;kLf:, Statt zu rennen, bin ich langsam gelaufen. (gegangen) 
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GRAMMATIK-QUIZ DER WOCHE (Lektion 9) 
Bereiten Sie sich wie ublich auf die Grammatik vor und beantworten Sie folgende Fragen. 

1. Wie  wird die Konditionalform mit - I.2 bei einem Nominaladjektiv wie 2% gebildet ? 
2. W i e s i e h t d a s z . B .  b e i d e n V e r b e n Z Z D ,  BtlT%<. % 6 a u s ?  

3. Und beim V A  wie 2.B. 96 L )  ? 
4. Welche Bedeutungen beinhaltet die  Formulierung -kf? 
5. Wie  wird die Konditionalform mit -7'c 5 bei einem Nominaladjektiv wie ?&gebildet ? 
6. Wie  sieht das 2.B. bei den Verben so,  L 1 T% < , IR6 aus ? 
7. Und beim V A  wie 2.B. 6 LI ? 

8. Welche Bedeutungen beinhaltet die Formulierung -7: 6 ? 
9. ~ b e r s e t z e n  Sie: Als  ich sah, war er schon tot. 

10. WelcherSatzis tkorrekt :  a.  @<$?&bf, hfP!l%T, b. & < % h i ? ? G ,  hj$l!l3L7?, 
11. Ubersetzen Sie: Wenn es  billig ist, kaufe ich es. 
12. Mit  welcher Wortart kann man -7"d: Gkombinieren ? 
13. Wie  wird die Konditionalform mit -72 5 bei einem Nominaladjektiv wie ??%,gebildet ? 
14. Wie  sieht das z.E. bei den Verben :%Lp, BL?T% < , lR.5 aus ? 

15. Welche Bedeutungen beinhaltet die Formulierung -7'6 5 ? 
16. Wann wird die Endung -$'&bei Nichtverben benutzt ? 
17. Wie  wird die Konditionalform mit .̂ C? bei einem Nominaladjektiv wie Z z g e b i l d e t  ? 

71. eindeutig nach links. In Japan herrscht Linksverkehr und dieser Bus hat eben auf der linken Seite eine Tur. Es ist ubrigens 
nicht meine Erfindung, sondern eine Aufgabe, die bei einer Aufnahmeprufung in die Grundschule (!) gestellt wurde .... 

18. Welche Bedeutungen beinhaltet die Formulierung - C? ? 
19. Erganzen Sie den Satz: O F F  03$9 >$?@T 27. b yfiq ..... 
20. W a s  past hier optimal: BT"\E < t D / T X  fif-%@%11~-6, 
21. In welche Richtung fahrt dieser japanische Bus ? 

0 0 

mf i  
L o s u n ~ e n  

1, geht gar nicht, das -ba last sich nicht mit NA oder N verbinden, da kommt nur die Form mit -72 5 CaVOr ! 

2.3&L2, SLJ-C%L?L2, lR$tC2' 
3. Ba6bfiTL2 
4. a. das Ergebnis kommt immer bzw. bestimmt zustande, wenn die Voraussetzung gegeben ist. 

b. das Ergebnis kann unter einer angenommenen Voraussetzung als logische, angemessene Folge erwartet werden. 
5 .  z57?9 7: B 
6. Zh,l?%, BLl-C%;f;tlfcirj, 1 % % ~ 7 " c i ;  
7. eaai~3 1: B 
8. eine Bedingung mus zeitlich abgeschlossen sein, um eine andere folgen zu lassen. Das kann a. sich auf die Zukunft bezie- 

hen ("sobald ... eingetreten ist, dann..."), b. sich auf einen Zustand beziehen, die weitere Masnahmen hervorrufen ("sofern 
.... ist, dann...") oder C. sich auf zwei parallel verlaufende Aktionen beziehen, wobei die zweite Aktion oft als unvermutete 
Folge der ersten zustandekommt. Im Deutschen kann man so etwas nur temporal mit "als" ubersetzen, da der zweite Satz 
im Japanischen perfektiv formuliert wird. 

9. E 2  6, B 5EhiTL1h L k  
10. beide Satze sind grammatikalisch korrekt ! 
11. gt?nc2', w t e ~  / w P ~ ~ ; s ,  W L J H - ,  
12. mit V, VA, NA und N 
13. nza 5 
14. 2"id;"& B ,  % L)T% < 7 2 5 ,  7k Gaber besser jeweils mit einem "no" versehen ... 
15. hier steht der Kausalzusammenhang im Vordergrund. Die Bedingung mus vorher schon sehr klar sein, um deren Folge 

zustandezubringen. ("unter der Bedingung, das ...") Des weiteren kann sich das "nara" auch auf die andere Person beziehen 
und zwar als eine Art Stellungnahme. ("wenn schon .... dann (wenigstens)...") 

16. Fiese Frage: bei emotionsbezogenen Adjektiven, die in bezug auf die 3.Person Singular + Plural benutzt werden, wobei 
der Sprecher eine beobachtende Stellung einnimmt. Typisches Beispiel: %?&I2 L b h - 1 3  TL) 

Allerdings geht es hierbei um die Grammatik der Lektion 7.... 
17. Z 5 E k  
18. sehr starker kausaler Zusammenhang, Ursache-Wirkung; die Folge ist oft unweigerlich, naturgemas, logisch. 
19. # Z  37, Wenn man auf den "OFFM-Knopf druckt, geht der Fernseher (immer) aus. 
20. (0)7k% 
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文法第十課 

Ⅰ・ KaUSatiV  ～       ～させる 

2.  DaS  PaSSiV          ～らせる 

2.1@Ubersetzungspassiv@mit@einer@Sache@8s@Thema/Su5ekt 

2.2@5   panisches@Passiv@mit@einem@beseelten@Wesen@als 

Thema/Su5ekt 

3.  Passivform  des  Kausativs  ～され る ～させられる 

4.  Bitte  m は Kausativ  ～ ( さ ) せてください 

5.  konzessive  Satzverbindung  mit ～の r こ 

6. Demonstrativa こんな，そんな、 あ んな，どんな 

7.  Demonstrativa  こ       そ う 、 あ あ 、 ど う 

女 女女 Grammatik,Quiz derWoche 古女士 
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G 皿 MMATIK LEKTION  l0 

し え さ 

l. Der Kausativ 使役～せる、 ～させる 

Die@folgenden@zwei@deutschen@Beispielsatze:@ l ・ "Ich@lieB@Petra@aufstehen ・ "@sowie@ 2."Michael@laBt@gerade@die@Mutter 

sein@Zimmer@aufraumen ・ "@beinhalten ， daB@eine@Person@eine@andere@veranlaBt ， eine@Tatigkeit@auszuiiben ， Dabei@muB@der 

Verursacher@nicht@eine@expli   @@   erwahnte@Person@sein ・ Ein@Satz@wie@z ・ B ・ "Der@Staat@l       fit@neue@MaBnahmen@erproben ・ " 

(wobei@der@Ausdruck@"Staat"@wohl@als@Ersatz@fur@Staatsmanner@steht)@ist@ebenso@denkbar ． Das@Deutsche@besitzt ， wie@die 

obigen@Bospiele@deutlich@machen ・ neben@einigen@wenigen@Ausnahmen@(vgl ・ trinken@>tranken)@nur@die@Moglichkeit ， 

solche@Formulierungen@mit@dem@Hilfsverb@"lassen" ， zu@realisieren ・ Das@Japanische@dagegen@verfugt@liber@eine@systema- 

tjschegrammatikalische  Fom, densog. Kausativ,deralsSVerhaleAnschlu 荻 onn  ～せる hzw. ～させる 別 - 

standegebracht@wird ・ Je@nach@Verbgmppe@unterscheidet@sich@die@Gestalt@des@Kausativs     

強 V: V  (l.  Stuf ㏄ a.Endung)+  ～せる 読ませる，書かせる、 言わせる etc   

蜀弓 V  : V+ ～させる 開けさせる、 見させる、 食べさせる etc   

"" 。 。     回 散歩させる、 勉強させる、 スピー テ させる 

不 V 来る : こ + ～させる 来させる 

助 eEndungen  ～せる bzw  . ～させる deuten  由 raufh;n,d 棚 d;esesich  w 毛 ein  弱 V  verhdtenund  weilerm0d 市 zien 

werden@konnen ・ Hier@einige@Beispiele@der@Modifikation ， wobei@das@5@@V@ ra@t}]@ zur@Grundlage@gelegt@wurde:     

a ㎏ em.hofl.Aussagefo 血 :  読ませます hofnlc 眩 eitsleereAussage:  読ませる 

3lgem ， hofl ・ Perfekt:     読ませました ho Ⅲ c 皿 ejtsleeresPe 什 flek(:  読ませた 

all 色 em.h6n.Negation     読ませません hoflichkeitsl ， Negation     読ませない 

a ㎏ em.h ㎝・ neg.Pe 血 fekt:  読ませませんでした ho Ⅲ chkejtsl.neg.Per 跨 kt:  読ませなかった 

a ㎏ em.hofn.tejru-Fo 皿 :  読ませています ho Ⅲ chkeitsl.teiru-F Ⅰ 血 :  読ませている 

eigener@Wunsch@hofl       読ませた い です e ㎏・ WunschhoflichkeitsL.:  読ませたい 

dazu@neigen@hofl       読ませたがります ぬ加 ne 睡 nh6 町 chkejtsl.:  読ませたがる etc.etc.etc   

einfache@Beispiele@von@Phrasen     

手紙を書く づ 手紙を書かせる einen@Brief@schreiben@lassen 

シャツを洗う つ シャツを洗わせる                                       

家に来る づ 家に来させる nach@Hause@kommen@lassen ， einladen 

家へ 帰る づ 家 へ 帰らせる nach@Hause@gehen@lassen ， schicken 

学校に行く づ 学校に行かせる zur@Schule@gehen@lassen 

切符を買 う 

さっぷ 

づ 切符を買わせる Fa 硅 k 抽 en  kaufen  @assen 

お金を払 う づ お金を払わせる bezahlen  lassen 

子供を生む づ 子供を生ませる ein  紬 nd  geb 行 en  lassen 

勉強する づ 勉強させる lernen@lassen 

ここまで来る づ ここまで来させる 団 s ㎡ erherk0mmenl ㏄ sen 

森さんを呼ぶ づ 森さんを呼ばせる                                       

wichtig     

AlsA Ⅱ emadve  zurgenannten  F0rm  desKausat テ vs が btese Ⅰ neKurzfoml, 田 eslallderEndung  せる mil す gebildet 

w 廿 d: 書かせるづ書かす ， 洗わせる づ 洗わす ， 来させる づ 来さす，食べさせる づ 食べさす、 させる り さす etc   
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Gebrauch@ des@ Kausativs@ im@ Satz     

Nachdem@Sie@sich@ein@wenig@an@die@Bildung@des@Kausativs@gewohnt@haben ， beschaftigen@wir@uns@mit@der@Bildung@des 

Kausativs@auf@der@Satzebene     

Grundsatzlich@gibt@es ， wie@die@eingangs@erwahnten@Beispielsatze@1@und@2@verdeutlichen ， zwei@Typen@von@Satzen ， die 

mit@dem@Kausativ@gebildet@werden ， Die@Ubersetzung@des@1.@Satzes@lautet     

    私は ぺトラ を立たせました。 

Satz  lzeiglan,d 蕪 derVer ㎡ asser 鮭私 )eine 荻 derePers0n  (= ペトラ )etwastun  l 穏 t 行立つ ).Die Ⅲ gemeine(ide- 

a Ⅱ sie Ⅱ e)F0melf 血 solcheS ゑ lzelautet     

A  は B  を V  (Kausativ) 

In@den@meisten@Fallen@handelt@es@sich@bei@A@und@B@um@menschliche@Wesen ， wobei@auch@Falle@wie@ 。 Der@Bus@lafit@mich 

w 血 en ‥ ， "DerDompte ℡ lieBdenL6wenM 血 nchenmachen."etc.denkb 荻 sind,d.h.H 杣 dIungs 廿 agerausmachen,d 跨 

neben@Menschen@auch@Tiere@oder@Personifikationen@sein@konnen   

Injedem@Fall@macht@das@Pradikat@eines@solchen@Satzes@ein@intransitives@Verb@aus@und@das@"oUekt" ， das@zu@einer 

Handlung@bewegt@wird ， wird@mit@dem@Partikel@$ ・ markiert ， Der@Verursacher@(mesit@das@Thema@des@Satzes)@muB ， wie 

in@vielen@Fallen@japanischer@Satze ， auch@hier@nicht@unbedingt@erwahnt@werden   

Im@folgenden@finden@Sie@einige@einfache@Beispiele@nach@der@genannten@Formel       
私は旅行を終わらせます。 Ich 肚 sed;eReisezuEndegehen   

彼はいつも友だちを 待たせます。                                                               
あ に ま士うと な 

兄が 弟を泣かせました。 Der 肝 o8eBmderbrachtes ㎡ nen ㎞ nenBmderzmlWeinen.(weinen 休 sen) 
WiM:  .b  h 

先生が皆を笑わせます。 D 。 rL 。 睡 。 ， bnngtall 。 ， "mL" 。 h 。 n                               
こうえん あ そ 

おばあ さんが子供を 公園で遊ぼせています。 DieomalaBtdieKj"d 。 ， ㎞ Parkspi 。 I 。 n   

Die@Ubersetzung@des@2.@Satzes@lautet     

2. 2 ヒャエ ル君は今お母さんに 自分の部屋をかたづげさせています。 

Ⅱ eserSatz  ze 申 an,d 部 derVer 皿 l ぬ ser ヤエル )eine ㎝ derePerson  鮭 お母さん )lm  Ⅲ nblick  aufejn  旦里 三 % 

鮭 部屋 )etwastun 朋 t しかたづける )   

Die@allgemeine@(idealisierte)@Formel@fur@solche@Satze@lautet     

A  は B  に C  を V  (Kausativ) 

Auch@bei@dieser@Formel@stellen@A@und@B@in@der@Regel@menschliche@Wesen@dar ， wahrend@ C@je@nach@Kontext@sowohl 

menschliche ， als@auch@nicht@menschliche@Wesen@ ("OUekte")@sein@konnen ・ Das@Pradikat@eines@solchen@Satzes@mu6@ein 

transitives@Verb@ausmachen@und@das@in@der@Formel@als@B@genannte@Wesen ， das@zu@einer@Handlung@bewegt@wird ， wird 

mit@dem@Partikel@ @@markiert ， Im@folgenden@finden@Sie@einige@einfache@Beispiele@nach@der@genannten@Formel     

先生は学生に 漢字を読ませました。 
Der@Lehrer@lie6@die@Studenten@Ka@i@lesen   

いぬ 

私は犬に新聞を 持ってこさせました。 
Ich  heB  den  Hund  die ゑ i 田 ng  bhngen   

ちち くすり 

お医者さんが 父に薬を飲ませたがっています。 
Der@Arzt@mochte@meinen@ Ⅴ 3ter@Medikamente@einnehmen@lassen   

しりよう さ ；     

社長が森さんに 資料を探させています。 
Der@Chef@laBt@gerade@Frau@Mori@die@Unterlagen@suchen   

両親は私にたぼこを 吸わせたくあ りません。 
Meine@Eitern@mochten@nicht ， da6@ich@rauche   

どうぶつえ ん 

先生が大勢の 子供に動物園の 前の道を渡らせています。 
おおぜ @   わた 

DieLe 捷 ehn  l 蕪 tgeradedie で ndersch 町田 eS 迂拙 evordem  Zoou ㎏ rqueren   
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beach Ⅰ e: 

Halten@Sie@bitte@die@wichtige@Tatsache@fest ， da6@der@Kausativ@im@Japanischen@in@einem@normalen@Kontext@nur@dann 

benutzt@werden@darf ， wenn@der@Verursacher@der@Handlung@sozial@ebenbiirtig@oder@hoherstehend@als@der@Hand- 

lungstrager@ist ， Mit@anderen@Worten@"darf@z ， B ・ der@Lehrer@seinen@Kollegen@oder@die@Studenten@einen@Text@libersetzen 

lassen ， Der@Student@"darf"@auch@seinen@Kommillitonen@einen@Text@libersetzen@lassen ， aber@auf@keinen@Fall@den@Lehrer ， 

dervon  einem  Studierenden  ㊤ H 卸 dlun き s 甘且 ger)ausbe 甘 achtet,sozial 出山里 steht     

      ほしゃく 

先生が学生に 文を翻訳させました。 "oben"  nach  "unten" 

A 先生が B 先生に文を翻訳させました。 "gleich"@zu@"g Ⅰ   i   h" 

学生の A 君が学生の B きんに文を翻訳させました。 "gleich"@zu@"gleich" 

a ㎏ rmich(:   "     生が先生に                     き せました。 "u 皿 ten" nach "0ben" 

Erne@Ihnen@nicht@bekannte@Person ， die@Sie@im@Deutschen@m@@   einem@"Sie"@anreden@wurden ， kann@man@im@Japanischen 

auch@im@Sinne@der@Ehrerbietung ， die@man@ihm@entgegenbringt ， in@die@Kategorie@der@sozial@Hoherstehenden@einreihen   

Diese@durfen@somit@auch@nicht@mit@einem@Kausativ@in@Zusammenhang@gebracht@werden   

(Ausgeklammert@wurde@hier@die@absichtlich@unhofliche@(beleidigende)@Anwendung@des@Kausativs@gegeniiber@Hoherste- 
hende ， Im@iibrigen@erfahren@Sie@im@kommenden@Semester ， wie@die@Handlung@des@Hoherstehenden@von@einem@Sprecher ， 

der@ihm@defer@steht ， beschneben@wird ， (Grammatik@3.@Semester ， Lektion@1@und@2) 

beachte@ ferner     

Wie@Sie@aus@den@Beispielen@entnehmen@konnten ， werden@die@allermeisten@Verben@durch@Umformung@mit@Hilfe@der@En- 

dung  ～せる / ～させる zum  Kausativ  verwandelt. 付 ler 山 ngsgibtese;n@ewen ㎏ e  F 皿 e,in  denen  intrans 田 ve 

Verben@nur@durch@ihr@transitives@Pendant@zum@Kausativ@gebracht@werden@konnen ， Folgende@Verben@gehoren@dieser@Aus   

n 荻 meregelung ㎝     

intransitiv 庁 anSlt@V   乗せる (e@nsteigen  Iassen,hochslellen) 

(aussteigen)   
起きる (au 氏 tehen) 起こす (w ㏄ ken) 

寝る (scM 荻 en) 寝かす / 寝かせる (bett 。 n,sch Ⅸ en  (legen) 睡 sen) 

Diese@genannten@intransitiven@Verben@konnen@nicht@nach@der@eingangs@erwahnten@Formel@zum@Kausativ@umgewandelt 

we,den.S0etw ぁ wie 奉 ゑゑ ゑ ode, 持 ゑ使 まゑ ， 蒔 蓑葦 まゑ 拝ま まゑ g;btesnjchtim  Japanischen   
DieseweFdenmitH Ⅱ 偽 三 %e で 甘皿 s 面 ven  Pend ㎝Ⅰ 尽囲 sKausaHv  且 ebraucht.UnterBe 田 cksichHgung  de Ⅰ 0ben  gen 帥 )nten 

Satzformein@ergeben@sich@fur@diese@Verben@folgende@Satzbeispiele     

ペトラはおばあ さんをバスに 乗せました。 Pe 廿 alieB  田 eomain  den  Buseinsteigen. 鮭 h 目付 叶 由比 D 

ペトラは弟におばあ さんをバスに 乗せさせました。 P. ve, 皿拙 ledenkleinen  Bmderderomazu  he 旋 n,in 
den@Bus@einzusteigen   

ペトラはおばあ さんをバスから P. lieB  山 eomaausdem  Busaussteigen. 鮭 h 囲 fi 計むぬ       

ペトラは弟におばあ さんをバスから P.ver 血邸 teden 皿 einen  Bmderderomazuhel た n,aus 
dem@Bus@auszusteigen   

ペトラはおばあ さんを起こしました。 Pe 廿 aweckte 田 eoma   

ペトラは弟におぼあ さんを起こさせました。 P. Ⅱ eB  denkleinen  Bmde で 田 eomaw ㏄ ken   

ペトラはおばあ さんをふとんに 寝かせました。 Petra@bettete@die@oma@auf@das@Futon   

ペトラは弟におばあ さんをふとんに 寝かせさせまし 7 も P. lie8  denkleinen  B Ⅲ der 田 eomaaufsFuton  betten   

Inden  ㎞ ergen 杣 nten  Fallen,wo  die 廿 ansitiven  Verben  ，起こす soMe  寝かす zum  Einsatzkom- 

men ， greifen@die@oben@im@Haupttext@beschriebenen@Vorgange@nicht@mehr ， Bei@den@paarweisen@Beispielen@haben@entwe- 

derderVera ㎡㏄ serselbst し Petra) ㏄ erderBeau 価 a 寡 e し B Ⅲ der)weitestgehenddieRolledesH 杣 dlung 甘架 erso ぬ r- 

nommen ・ Der@eigentliche@Handlungstrager@(=0ma)@ bleibt@dabei@@@   Gegensatz@zu@den@herkommlichen@Kausativsatzen 
ziemlich@handlungsarm ， Er@wird@fast@schon@wie@ein@Gegenstand@behandelt ・ Selbst@bei@dem@Satz@mit@der@Kinderschar 

(siehe@letzte@Seite@unten) ， wo@die@Kinder@von@ihrem@Wesen@und@von@der@Situation@her@als@unselbstandig@betrachtet@und 

von@der@Lehrerin@geleitet@werden ， uberqueren@(@-5@intr ， )@diese@die@StraBe@immerhin@durch@eigene@Krafte   
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2. Das  Passiv  受 け身 
Bildung@ des@ PasS     vs 

DasP 柊 s 汁 w 廿 dim  Jap 皿 ischendurchAnhangenderEndungen  ～れる hzw. ～られる andenVerbst 皿 nm  ge 団 ldel   

D 泊 seEndungenen 尽 tehend 皿 chunterscme 山 icheVerh 興 ppen: 
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。 " 。 "     回 は っ jj ん   
発音される、 案内される、 テストされる 

不 V 来る : こ + ～られる 来られる 

団 epaSsivjschen  Endungen  ～れる bzw. ～られる deutend 打 aufhin,d 弼 dieseSiCh  wieeln  @@  v  Ver 鱒 lten  und  enl- 
串 rechend  weiterm 山市 zjertwerdenkonnen. ℡ ereinigeBeispie@ederM 山市 katlon,wobejdas 強 V  「選ぶ」 (w 狙 en) 

(z.B.im  Sinnevon  "einenPr 封 dentenw 卸 en")zurGrundlagegeleglwurde: 

allgem.hon.Aussagefor ℡ 選ぼれます hoflic 枯 eitsleereAussage:  選ぼれる 

allgem ， hofl ， Perfekt: 選ばれました hofhic 欣 eitsleeeresPerfekt:  選ぼれた 

allgem ， hofl ・ Negation     選ばれません hoflichkeitsl ， Negation     選ぼれない 

aIIgem.h ㎝・ neg.Perfekt:  選ばれませんでした hofJichkeilsl.neg.Pe は 「 flekt:  選ばれなかった 

aIIgem.hofl.te  iru-For ℡ 選ばれています ho 皿 chkeitsl ． teiru-Fom  選ぼれている 

eigener@Wunsch@hofl       選ばれた い です eig.Wunschhoflichkeitsl.:  選ばれた い 

ぬム lneigen  h6n       選ばれたがります 面 簗 ne ㎏ en  ho ㎝ chkeitsl.:  選ばれたがる 

etc.etc.e 屯 c. 

hierei ㎡ geBeispieleaufderWonebene     

読む - つ 読まれる gelesen@werden 

生む づ 生まれる geboren  wer ⑭ n 

塞 串 く づ 書かれる gesch 「 deb 。 "w 。 ㎡㎝ 

話す づ 話される gesprochenwerden 
  
一フ 一 口 一 " 言われる gesagt@warden 

お ，，る ）   おこられる gemglw ㎝ 曲 n 

消す づ 消される geloschlwe ㎡ en 

ぬすむ づ ぬすまれる gest0hIen  w ㎡ en 

打つ づ 打たれる geschIagen  w ㏄⑭ n 

呼ぶ づ 呼ばれる gerufen  werd ㎝ 

考える づ 考えられる ge 由 chtw 鍾 den( ㎝ genommen  we 』 en) 

建てる づ 建てられる e ㎡ chletw 頷 den 

とめる づ とめられる 租 gehalten  we ㎡ en 

ほめる づ ほめられる gelobtwmden 

忘れる づ わすれられる "ergessen  w ㎡ en 

  
Das@Passiv@des@Japanischen@laBt@sich@von@seiner@Funkt@   n@her@in@zwei@verschiedene@Gruppen@unterteilen     

1.@ das@ "Ubersetzungspassiv"@ mit@ einer@ Sache@ als@ Thema@ /@ Subjekt 

2. das "japanische" Passiv mit einem Menschen als Thema / Subjekt 
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l."Ubersetzunpspassiv"@ mit@ einer@ Sache@ als@ Thema/Subjekt 
Der@Gebrauch@des@folgenden@Passivs@hat@sich@erst@in@der@Meiji-Zeit@durch@Ubersetzungen@westlicher@Werke@ins@Japa- 
nische@etabliert ， Hier@nehmen@Gegenstande@("unbeseelte@Di@nge")@die@Stellung@des@Themas@bzw ， Subjekts@eines@Satzes 

ein@und@beeinflussen@je@nach@Kontext@ein@anderes@objekt@oder@ein@beseeltes@Wesen ， Mit@anderen@Worten@sind@Passiv- 

satze ， die@in@der@deutschen@Sprache@vor@allem@in de て fo ⅡⅡ ユ 0llken かいき 1“esprochenenヾprache「nd（nヾachtexten」orkominen fcy ， c ， 
wiez.B."DieKonfe,enzw ℡ deum  2  U 舟 ver ㎝ staItet." 会議は 2  時に行われた。 ， s 甘 eng  genommen  nichtjapani- 

schen@Ursprungs ・ Trotzdem@wird@heutzutage@dieses@"Ubersetzungspassiv"@auch@in@derjapanischen@Sprache@bedenkenlos 

benutzt ・ Die@einfachste ， idealisierte@Formel@eines@passivischen@Satzes@lautet     

N (unbeseelt) は / カぎ V (Pass;v) 

Das@verbale@Pradikat@ist@dabei@in@aller@Regel@ein@transitives@Verb   
・ " 。 ぼ " 

試合が行われます。 Ein  spo 「 lilCherWettk ㎝ npfw 廿 d  ver 皿 s ぬ ltet   
  

新聞が売られています。 Zeitungen『erden」erkauft ， 

この木はよく 読まれています。 Dieses@Buch@wird@geme@gelesen   
きか @   

便利な機械が 作られました。 Praktische@Maschinen@wurden@hergestellt ・   
、 ， 、 

私の部屋はいっも 掃除されています。 Meinzimm 。 ， iStimm 。 ， g 。 p"t,t. 

In  allerRegelfallen  auch  passivisch  fomu Ⅱ eneSitzeetwas 憶 ngerausund  werden  hau ね g  ㎞ tZeit,un Ⅳ oderorb. 

生壁 垂竺 nsowie  durch  sonstjge 上 二空三生壁立 パ z.B 。 Personen 館 gabe)erwejte 丘   

D 町 ausergeben  sich  neue(idealisierte)Fomneln: 

N  (unbeSeeIt)  は．Ⅰが ZEIT  ( に )  V  (PaSSiv) 

N  (unbeseelt)  は /  が 、 、 ORT  ( で )  V  (Passlv) ・ 

N  (unbeseelt)  は /  が ERGANZUNG  V  (Passiv) 
@  u  d  o 

3 月にこの町でじゅうど う の試合が行われました。 

㎞ M 牡 zwurdeindlese Ⅰ S ぬ dtejnJudo-WetT 荻 npfve 旺 anst 囲ユ tet   

ドイッでも駅で 新聞が売られています。 
AuchinDeulschIand  werdenm  B 曲 nhof 石 tungen  verkauft   

メキシコではスペイン 語が話されています。 
InMexiko  wird  Spanisch  gesprochen. 

JAP 棚 Ⅲ MES と 言 う 新聞は英語で 書かれています。 

Die ね tungnmensJAR び TIMESistinEnglischgesc 血 eben. 

大学の図書館にはめずら し L,@ 本が集められています。 。 。 
Inder ㎎ gjbteseine  Sa ㎜ lungvon  seltenenBUchem.(B.wurden  gesammeltund  stehendo 「 t) 

デュースブルク 大学のいくつかの 建物は「クッキ 一の かん 缶 」と呼ばれています。 、 
Ein ㎏ ederDuisburgerUniversi ぬ低 gebaudewerden  "Keksdosen"gen 皿 nl. 

かん た 

「クッキ一の 缶 」は 10 年ぐらい前に 建てられました。 
Die@ "Keksdosen"@wurden@vor@ca ． 10@Jahren@erbaut ． 

この本は日本でよく 読まれています。 
Dieses@Buch@wird@geme@in@Japan@gelesen   

きか レ   

この便利な機械は 去年ここで作られました。 
Diesepr 荻 tischeMaSchinewurdeletzlesJ 血 ㎡ erhergestelIt. 

                                        は 昔から日本人に 歌われています。 

Das@Heidenroslein@wird@seit@langer@Zeit@von@Japanern@gesungen   

英語は世界中の 国の人に話されていること は です。 
Englisch@ist@eine@Sprache ， die@von@Menschen@aller@Lander@gesprochen@wird   
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Zwei@Sonderformen@des@sog ， Ubersetzungspassivs@sollen@hier@noch@am@Rande@erwahnt@werden: 

Bei@Naturereignissen ， die@einen@EinfluB@aufein@objekt@(Mensch@oder@Sache)@ausuben@(z ， B ・ "Durch@die@Uber- 

schwemmung@wurden@vi   Ⅰ   Hauser@weggesp Ⅱ   t")@bedient@man@si   h@auch@dieser@PasSvform ， anstatt@den@Satz@akt@@   zu 

formulieren ・ Dabei@wird@das@Ereignis@mit@dem@Partikel-??@("durch" ， "wegen")@markiert ， D@@   Formel@hierftir@lautet     

NatuFereignis  で N  が V  (Passiv) 

まと . わ 

Durch@einen@starken@Regen@wurden@Fenster@zerstort ・ 

強い雨で窓が 風で物が飛ばされました。 一 、 壊されました。 Durch@den@Wind@wurden@Sachen@weggeweht   

。 火事で家が焼かれました。 ・Ⅰ 、 、 。 Durch@ein@Feuer@wurden@Hauser@niedergebrannt ・ 

Wenn@ein@menschlicher@Handlungstrager@in@einem@Passivsatz@auftaucht@("Etwas@wird@durch@e ・ Person@gemacht") ， wird 

nebendem  P 荻 Hkel に beiwichtigeren  Ereignissen  v0r  allem  die  Fo Ⅰ mu Ⅱ erun 弩によって benutzt.Diesent- 

spricht@dem@"durch"@@@   Deutschen ， und@zwar@im@Sinne@von@"durch@die@Hand@von" ， (Wenn@Herr@Meier@sein@Gartenhaus- 

chen@baut ， ist@das@fur@die@Allgemeinheit@kein@wichtiges@Ereignis ・ Hier@wiirde@man@auch@im@Japanischen@weder@ein@Pas- 

siv  noch  山 eFo ㎝Ⅲ 毛 rung  マイヤーさんによって benulzen.Wennaberderbe ㎡ tul)te 八 ㏄ MleklXY  e ㎞ meaterhaus 

baut ， ist@der@Gebrauch@des@Passivs@nach@der@folgenden@Formel@angebracht:) 

N*  は /  カぎ PERSON  によって V  (PaSSiv)  ,  als  N  kommen  h;erauch  Menschen  in  Frage 

F A U S T@ G o c i h   
ファウストはゲーテによって 書かれました。 Der・   

そして、 この美術館は び、 。 ， ) ば 。 ・ た によって日本語に ) Ⅳによって建てられました。 た 翻訳されています。 Und‘r『urde‥urch々Y（ns゛apanische（ibersetzt ・   Dieses@Kunstmuseum@ wurde@durch@XY@erbaut ・ 

モナリザはダヴィンチによってかかれた 画です。 M0na Ⅱ saist 目 n  Gemalde, 曲 Sv0n  面 VincigemaltWrde   
あ んさつ 

A は B によって暗殺 ( 弍皿 orden) されました。 A@wurde@durch@B@ermordet ・   

2.@ "japanisches"@ Passiv@ mit@ einem@ beseelten@ Wesen@ als@ Thema@ /@ Subjekt 

Bei@diesem@Passiv@wird@ein@"beseeltes "beseeltes仝esen"・ 

sens@direkt@beeinfluBt ． Wie@die@Uberschrift@schon@darauf@hindeutet ， handelt@es@sich@bei@diesem@Passiv@um@eine@Form ， 

die@bereits@vor@der@Beriihrung@mit@dem@Westen@in@der@japanischen@Sprache@existierte ・ Genau@genommen@ist@das@japani- 

sche@interpersonale@Passiv@nur@dann@anwendbar ， wenn@der@"Verursacher"@auf@den@Handlungstrager@entweder@einen@posi ， 

tiven@oder@negativen@EinfluB@ausiibt ・ Mit@anderen@Worten@ist@dieses@Passiv@nur@solange@mit@dem@deutschen@Passiv 

identisch ， wenn@es@Situationen@in@der@Art@von@"Die@Maus@wurde@von@der@Katze@aufgefressen"@(=negativer@EinfluB) 

oder@"Ich@wurde@vom@Lehrer@gelobt ・ "@(=positiver@EinfluB)@wiedergibt ， Herrschtjedoch@eine@"neutrale"@Situation ， ist@das 

(deutsche)@Passiv@nicht@mehr@ins@Japanische@ubertragbar ， So@ist@ein@Satz@wie@ 。 Ich@wurde@von@Mrs ・ Jones@in@der@eng- 

llschen  Spracheunte ㎡ chtet."oder"ErwurdevonFrauMiillerbesuchl." ㎞ Japamischen  nichtbiIdb 荻 bzw.wwUrde 

dortejneungewolltenegativeBedeutun 蛙 m  SinneeinesL 空唾 卍雙旦亜 mpljzieren. 団 e ロ ㎏ rselzungen  私はジョーン 

ズさんに英語を 教えられました。 / ー さんに訪ねられました。 werden  nurin  einem  besl@mten 

Kontext@benutzt ． (Das ， was@Mrs ・ Jones@mir@beigebracht@hat ， war@furchtbar ・ Ich@leide@immer@noch@damnter ・ /@Er@wollte 

nicht ， da6@Frau@Miiller@ihn@besucht ・ Es@ist@ihm@hochst@unangenehm ， da6@sie@ihn@besucht@hat ・ ) 

Die@allgemeine@(idealisierte)@Formel@fur@das@sog ・ japanische@ Passiv@lautet     

Person Ⅰヰま / Person 2 f= V(Passiv Ⅰ 

私は母に起こされました。 Ich@wurde@von@meiner@Mutter@geweckt   

子供がお父さんに 叱られています。 Das@Kind@wird@gerade@vom@Vater@geriigt     
森さんは警官に 注意されました。 Frau｀ori wurde」om Polizisten verwamt ・ 

どろぼうが警察の   犬に噛まれました。 DerEinbrecherW ぽ devon  ejnem  Poljzeihund  gebissen   
そ @ ヱ             
祖母は家族の 人に大切にされています。 MeineGro8muner ㎞ rd  v0n  denF ㎝ ilien 血 lg № dem  gutbeh ㎝ delt   ぬ 別 、 

彼は皆に愛されています。 Er@wird@von@alien@geliebt   
そた 

森さんはおばあ さんに育てられました。 Frau  M.wurdevon  deromaaufgezogen   
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Im@normalen@Sprachgebrauch@trifft@man@eher@Passivsatze@an ， die@durch@verschiedene@Erganzungen@erweitert@worden 

sind ・ Es@sind@vor@allem@Erganzungen@durch@objekte ， Wahrend@es@im@Deutschen@moglich@ist ， in@einem@Passivsatz@das 

Objekt ・ das@dem@Handlungstrager@zugewiesen@ist ， zum@Handlungstrager@zu@deklarieren@ (z ・ B ・ "Meine@Brieftasche@wurde 

von@einem@Taschendieb@entwendet ・ "@(Brieftasche=Handlungstrager)@oder@z ・ B ・ "Mchaels@Gesang@wurde@von@alien@ge- 

lobt ， "@(Gesang=Handlungstrager) ， kann@im@Japanischen@das@objekt@kein@Handlungstrager@werden ・ In@diesem@Sinne 

sind@die@folgenden@Ubersetzungen@dieser@beiden@deutschen@Satze@zwar@grammatikalisch@korrekt ， aber@unjapanisch 

und  s0milnicht 荻 zeptabel     

"""""' """  。 。   " 一 """ 。 "   。 " 。 """" 抹 一   
Die@korrekte@Ubersetzung@der@Satze@lautet     

私はお財布をすりにぬすまれました。 ヒャ エル君は皆に 歌をほめられました。 

Mt@anderen@Worten@bleibt@im@Japanischen@immer@das@beseelte@Wesen@der@Handlungstrager ・ Diese@fur@das@deutsche 

Denken@etwas@ungewohnlichen ， schwer@iibersetzbaren@Ponnulierungen@("Ich@wurde@meiner@Brieftasche@entledigt"; 

"M ・ wurde@des@Gesangs@wegen@von@alien@gelobt ・ ") ， sind@im@Rahmen@des@oben@beschriebenenjapanischen@Passivs 

durchaus@logisch@und@einleuchtend ， Denn@die@Brieftasche@selbst@kann@nicht@durch@den@Vemrsacher@negativ@beeinfluBt 

werden ， sie@selbst@kann@als@unbeseeltes@Wesen@nicht@leiden ， Genauso@wenig@kann@sich@der@Gesang@als@solcher@freuen   

Die@allgemeine@idealisierte@Formel@fur@einen@erweiterten@Passivsatz@lautet@unter@Berucksichtigung@dieser@Tatsache     

  Person  l  は /  が Person  2  に Objekt  を V  (Passiv)   

私はどろぼうにお 金をぬすまれました。 Cund  nicht: 私のお金がどろぼうにぬすまれました。 ) 

M 丘 wurdevon  einem  Dieb  Geldd  gestohlen. 
けいがん   

( 私は ) (""d 。 ; 。 ht: 車が‥ . 

Mir@wurde@vom@Polizisten@das@Auto@angehalten   

じゆうしよ たず 

そして、 ( 私は警官に店双と 住所を尋ねられました。 (""d"i 。 ht 喀 前と住所が・‥ ) 

Und  ichwurdevoni ㎞ nach  meinem  N 拠 en  und  m ま nerAdressegefragt. 

お父さんは子供に 大事なカメラを 壊されてしまいました。                         カメラが‥ . 

たいじ こ わ 

Dem  VaterwurdevomKlnd  diekostb 釘 eKmerakaputtgemacht. 

イタリアに行ったとき、 かばんをとられそうになりました。 (Pe,s. 目 Ch;Pe,S.2=Dieb) 

DmaIs,alsich  nach  Ilalien  fuhr,istmjrbeinahedieTaschegeslohlen  worden. 
ともだち ， そ 

あ なたは友達に 嘘をつかれたことがあ りますか。 (""d"i 。 tlt 噸が・‥ ) 

SindSieSChonmalVonI ぬ emFreUndbelogenWorden? 
は っおん 

ル君は先生に 日本語の発音をほめられたので、 とても う れしそうでした。 

Weil@Michaels@Aussprache@im@Japanischen@vom@Lehrer@gelobt@wurde ， sah@er@sehr@gliicklich@aus   

，そ なんど 

森さんにコンサートに 誘われたかったので、           「コンサート」と 言うことばを 使いました。 

W"eiljch  vonFrau  Morizum  Konzen  eingeladen  werden  wollte,habe;ch  wiederholldasW0n  "Konzen"benutzt. 

昨日散歩していたら、 さ んぱ 人に覚国語で 道を尋ねられたので、 たず 教えることができませんでした。 
Als@ich@gestem@spazierenging ， wurde@ich@von@einer@Person@in@einer@Fremdsprache@nach@dem@Weg@gefragt ， so@daB@ich 

№ (denWeg)mchterk 肪 enkonnte. 
      A@ ま う ぜん （     

「来週の試験では 今まで勉強した 文法全部がテストされます。 」と先生に言われたので、 

学生たちはとてもびっくりしました。 
Weil@wir@vom@Lehrer@gesagt@bekamen ， daB@bei@der@Priifung ， die@in@der@kommenden@Woche@stattfindet ， samtliche 

bi   jetzt@ge Ⅰ   rnte@Grammatik@getestet@wird 、 waren@wir@vollkommen@uberrascht   
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Eine@weitere@Besonderheit@desjapanischen@Passivs@trifft@man@in@solchen@Fallen@an ， in@denen@ein@(beseelter)@Handlungs- 

trager@von@einem@unbeseelten@Veranlasser@positiv@oder@negativ@beeinfluBt@wird ・ Wenn@es@z ， B ・ uberraschend@zu@reg- 

nen@beginnt ， kann@man@im@Deutschen@haufig@keine@passivische@Formulierung@daraus@ableiten@("ich@wurde@beregnet")   

M 皿 wbrdeh6chstens"Ich  wurdevom  Regenbbe Ⅱ ascht."sagen.Im  Japanischen@tsichein  solcherVorgango ㎞ e 

wejte,esv0nAkdv  jnsPassiv  umwandeln: づ ( 

D 恭 hegtd 荻町， d 穏 auch 田 erderGmndged 皿 kedesjap 血 schenP ㌍ sivs"einH 舘 dlungs 廿 ager ヒ私 )wird  voneinem 

Veranlasser@(=M)@positiv@oder@negativ@beeinftuBt"@seine@Wrkung@beibehalt   

Derselbe@Effekt@gilt@auch@fur@Situationen ， in@denen@der@beseelte@Veranlasser@keine@Absicht@hat@(oder@zumindest@keine 

Absicht@mehr@haben@kann) ， dem@Handlungstrager@einen@Schaden@zuzufiigen@oder@ihn@positiv@zu@beeinflussen   

bin  se Ⅲ m 打 k 荻 tes(m ぬ abres)Beispielw 計 e,wenndiePerson  A  stirbtund  derFreund  von  A  davon  ともたち be な 0 節 en iist.  In 
derr 荻 tiven  Formlulierun 亀 hjeBedasin  etwa:"MeinFreund  A  istgestorben.Ich  bjn  se 拉 traung." 友達の A  さんが死 
にました。 私はとても悲しいです o  Wah 血 end  ein  soIcherUmstand  im  Deutschen  aufg 町 keinenF 皿 passivisch 

darstellbar@ist@"Ich@bin@von@meinem@Freund@A@bestorben-worden ， "@ist@dies@im@Japanischen@durchaus@moglich     

私は友達の A  さんに死なれてとても 悲しいです。 DabeiistderVeranIasser 鮭 Freund  A)wjegesagtnichlgestor- 

ben,um  dem  HandIungs 廿 ager 鮭 ich)mitAb ぉ chlnegativ  zu  beeinnussen.DerVorgang  desTodesistso  gesehen,d.h   

vonderPerspekbvedes"Ver ㎡ assers"ausgesehenkeinenegabve,s0ndem  einesozusagen  一 ; 
denn@er@ist@weder@absichtlich@gestorben@noch@wollte@er@sozusagen@durch@den@Tod@seinen@Freund@argem ・ 

Die@Ubersetzung@ernes@solchen@Passivs@geht@nur@iiber@den@Umweg@"von ， ， ・ ubeirascht@werden"@oder@"unter ，・， leiden"   

Die@allgemeine@Fonnel@fiir@diese@Art@vonjapanischen@Passivsatzen@lautet     

Person  l  は /  が Sache  に V  (Passiv) z.B  .: 

Person Ⅰ ひよ / Pe 丘 son 2 f= V(Passiv) z.B.: 私は友達に死なれました。 

Im@Gegensatz@zu@der@bereits@auf@S ， 6@dieser@Lektion@gezeigten@Passivform@mit@transitiven@Verben ， wird@in@den@vor- 

liegenden@Fallen@in@aller@Rego@   ein@intransitives@Verb@als@Pradikat@benutzt ・ Weitere@Bospiele@di   ses@gewohnungs- 

b ㎝ 血価 gen  Passivshnden  Sieim  f0lgenden,wobeidieersteFomeIo れ auch  血 lNatu 中 h 血 omeneg 。 lg 。 Verbindung 
steht( vom  Regen  "be,egnet"we,den, 風に吹かれる vom  Wnd  "beweht"we,den, 台風に来られる 

vom  T ㎡ ぬ n  " 杣 geMIen"werdenetcJ 

となり 

隣の人に私が 飲んでいたビールを 飲まれました。 
Me ㎞ Nachb 荻 hatd 恭 B 泊 r,w ㎎ ich 甘 ank,we 籠眈皿 nken   

森さんは友達に 遊びに来られて 勉強することができませんでした。 
Frau@Mori@wurde@vom@Besuch@ihres@Freundes@iiberrascht@und@konnte@nicht@lemen   

彼は子供のとき、 お父さんに死なれました。 
ErWurdeinseinerKindheitvom  TodeseinesVatersdbe 圧養 cht. 

せ んたく き 

彼女にウールのセーターを 洗濯機で洗われてしまいました。 
MeineFreundinhatmeinenWollpulIover ぬ Ischlicherweise 血 derWaschm ㎎ c ㎡ negew ㎎ chen   

せ んたくもの かぜ   

洗濯物が強い 風に飛ばされてしまいました。 
D 町 ch  eInens 血 ken  Wlnd  w 皿 de(melne)WaScheweggewehl   

まいばんよな ；       こえ   

毎晩夜中に赤ちゃんの 泣く声で起こされます。                                                                         

Ich@werde@Nacht@fur@Nacht@vom@Geschrei@des@Babys@geweckt   

きのう 曲 三日、 オープンカ一でドライブしていたら、 困りました。 
A Ⅰ   ich@gestem@mit@einem@Cabrio@one@Spritztour@machte ， wurde@i   h@vom@Regen@iiberrascht   

せ んぶ   

すみません。 たばこを一本ください。 友達に全部吸われたので、 もう一本もあ りません。 

Tschuldigung ・ Geben@Sie@mr@bitte@eine@Zigarette ， Mein@Freund@hat@sie@alle@weggeraucht ・ Ich@habe@keine@einzige@mehr   
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3. Passivform  des  Kausativs  ～され る させられる 

Die@in@den@beiden@vorangegangenen@Abschnitten@behandelten@Formen@(Kausativ@und@Passiv)@lassen@sich@miteinander 

kombinieren ， Es@handelt@sich@genauer@gesagt@um@eine@passivische@Form@des@Kausativs ， Wenn@beispielsweise@die 

Mutterd 養紬 ndGem やさ 廿 :Se 1 、 ;‘ssen〕a6t ， wird‥ies［it？ilfe‥es”erkommlichen゜ausativs（ns゛apanische「bersetzt     
お母さんは子供に 野菜を食べさせました。 Von  d ㎝ Perspek(ivedesHandlun,s 血 ， e,saus,also  des で ndesaus 

gesehen,istdasEsseneinevom  Veranlasser 鮭 Mutter)beabsichtigte,alsnegatlv  zu  bewertendeVeranlassung,die 

n0maleWeise ㎞ deW Ⅲ㎏ gesc ㎞ eht.Um  dasLeid  鮭 P 養 sivital)bzw.den  Wder 冊 len  desHndeszum  Ausdmck  zu 

bhngen,w む dderKausativ  食べさせる」 nsPass;v  艶 brachl.D 荻 auser 目 b(sjch  derSalz  "Das て nd  w 肛 dever 血お t 

け ℡ de,ezwungen),Gemusezu  essen." 子供はお母さんに 野菜を食べさせられました。 

Allgemein@gesprochen@wird@beim@passivischen@Gebrauch@des@Kausadvs@ein@beseeltes@Wesen@durch@ein@anderes@beseel- 

tes@Wesen@zu@einer@Tat@gezwungen ， worunter@das@erstgenannte@Wesen@ Ⅰ   i   et ， D@@   Ubersetzung@dieser@Fonn@l   utet@ent- 

sprechend@"zu@etw ， gezwungen@werden" ・ Die@(idealisierte)@Formel@eines@solchen@Satzes@ware@dann     

Wesen@ 1@ [@@ Wesen@ 2@ tC@ V@(Kausativ@ +@ Passiv) 

DieBildungdespass@vischen  Kausativse ㎡「 武 0Igtfo ㎏ endem, 化 ㎝     

強 V  :  V  (l 。 Stufe:  a,Endung 汁 ～される 読まされる、 書かされる、 言わされる etc   

弱 V: V+ ～させられる 開けさせられる、 見させられる、 食べさせられる 血 

不 V する :  させられる 結婚させられる、 勉強させられる etc   

不 V 来る : こ + ～させられる 来させられる 

Wie@Sie@aus@dem@obigen@Schema@entnehmen@konnen ， wird@die@passivische@Kausativform@be@@   @S ． V@ heutzutage@nicht 

me 計 sturnach  dem  餌飢皿 atjkal 土 schen  Schema  "Kau5adv  +  Passiv" 穿 bildet. Ⅵ tanderen  Wonen  ㎞ rd  etwad ㏄ 

強 V  飲む nichtzuerstin  曲 sKausativ  飲ませる gebrachlund  ㎡ eein  弱 V  behandelt,indem  man  面Ⅰ㎝ 田 ePassiv- 

。 ndun,  ～られる anb,ing し also  飲む づ 飲ませる づ 飲ませ つ 飲ませ +  られる 二 飲ま 甘ゑれゑ ， sondem  diePassi 。   

endung  ～される w 丘 d  direktan  die  l.Stufe  desVerbs(also  entsprechendderbekannten  "n ぬ -Fo 皿 ") 飲ま～㎝ ge- 

schlossen,wod ℡ ch  dieFoml 飲まされる en(steht.(Man  k6nnteauch  diesesPhanomen  auf 山 e@  Abschn 血 lep 

wahn[eallemative  Kunfom  zu ㎡ c は 世臣 en,died 皿 n  en は prechend  abgewand ㎝ wkd: 飲ます つ 飲ま 俺旦黍 
En 尽 prechend  ve Ⅳ㎝ deln  sich  diedbr ㎏ en  強 V  zu  foIgendenFomlen: 

会う つ 会わされる zum  Begegnengezwungen  we,den (michl 会わさせられる ) 

歩く づ 歩かされる zum  Lau た n  gezwungen  werden (mich( 歩 かさせられる ) 

選ぶ つ 選ばされる zum  W 価 lengezwungen  werden (micht 選ばさせられる ) 

踊る づ 踊らされる z.UIT Ⅱ mZen  geZWUngen  W ㎝ den (nicht 踊らさせられる ) 

飛ぶ つ 飛ばされる zum  FIiegen  gezwungen  we,den (nicht 飛ばさせられる ) 

泳ぐ づ 泳がされる zum  Schw ㎞ men  gezwungen  werden  (nichl 泳がさせられる ) 

待つ づ 待たされる zum  W 血 en  gezwungen  w ㎝ den Cmichl 持たさせられる ) 

書く づ   (michl 儀 まさせられる ) 

etc.etc. 

月 lerdingswerdenalIe  強 V  ,diein  derleXikalis 跨 rtenForm  aufden  す -Lautenden,Me  z.B.d ㎎話す ， ㎞ ldersonst 

nichtme 血 dbl Ⅰ chen  (ursp 血 n 曲 chen)Foml ～せられる in  Verbindung  gebrachl.DasIiegtwohld 町 ㎝㎡ 棚 s0ns( 
ein  schwerauszusprechenderDoppellaul( ささ )entsteht: 

話す つ 話させられる zum  Sp,echengezwungen  we,den Cnich( 孟 さされる ) 

壊す つ 壊させられる zum  あ rst ㎝ engezwungen  werden (nicht 傾さされる ) 

直す つ 直させられる zum  Rep ㎡ erengezwungen  we,den (m テ eChl 値さされる ) 

消す つ 消させられる zum  Weg ㎡ schengezwungen  werden (mierl む 消さされる ) 
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㎞ folgendenfinden  Sieein ㎏ eBeispjeIezum  passivischen  Gebrauch  desKausativs     

                      こんし き 

友達の結婚式でスピーチをさせられました。 
Auf@der@Hochzeitsfeier@meines@Freundes@wurde@i   h@gezwungen ， eine@Rede@zu@halten   

そう じ て つだ 

子供のとき、 いつも家の掃除を 手伝わされました。 
Ich  w 町 de 杣 s 交 nd  i ㎜ e て zum  MitputzendesHausesgezwungen   

森さんはお母さんに 嫌いな野菜を 食べさせられています。 
Frau@Mori@wird@immer@von@ihrer@Mutter@gezwungen ， Gemiise ， das@sie@nicht@mag ， zu@essen   

もんだ       こ た                 trft. 

授業のとき、 私だ け 難しい問題を 答えさせられました。 
Beim@Untemcht@wurde@nur@ich@gezwungen ， schwierige@Aufgaben@zu@beantworten   

ご、 5 歳の弟が隣の 。 拙 。 とと " り 家の壁に絵をかいたら、 か， ぇ 私がそれを y け 消 させられました。 
Alsme 血 5-1 血 gerBruderdieWanddesNachb 打 hausesbemalte,wurdeich  gezwungen,dieBiIderwegzuwischen   

  まい は ん よな；   あ ；   め そ 

毎晩夜中に赤ちゃんに 起こされて、 遊ぼされました。 
IchwurdeNacht 市 rNachtvom  Babygewecktundwurdegezwungen,mtlhm  zu  splelen   

日本に行くと、 たいてい自分の 国の歌を歌わされますから・ 練習しておいたほうがい ， v です。 
Wenn  m 荻 nach  Japan  f は 田 ， wird  m 卸 m む stensgezwungen,n ㎡ erausdem  eigenenLand  zu  sjnge sod 邸 Siesie 

lieber@jetzt@schon@uben@sollten   

  
抽， 昔は好きでない 」 す 人と結婚させられることがあ りました。 
Friiher@wurde@man@gezwungen ， jemanden@zu@heiraten ， den@man@gar@nicht@mochte   

パーティ一の 後でコップをたくさん 洗わされました。 
NachderP 血 ywurdelch  gezwungen,vleleGl あ erzuwaschen   

  ぃちば んわる せき すわ 

一人でレストランに 入ると、 一番悪い席に 座らされることがよくあ ります。 
Wenn@man@alleine@in@en@Restaurant@hineingeht ， kommt@es@haufig@vor ， daB@man@gezwungen@wird ， sich@auf@den 

schlechtesten@Platz@zu@setzen   

@ こゆつ         か ん ご ふ に；                   にちの 

入院しているとき、 看護婦さんに 苦い薬を毎日飲まされました。 
Als@ich@mich@im@Krankenhaus@aufhielt ， wurde@ich@von@der@Krankenschwester@gezwungen ， jeden@Tag@ein@bitteres 

Medikamenlejnzune ㎞。 ". 

昨日電車が遅れて、 。 。 。 。 んしゃおく 一時間も待たされてしまいました。 ま 

Gestem  halslch  dleB 曲 n  verspaItet,sodaB  lch  gezwungen  w 打 ,elneganzeStundeaufslezu  w 血 en   

となり せき すわ ぜんぜんおもしろ わり l ガコし 

パーティ一で 隣の席に座っている 人から全然面白くない 笑い話をいくつも 聞かされました。 
Auf@der@Party@wurde@ich@von@dem ， der@neben@mir@saB ， gezwungen ， mir@eine@ganze@Reihe@iiberhaupt@nicht@witziger 

WtZeanZUh6,en. 

- つだ 

試験の準備で 時間がなかったのですが、 引っ越しを手伝わされました。 
          じゃん ぴ         

Obwohl@ich@wegen@der@Vorbereitung@auf@d ・ Prilfung@keine@Zeit@hatte ， wurde@ich@gezwungen ， beim@Umzug@mitzuhelfen   
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4. Bitte mit Kausativ  ～ (t 泄 てください 

団 eFomuljerung  derrelativ  hoflichen  助 tteum  eineHandlung  (z.B."essen  Siebitte" 食べてくださ V 、 、 )wWde ぬ - 

reits@im@vergangenen@Semester@behandelt ・ Hier@geht@es@um@die@Kombination@dieser@Form@mit@dem@Kausativ ・ Im@Sinne 

von@"lassen@Sie@mich@bitte@das@und@das@tun" ， also@bei@einer@hoflichen@Bitte@urn@die@Eriaubnis@fiir@eine@Handlung ， wird 

㎝ denubljchen  Kausativ  ～せる / ～させる dieEndungderB 血 e  ～てください 皿 geschlossen.D 旺 ausergeben 

sich 醇 nachderVerh 肝叩 pedjeFormuljerungen  ～せてください ( 強 V  und  する )bzw.  ～させてください ( 弱 V 

und  来る ). 丘 I)folgenden  丘 nden  Sieeineschema 廿 scheD 打 ste Ⅱ ungderB Ⅱ dun 芭 diese て Fomlen     

強 V: V  (l.  Stu 億旺 Endung 汁 ～せてください ( ませんか ) 

読ませてください ( ませんか ) 、 書かせてください ( ませんか ) 、 言わせてください ( ませんか )e[c   

弱 V: V+ ～させてください ( ませんか ) 

開けさせてください ( ませんか ) 、 見させてください ( ませんか ) 、 食べさせてください ( ませんか )etc   

不 V する :  させてください ( ませんか ) 

散歩させてください ( ませんか ) 、 勉強させてください ( ませんか ) 、 スピーチさせてください ( ませんか ) 

不 V 来る :  こ + ～させてください ( ませんか ) 

来させてください ( ませんか ) 

DieseF0rmu Ⅱ emng  d ㎝ B 池 ebesc 士血 klsich  aufdiemildem  P 釘 hkelp こ m 荻 ㎞ e れ e  l.PeFson  singul 打 und  plural   

Auch@wenn@aus@dieser@Formulierung@noch@weitere ， und@im@Rahmen@der@Bitte@und@des@Verbots@bekannte@Formulierun- 

gen  se 比 ejnfach  abgeleiletwerden  k6nnen  (z.B."Lassen  Sieihn  nicht ㎡ nken." 飲ませないでください 0der"Sie 

d はは en  ㎞ njcht ㎡ nken  lassen." 飲ませてはいけません etc.),sollsich  dievo 田 egendeGr 皿 lmadk  vorallem  aus 
G 市 ndender(Jbersich 市 c 出 (eiln ℡ aufdiegen 荻 ln(eFo て m  besc 拉き nken   

Hier@einige@Beispiele@mit@"lassen@Sie@mich@/@uns ・ ， ・・ tun"     

すみません。 ち よ つ とここに座らせてくださ す わ 川 ませんか ) 。 
Tschuldigung ・ Lassen@Sie@mich@bitte@eine@Weile@hier@sitzen   

じゃん ぴ   
今日は良く準備してきたので、 私に答えさせてくださいはせんか ) 。 

We@@   ich@heute@gut@vorbereitet@bin,@lassen@Sie@mich@bitte@antworten   

とてもおなかがすいています。 何か食べさせてください 0 ませんか ) 。 

Ich@habe@einen@groBen@Hunger ， Lassen@Sie@mich@etwas@essen ・ (oder:@Geben@Sie@mir@etwas@zum@Essen ， ) 

はら 

ぃ 0 も森さんに払わせているから、 今日は私に払わせてください。 

Weil@ich@Sie ， Frau@Mori ， immer@bezahlen@lasse ， lassen@Sie@mich@heute@bezahlen   

私はあ なたのお嬢さんを 、 、 。 愛しています。 彼女と結婚させてください け 。 ，， ( ませんか ) 。 
Ich@liebe@Ihre@Tochter ， Lassen@Sie@mich@Ihre@Tochter@heiraten   

私はスピーチが 得意です。 とく 。 パーテイ一のとき、 スピーチさせてください ( ませんか ) 。 
Ich@b@@   ein@guter@Redner ， Lassen@S@@   mich@bitte@auf@der@Party@one@Rede@halten   

  

買い物はどなたが 行きますか。 私に行かせてください ( ませんか ) 。 

Wer@geht@einkaufen@?@Lassen@Sie@mich@gehen   

何を探しているんですか。 私のお財布です。 ， 。 ， 私たちにも探させてください ( ませんか ) 。 
Was@suchen@Sie@denn@eigentlich@?@ Meine@Brieftasche ・ Lassen@Sie@sie@uns@auch@suchen   
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5. konzessive  Satzverbindung  mit  ～の クこ 

Die@konzessiven@Fonnulierungen@des@Deutschen@"obwohl"@bzw ・ "trotz" ， werden@im@Japanischen@mit@Hilfe@der@Endung 

・ Diese@Endung ， die@an@alle@Pradikatsworter@anschlieBbar@ist ， wird@in@einer@Satzverbindung 

nach@dem@Schema@ Satzl@ <D@L@Satz@2@ eingesetzt ， Die@Pradikate ， die@mit@(D¥ C@in@Verbindung@stehen ・ ， nehmen 

u.a.folgendeGest 杣 ten  杣     

Aussage Negation Perfekt negiertes@ Perfekt 

V  V( ㎏加功～の f=  Ⅵ 強 V     盛切 ) ～ないのに Ⅵ 毎 aF@om め ～たのに V( 強 V: 盛 五 ) ～なかったのに 

読むのに 読まないのに 読んだのに 読まなかったのに 

VA VA(L ㎞㎞ D ～のに VA(S 血 m) ～くないのに VA(St 血切～かったの p= V 刈 Sm 皿 ) ～くなかったの f こ 

新しいのに 新しくないのに 新しかったのに 新しくなかったのに 

NA NA ～ なの p こ NA ～で / じゃないのに NA ～だったのに NA ～で / じゃなかったのに 

静かなのに 静かじやないのに 静かだったのに 静かじやなかったのに 

N  N ～ なのクこ N ～で / じゃないのに N ～だったのに N ～で / じ やなかったのに 

子供なのに 子供じゃないのに 子供だったのに 子供じやなかったのに 

Kaus 杣 endung  ～ので (v 引 ・ Lekt.3)onentlerren.Das ～のに kann  im  Ub 「 igen  durch  d 泊 Form Ⅲ ierung  それなの f こ 

("Trotzdem ，・ ， ")@auch@als@satzeinleitende@Konjunktion@eingesetzt@werden ， 

einen@Widerspruch@oder@eine@Einschrankung@zu@einer@bestimmten@Erwartung ， die@man@im@vorderen@Satzteil@angibt ， dar- 

stellt ， schwingen@haufig@Emotionen@We@Bedauem ， scHechtes@GeWssen ， Uberraschung ， Arger ， Freude ， Trauer@oder 

diverse@gemischte@Ge@ihie@des@Sprechers@mit   

わる ね め 力 .@       てん 

目 が悪 い のに、 眼鏡をかけずに 車を運転しました。 
Obwohlich  schleeChleAugen  habe,binich  ohneeineBnI@ezu  け agen,Aulo  gef 血 en. 

たくさんご飯を 食べたのに、 またすぐにおなかがすいてしまいました。 
Obwohlich  vielgegessen  habe,habeich  sofortwiederHungerbekommen. 

しけれ ぉ 

毎日勉強していたのに、 試験に落ちました。 
㏄ wohlichjeden  Tag  gelemthabe,bjn  ich  durch  dieP 「 廿ね ngd ℡ chgefallen   

ぺ一ター君はまだ 日本に行ったことがないのに、 日本のことを 良く知っています。 
Obwohl@Peter@noch@me@in@Japan@gewesen@ist ， kennt@er@sich@in@Dingen@liber@Japan@gut@aus   

彼はまだ若いです。 それなのに、 もう会社の社長になりました。 
Er@ist@nochjung ・ Trotzdem@ist@er@schon@Firmenchef@geworden   

8 時間寝たのに、 まだ疲れています。 。 。 
ObwohlIich  8Std.geschlafen  habe,bin  ich  immernoch  mUde. 

ヤエル君はあ まり日本語を 勉強しないのに、 へんたんご 変な単語をたくさん 知っています。 し 

ObwohlMchaelnichlso  vielJapanisch  Ieml,kenntervielemerkwtirdigeWo 「 ter   

  そと 

寒いのに、 セーターを着ないで 外へ出ました。 
㏄ wohleskaltist,ginS  ich  ohnePulliausdem  Haus. 

  
時間があ ったので、 面白くないのに、 映画を終わりまで 見ました。 

ぉ もしろ ぇ 。 が ぉ 

Obwohl@er@nicht@interessant@gewesen@ist ， habe@ich ， da@ich@Zeit@hatte ， den@Film@bis@zum@SchluB@gesehen   
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互 
<&@A>@@S ， +N@ wird@fur@Dinge ， Angelegenheiten@und@Personen ， die@sowohl@auBerhalb@des@Bereichs@des@Sprechers@als 

auch@des@Gesprachspartners@zu@plazieren@sind ， verwendet ・ Hier@kann@dieses@"auBerhalb"@nicht@nur@lokal ， sondern@in 

einem@bestimmten@Kontext@auch@temporal@benutzt@werden ・ Die@beiden@Dialogteilnehmer@meinen@dabei@@@   Nonnalfall 

m あ んな +N  ein  undd 然 se@  ObJekt.Mj[ ㎝ 旧 erenW0nenhandellessich  bei あ んな +N  um  ein  zw 荻 von  beiden 

aus@gesehen@in@ortlicher@oder@zeitlicher@Distanz@befindliches@objekt ， das@jedoch@beiden@wohlbekannt@ist ・ Diese 

"jene@-r ， -s"@des@Deutschen ， im@Sinne@von@"uns@beiden@wohlbekannt"@verglichen@werden ・ 

Im  folgendenwIrdelneDlalogszenegeze ㎏ t,in  deralIe 面 eiDemons ヒ ;ativpronomen  (und 曲 sFragepronomen  どんな ) 

auftreten ・ Achten@Sie@bitte@vor@allem@aufden@letzten@Satz ， der@die@Eigenschaft@von@S)/¥iTs ・ besonders@deutlich@macht   

A@und@B@gehen@spazieren     

ん あ そこを見てください。 B  さん、 おム圭 1) ところにあ ん 互 2) 家が建っていますよ。 

Sehen  Siemal lda 血 ber. HerrB, an  so  einem  Ortstehtso  ein  Haus  ! 

(A】eigt。［it‥em：inger‥ieヽichtung ， wo‥as「ngewohnliche？aus《teht ・ ) 

B: 私は目が悪 い ので良くわかりません。 どんな 3) 家ですか。 

Weilich  schlechteAugen  habe,kann  ich  esnichtguterkennen.WasfUrejn  Hausjstdas? 

A: 三上ょ 互 4) 家です。 

Dasis[ so  ein  Haus.  (A  fomtmitdenH 軸 denein  Sp@dach.) 

"     宝 5) 家は珍しいですね。 ぬ 
So ein Haus isl ad ㎏ て sellen. 

A: そうですね。 でも、 私もあ んな 6) 家に住んでみたいです。 
Ja ， Sie”aben〉echt ． Aber（ch［ochte‖uch（n so‘inem？aus『ohnen   

B: そんな 7) 家はあ まり好きではあ りません。 私は三上二二 8) 家がいいです。 
SolcheHausermag  ich  nichtbesonders.Ichmag  so  ein  Haus.  (B  formt ㎞ (denH 血 denemnFlachdachhaus.) 

A  ところで、 M 先週一緒に散歩したとき " 。 、 """  見た家も素晴らしかったですね。 。 " あ んた 9 塚にも住みたいですね。 
ロ bri 色 ens.DasHaus,da5 ㎞ rvor 晦 eWocheb 目 m  Spazie て gan 笘芭 esehenha ㎏ n,w 荻 auch  wunderschon,nichtwa 肚 ! 
In  so  einem  Hausm6chteman  auch  wohnen,njchtwahr ! 

B: スーと 。 どん た 10) 家でしたか。 

Em. W 然 fUrein Haus w 町血 LSnochmal ? 
あ か まど Of@             

A      赤い窓の二二二 %  11) 形の屋上があ った家ですよ。 

Ichmeinedoch  d 恭 Hausmitdenroten  Fenstern, ぬ ejneso  gefomteDachterr 笛 sehatte 。 

(A  versucht ㎞ tden  HandendieFor 両 enerDachterrasse,dieergesehenhatte,nachzubilden.) 
H: やっ                               しました。 そうですね。 本当におム %  12) 家にも住んでみたいですね。 

Endlich@erinnere@ich@mich ． Ja ， Sie@haben@recht!@Man@mochte@auch@wirklich@einmal@in@so@einem@Haus@wohnen@ ! 

Anmerkungen 
l)deut こ au 千田 eor 田 che 山 s ぬ nzdes0bJektshln,und zw 打 sow0hl 血 rAa@sauchB 

  
-@@@Frage@nach@einem@objekt,@das@dem@Gesprachspartner@nicht@bekannt@bzw ． nicht@Schtbar@ist   
Und                       ;《ich                         Vom  Gespr8%hsp ner   

刃 V0nBaus ㎏ trach 回 ， be Ⅱ ndetsichdasob げ ktlnrela 廿 vg ㎡ ngerD 口 anz   

6)@Das@fur@A@bekannte@objekt@wird@wieder@nach                                                                                                                                   
「 das H 皿 1 」 7.eichen n@cht mehrexlstlerL. 

7)Nachwievoristdasobjek@demGesprachsp 抽 ner(B)nloh[bekanntbzw n@chtsichtbar,d 曲 er そんな． Gleichzemgw,ird 血 t そんな 田 e 

田 ㏄㎝ zier[eHaltung (Psychologl@che D Ⅲ 皿 z l)von B gegenUber demob@ek@ k@gesie Ⅲ・ A Ⅱ e ㎜ t そ -beginnenden Demonstratlva 

( それ，そこ．その．そちら etc.)dlenen imUb 「 hgen derD 打 stellungderpsychologischen Distanz. 

8)Daso 可 ektwirdwieb 司 4)symbolischindenBereichvon Bgebrachl. 

7)Hierdeut ， け あ んな aufdiezeitlicheDistanzruin. Asetztvoraus,daBdaso り ek@Bnoch bekann[ Ⅲ． Elnf 廿 heideP 凪 ㎝ enbekanntes, 

aberinDis ぬ lnz(loka@, 佗 mporaloderpsycho@ogisch) be 且 rndllches Ob@ekt wi@dwleoben schon erw 柿 n@,mtelnemDemonstra Ⅱ 叩 ronomen 
des あ -Be@elchs( あ れ，あ そこ，あ の，あ ちら e ㏄・ )beze た Ihn ㎝． Hierstehen 血 eBeidendemo り ektw@ ㏄ sa 田田 mpora@d ㎞ 皿力 e Ⅱ 穿 genUber   

lV)Fragenachdemob 戸 ㎞， dasBn@chtmehrbekanntist. 

」 1)@Das@objekt@wird@ahnlich@wie@bei@4)@und@8)@symbolisch@in@den@Bereich@von@A@gebracht ． 

12)@Nachdem@sich@B@an@das@oUeki@erinnen 、 ruckt@es@sozusagen@a@@   gemeinsam@bekanntes@objekt@wieder@automatich@ in@die@FCrne   
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7  .                          。 @ 

Diedemons 廿 a[iven  W6ner こ う ，そう，あ あ und  面 SFra 且 ewon  どう， da5wirbere 」 lsim  ver 軽卸 genen  SemCsterals 

"wie" し ekt.5)  kennengelemthaben,sind  unselbs 仮 ndigeW6nerund  werdcn  entw 目 erzus 皿 men 血 tA 由 eklivenoder 

Verbenbenutzt.Siedienen  d 磁 u,Zust 血 deund  Aktloneninver 回 eichenderWeised 打 zustellen. 

Die@drei@demonstrative11@Worter@konnen@mit@dem@Wort@"so"@im@Sinne@von@"auf@solche@/@diese@/@jene@Weise"@iibersetzt 

werden.D 血 lherhinauswerdenvnrallem  d 播 そう und  ど う mitdem  Hllfsverb  です verbunden,als 皿 oskeIhafte, 

se@st 細出 ㎏ eW6rler, 山 eIhnen  bekannts ㎞ d,benutzt: そうです kann  man  m れ "d 然 istrich( ㎏ n,"so  istes"uberselzen 

und  どうですか entsprichtderdeutschen oskd  " ㎞ eistes?". 

こう，そ う ，あ あ und  ど う werdenauch  ㎞ e 田 Ⅰ m  vor ㎝ 喀 ehendenAbsch ㎡ れ beh ㎝ deltenAu 対 Ⅱ 五 ckeam  hiungsten 

㎞Ⅸ alogbenu(z[.D 荻 ausergebensich  fo ㎏ ende 団 alogbeispjelezwischenA  undB: 

A: 「かばん」は 漢字でどう書くんですか。 Wie@schreibt@man@eigentlich@"kaban"@in@Kanji@? 

R: 良く見てください。 こう書きます。 Schauenヾie“enau ・ Es『@d《o“eschrieben   

A:l0 課の文法はどうですか。 We（st die；rammatik‥er´ektion 10 ? 

B: こう長いと、 一 大変です。 Wenn@sie@so@ Ⅰ   ng@ist,@ macht@sie@mir@ Ⅴ     Q@   Muhe   

A: あ の人は掃除が 速 い ですね。 
そうじ はや 

Jene@Person@da@kann@aber@schnell@putzen@! 

  あ   あ すれば、 速くできますね。 Wenn［an‘s‖ufjene仝eise》ut, kann［an‘s〉asch‘riedigen     

B: そうですね。 私もあ     あ することにします。 Ja, 引 e  haben  recht.Ich  w ㏄ deesauch  so  machen   

A: 急， いでください。 バスが来ます。 Beeilenヾie sich｜itte ， Der。us〔ommt ! 

B: そう急がせないでくださいよ。 Bringenヾie Ⅲ     ch‥och｜itte］icht《o‖ufゝrab・ 

A  今晩どうしますか。 ぇ 映画に行き l 、 か ませんか。 W 養 mchen  MrheuteAbend  ?So 比 n  wirnichti. 田 no  gehen  ? 
B: はい、 そうしましょう。 Ja, machenwlrda 岱 l 

A     毎日暑 い ですね。 Es（st）edenゝag《o”eiB ， nicht『ahr・ 

B: はい。 こう暑いと何もできません。 Ja ． Wenn@es@so@heiB@ist ， kann@ich@nichts@tun@ ! 

お七 

A: 今日はもう遅いから、 明日にしましようか。 Es ㎏ lheuteschon  so  sp 荻 ・ S 刮 @n  w 丘廿俺 morgenmachen  ? 

B: はい・そうしてください。 Ja,d 岱 w 打 emlr て echt. 拮 lchb 曲 e  曲 Ss0  zu  tun) 

A ベルリンまでどう 行きましょうか。 Wie『ollen wir］ach。erlin’ahren ? 

B:@(aufdie@StraBenkarte@zeigend) 

こう子テって、 こう 7 うって、 こう平子きましよう。 Fah 「 enwlrSo,Soundd 且 nnSo   

A:@(aufB ・ s@Karte@zeigend) 

Aber@wenn@wir@so@fahren ， braucht@es@viel@Zeit@!@(=Umweg) でも、 そう行くと時間がかかりますよ。 
B: じゃあ 、 またあ の高速道路で 行きましょう。 Dann  nehmen  wirhaltM ㎝ 呵 eneAutobahn  ! 

A: そうですね。   あ   あ 行くのが一番ですね。 Genau ・ So@(=aufjene@weise)@ zu@fahren@ist@am@besten@ ! 

beachte: 

W ㎝ den  こ う ，そう und  あ あ m Ⅱ dem  Verb  する in  derte-Fo 皿 (also  して )verbunden,en 尽 tehen  山 eAus 血 jcke 
こうして，そうして und  あ あ して・ W 価 rend ぬ S あ あ して nach  deroben  c Ⅳ ゑ ㎞ ten ぬ t ㎞ l"aufjeneWeiseelwas 

tun" ubersetztw エ rd  und  nure@en  ger 市邑㎝ Gebrauchswen  besitzt,werden 由 eubr 噌 en  Au 比丘 jckese ぬ regebenutzt. 

こうして げ auf 山 eseWeise","s0mil")wkd  zunachstMea № ubr ㎏ enVerben  nach  der0ben  gen ㎝ nten"nomalen" 

ぬて alsVergleichsw0n  benutzt.(z.B.: こうしてください "Machen  S お esb ㎞ e  so ハ 

D 血 iberhinaussteht こうして hau 丘 g  am  En 曲 ， selteneram  生生理 ejnesTexlesund  djentdazu,um  eineSchluB- 

hemer ㎞ n 且 odereineEinlcltun 弩 dazu  zu  ge ㎏ n     

            一 ・つして彼はお 。 金持ちになりました。 ね， 1       ・ Auf‥iese仝eise『urde‘r‘in reicher｀ann   

おすしはこうして 作ります。           Sushi@wird@auf@folgende@Weise@hergestellt;             

DaszweitedemonstratlveWort そ う in  Verbindungm れして is[unssowohla ト そうして ("danach"Lekl.6) 

undvor 刮 @m  auch  刮 skompn 血 e 「 neFo 皿 そして ( 引 ssatz 司 n ㎏ れ endeKomjunk Ⅰ on  m れ derBedeu れ Ⅱ 哩 

"Und@dann ，． ， "@ ， l ． Sem ， Lekt ． 2)@bestens@bekannt   
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GRAMMATIK ・ OUIZ@ DER@ WOCHE@ (Lektion@ 10   

Bereiten@Sie@sich@wie@iiblich@aufdie@Grammatik@vor@und@beantworten@Sie@folgende@Fragen   

1.@Wie@wird@der@Kausativ@bei@schwach@veranderlichen@Verben@gebildet@? 
2.Wesiehtdasz.B.beidenVerhen  読む 、 書いておく、 帰る aus? 

3.WielautetderrKausatlvbe ㎞ unregelhmaBigenVerb  来る aus? 

4.SindweilereModinlka 血 lonen  dieserForm  m ㎎ lich  ?Wennia,kommen  sievorod ㎝ nachdieserFom  ? 

5. Glbtes auchelneA    ternativehe ㎞ Kausativ  ? 

6.Bningen  Sieden  Satziln  den  Kausativ 吠が新聞を持ってきました。 

7. Wo  soIl(eman  den  KausatIv  nichteinsetzen  ? 

8.WiewIrddasPassiv  beiden  emnzelnen  Verben  gebIldet? 

9.@Was@bedeutet@"Ubersetzungspassiv"@? 
10.@Welches@Merkmal@hat@das@typischjapanische@Passiv@? 
11.@Ubersetzen@Sie:@Ich@wurde@vor@20@Jahren@in@Berlin@geboren   

12.@Ubersetzen@Sie:@In@der@Schweiz@wird@z ・ B ， Deutsch@gesprochen   

13.@Ubersetzen@Sie:@Durch@den@starken@Wind@wurden@Dacher@weggeweht   

14.@Ubersetzen@Sie:@Frau@Mori@wird@von@alien@geliebt   

15.@Ubersetzen@Sie:@ Die@Tasche@wurde@mir@gestohlen   

16.@Ubersetzen@Sie:@ Ich@wurde@vom@Regen@liberrascht   

17.@Was@bedeutet:@@7c$tL@@h/l 
18.@Ubersetzen@Sie:@ Ich@wurde@leider@gezwungen ， viel@Bier@zu@trinken   

19.@Ubersetzen@Sie:@ Lassen@Sie@mich@das@machen@ ! 

20.@ Wie@wird@das@ "obwoH   "@ formuli   rt@? 

2l.WasistdieBesonderhe れ von  しか ? 

22.Was ㎞ rdmit そんな zum  Ausdruck  gebracht.Ve 血 autheitoder 団 s ぬ nz? 

23.W 釜 bedeutet そうしましょう 

24.Wissen  Sie,wasm 杣 inderUmgangssprachesagt,wennman  gemeinsam  etwaserf 引穿 eich  zuEndegebrachthat 

und@froh@dariiber@ist@ ? 

Losungen 

l.durchdieEndung  ～させる 

2. 読ませる、 書いておかせる、 帰らせる 
3. こさせる 

4.Ja,reichlich. 団 esewerdengrundsatzlich@mmernachdemKausa[ivangeschlooSsen.z.B. 書かせたくなかった 

5.Ja,diesehatdannnurnochdieEndung ～ す ・ Allerdingsg 山 dasnurfUrdieGrundfo 皿 ・書かす u.s.w. 

6. 犬に新聞を持ってこさせました。 SiekonnendenSatzauch 血 teinemThem Ⅳ Sub 火 ktversehen 彼は / 彼が 0 由   

7. Bel Personen, die Ihnenfremd Ⅰ nd tln Ⅳ oderdie soz 憾 hnherals Sie slehen. 

8. slarkesVerb ア れる ;schwachesVerb ～られる ;sum: される ,kuru: こられる 

g. DasThemabzw. das Sub が ktistunbeseel[,d.h. dieSache.wo 血 tetwasgeschiehtistkeinLebewesen. DieseArtvon 

PassivkamerstdurchdenKont 蕪 tmitwestlichen SpracheninsJapanische. 

10. DerVerursachermuBdenH 荻 dlungstr 篠 erpos Ⅲ vodernega(ivbeeinfIussen.Einneutr 杣 erSatzwie"He 仔 Mil@lerwnrde 

in‥erヾtadt“eSchtet"（   t《o］i   ht（ibersetzbar ・ AuBerdem〔ann（m¨ormalfall，n｛Uekt〔Cn？andlungstrager『erden   

So@was@wie@"Mein@Name@wurde@notiert"@ ist@wortlich@nicht@iibersetzbar,@nur@als@"Mir@wurde@der@Name@notiert"   

Zuletzt@zCchnet@sich@das@japanische@PasSv@durch@die@Fahigkeit@aus ， daB@ein@Handlungstrager@von@einem@unbeseelten 

Veranlasser@positiv@oder@negativ@beeinfluBt@werden@kann ・ Paradebeispiel:@ "Ich@wurde@vom@Regen@beregnet ・ " 

11. 私は 2 0 年前にべルリンで 生まれました。 

12. スイスではたとえばドイツ 語が話されています。 

@3. 強い風で屋根が 飛ばされました。 
l4. 森さんほみんなに 愛されています。 

げ ．私はかばんをとられました。 und ㎡ cht 私のかばんがとられました 

16. 私は 
17.@ich@wurde@zum@Warten@gezwungen;@also@der@Kausativ@wird@ins@Passiv@gebracht 

18. 私は たくさんビールを 飲まされました。 ノ 飲まされてしまいました。 
19. 私にさせてください。 
20 ・ m れ einem ～のに 

2l. ㎞ rd @mer 而 teinem negierten Pradikatbenutzt, was 材 rinLektion7 gele:eI,nthaben         

22. Ⅲ s[anz 

23.@ machen@wir@das@ so ， auf@diese@Weise ・ Dabei@steht@diese@"Weise"@ von@beiden@Dialogpartnern@ in@Distanz ・ 

24.@ @V@ ， y@@@@11@ ， wobei@man@auch@in@Japan@diese@mit@jener@modischen@Geste@des@Hande-aneinanderklatschens@unterstreicht   
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7. Semester Anhang 1 - S. 1 

Anhang 1 

Gegenuberstellung intransitiver und transitiver Verben 
cop)ri,oht 19!!7 b) R Beennann 

(intransitiv) = . ., . 8; + Verb (@ meist nicht  m o g l i c h )  kks 
T c 2  5 L  

#@$$J (transitiv) = . . . 2 + Verb ( m o g l i c h )  

Die wichtigsten Worter sind unterstrichen. 

(Anordnung: alphabetisch nach der deutschen Bedeutung der t r a n s i t i v e n  Verben (f?!@%4)) 

abkuhlen (z.B. EJsen) 

abprallen 

sich abwetzen 

sich andern 

aneinandergerei ht sein 

sich anhaufen 

sich begeben 

sich aufhalten 

aufhoren (Regen etc.) 

geschehen 

stehen 

aufwachen (beuust werden) 

aufstehen 

auf~vachen (vom Rausch) 

entstehen (Bauten) 

abkuhlen lassen 

abprallen lassen 

abwetzen, Schaden zufugen 

andem 

aneinanderreihen 

anhaufen 

anpeilen 

aufhalten 

aufhoren, quittieren 

aufkommen lassen 

aufstellen 

aufwachen 

auf~vecken, ~vachnineln 

aufwwken (vom Rausch) 

bauen 
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enden 

beginnen 

sich freuen 

begraben (sein) 

bekannt werden 

nas werden 

sich beruhigen, sich legen 

besiegt werden 

verlieren 

bestimmt werden 

sich benegen 

sich biegen, abbiegen 

brechen (z.B. Knochen) 

zerbrechen 

brennen, gar werden 

auftauchen 

angehen (Lichtquelle) 

einsteigen. fahren 

unter Wasser (Alkohol etc.) stehen 

Prufung etc. bestehen 

fliehen 

sich erhohen 

treffen (LB. Lotterie) 

sich erschrecken 

fallen 

gefangen werden 

sich finden, gefunden nwden 

beenden 

beginnen lassen 

beglucken, Freude bringen 

begraben 

bekanntmachen 

benetzen, nas machen 

beruhigen 

besiegen, schlagen 

besiegen 

bestimmen 

ben.egen 

biegen, abbiegen 

brechen, abbrechen 

brechen, di~idieren 

brennen, verbrennen, grillen 

darstellen 

einschalten, anzunden 

einsteigen lassen, hochstellen 

eintauchen, einlegen 

empfangen, Prufung machen 

entkommen lassen 

erhohen 

erraten, treffen lassen 

erschrecken 

fallen lassen, verlieren 

fangen 

finden 
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tlicgcn 

fl I elkn 

sich lortset~en 

gegart uerden (in Flussigkcit) 

geboren U erden 

geu innbnngen 

u dchsen 

hinausgehen 

ankommen (Post ctc ) 

steigen 

in Mode kommen 

stehen, in den Zeitung stehen 

kosten, Anruf bekommen 

genesen 

leben 

erloschen 

zunehmen (dick U erden) 

sich \ ermischen 

sich offnen 

in Ordnung kommen 

"intakt werden" 

gerettet uerdcn 

sich ausruhen 

sich (ab-)schalen 

sich schliesen 

schmilzen, sich auflosen 

schmerzen 

flicgen lassen 

fliesen lassen 

fortsetzen 

garen 

gebaren 

G e ~ i n n  machen 

grosziehen. zuchten 

hinausbringen, abschicken 

hinbringen, liefern 

hochheben 

in Mode bringen 

inserieren 

kosten lassen; anrufen 

kurieren 

leben lassen, zum Zuge bnngen 

loschen 

masten 

mischen 

offnen 

Ordnung machen, aufraumen 

reparieren 

retten, helfen 

ruhen lassen 

schalen 

schlielien 

schmelzen, auflosen 

Schmerz zufugen 
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naa 

schnimmcn (auch e) 
spielen 

stcckenbleiben (spitzer Gegenstand) 

sich \.erstopfen 

tanzen (auch e )  

trocken werden (z.B. Wasche) 

 rocken wcrdcn (dursten) 

heruntertropfen 

ubernachten 

uberqueren, hingelangen 

ubrigbleiben 

umkippen 

larmen 

unsichtbar werden 

brennen 

zunehmen 

sich verschieben 

sinken 

tvachsen (Gras, Haare etc.) 

fortschreiten 

zerrei lkn 

bluhen 

anhalten 

sieden, brodeln 

zuruckkehren (2.B. Ball) 

zuruckkommen 

7,uruckkehren 

schnimmcn lassen 

spielen lassen 

schmelzen, auflosen 

stopfen, zusarnmenruckcn 

tanzen lassen 

trocknen (Wasche etc.) 

trocknen (dursten) 

tropfen lassen, Heckern 

ubernachten lassen 

uberreichen 

ubriglassen 

umstosen 

Unruhe stiften, beunruhigen 

unsichtbar machen 

verbrcnnen 

vermehren 

Y erschieben, venmren 

versenken 

wachsen lassen (Bart etc.) 

weiterbringen, befurworten 

zerrei k n  

zum Bluhen bringen 

zum Halt bringen 

zum Kochen bnngen 

zuriickgcbcn 

zuruckbringen 

zuruckkehren lassen 
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Anhang 2 

$&V mit !$SV Charakter copyright 1997 by R. Beermann 

Neben den SSV, deren Stamm auf einen e- bzw. i- Laut endet, existieren einige $&V, die das ausere 

Merkmal eines $$V besitzen. In der vorliegenden Liste sind 56 solcher Verben aufgenommen. 

Die 13 wichtigeren $&V mit 55V Charakter (unterstrichen !) mussen auswendig gelernt werden, da 

diese keinen Anhaltspunkt eines $&V besitzen. 

hasten, ungeduldig werden 

knausern, schluckchenweise trinken 

fallen (Bluten, Blatter) 

danebentreten, tolpelhaft benehmen 

bei einer Person weilen (altjapanisch) 

hineingehen, eintreten 

sich schamen 

rennen 

abnehmen, weniger werden 

drehen, zwirbeln 

stochern 

qualen (meist geistig) 

herum-basteln, -fummeln 

mit dem Pfeil schiesen 

hineingehen, auch z.B. % C Z  h6 gefallen 

benotigen 

niruckkehren 

sich verfinstern 

begrenzen 

beisen, knabbern 

geizen 

kicken 

schneiden 

abgrenzen, interpuntieren 
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sich winden 

pilgern, herkommen (bescheiden) 

sich als Verlierer deklarieren 

sich mischen 

abreisen 

parodieren 

Anspielung machen 

feilschen 

wringen, drehen 

greifen, fassen 

anpumpen, betteln 

plaudern, sprechen 

wachsen, wuchern 

fehlschlagen 

feucht werden 

wissen 

jmd. schlechtmachen 

rutschen, schlittern 

scheinen, glanzen 

sich verhaspeln 

zwicken 

schlangeln 

anpobeln 

verdrehen, zwirbeln 

uberqueren 

kneten 

nach vorne fallen 

anbeisen (Apfel, etc.) 

herumbohren 

vorwerfen 

abreisen 

rosten 



Vokabelindex 

Der vorliegende Vokabelindex kann in erster Linie zum Nachschlagen einer deutschen Entspre- 

chung fur einen japanischen Ausdruck benutzt werden. 

Er beinhaltet uber 1700 Vokabeln aus dem ersten und diesem Semester und ist nach dem japani- 

schen Silbenalphabet (85 t \ j ?L $5) angeordnet. 

Jede Zeile besteht in der Regel aus folgenden 6 Informationen: 

das japanische Wort in der Kana-Schreibweise. 

das japanische Wort in der ublichen Schreibweise, d.h. in Kanji und Kana, jedoch nur im 

Rahmen unserer Passiv-Kanji. 

das japanische Wort in einer alternativen Schreibweise in Kanji (und Kana). 

Angabe der Wortkategorie (siehe auch Abkurzungsverzeichnis). 

die deutsche Entsprechung im Kontext des vorliegenden Lehrbuchs. 

die Angabe der Lektion mit der Vorziffer 1 (= 1 .Semester) oder 2 (= 2.Semester), in der das 

Wort zum ersten Mal auftaucht. (z.B. 1- 13 = 1 .Semester Lektion 13). 



Abkurzungsverzeichnis 

ADV 

adv. 

DEM 

intr. 

INT 

KONJ 

N 

NA 

NF 

P 

VA 

z 
zus 

ZW 

S'$ V 

V 

T V  

Adverb 

adverbial 

Demonstrativpronomen 

intransitiv 

Interj ektion 

Konjunktion 

Nomen 

Nominaladj ektiv 

Fragepronomen 

Partikel 

Verbaladjektiv 

Zahl 

Zusammensetzung 

Zahlwort 

stark veranderliches Verb 

schwach veranderliches Verb 

unregelmasiges Verb 
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INT 

DEM 

W - N  

W - N  

N 

N 

Gr 

N 

$&V 

$&V 

VA-N 

V A - N  

N 

%V 

VA 

N 

adv-N 

$&V 

$&V 

N 

$3 V 

SSV 

SSV 

SSV 

adv-N 

N 

adv.N 

TV-h' 

N 

N 

N 

adv.N 

adv-N 

DEM 

$&V 

VA 

VA 

VA 

SS V 
N 

VA 

ach, oh 

aufjene Weise + V / + Adj 

lieben, Liebe 

Begrusung 

Speiseeis, Eiscreme 

zwischen (...und ...), oft: A k  BDBRT 

wlihrend, solange 

das Gegenuber, Partner, Gegner 

begegnen sich, e. Person treffen 

passen (harmonieren), ubereinstimmen 

blau, Farbe Blau 

rot, Farbe Rot 

Baby 

steigen (intr.) (z.B. Preis) 

hell, heiter 

Baby 

Herbst 

Offnen s. 

frei werden (intr.) (z.B. Zimmer, Sitzplatz) 

Schmuck, Accessoires 

offnen 

geben, schenken, heben 

heben, hochheben 

nennen, env*nen 

Morgen 

Fruhstuck 

ubermorgen 

arn Morgen verschlafen 

Fus, Bein 

Geschmack (hbhrung) 

Asien 

morgen 

morgen 

dort druben, der Ort dort druben 

vergnugen s.,spielen, musig die Zeit verbringen 

warm 

warm (Klima) 

warm (flussig, fest, gasformig) 

warmen, aufwarmen 

Kopf 

neu 



2.Semester, Vokabelindex Seite 2 

dort driiben (hbfl. Ortsangabe) 

heis (Klima) 

heis (auser Klima) 

dick, umfangreich @.B. Buch) 

dort drilben, die Seite dort (gespr. Sprache) 

versammeln s. (intr.) 

sammeln 

nach, nachdem 

du / Sie (2.Pers.singular) 

ihr / Sie (2.Pers.plural) 

eigener alterer Bruder 

eigene altere Schwester 

jene -r,-s + N 

er, sie (jene Person) hoflich 

sie (3.Pers.plural) hoflich 

(Miet)wohnung, Appartment 

duschen 

gemhrlich 

Afrika 

sUs (Geschmack) 

nicht so sehr (viel etc.) 

Regen 

Amerika 

s. entschuldigen 

waschen 

ausdrilcken, wiedergeben 

auftreten, in Erscheinung treten 

sein,vorhanden sein (Nicht-lebewesen, Pflanzen) 

zu Fus gehen, laufen 

Job,Gelegenheitsarbeit 

jenes dort 

Beruhigtsein 

sicher, ungemhrlich 

so ein + N 

Fuhrung, (auch: Mitteilung, Information) 

gut 

nein 

sagen, mitteilen 

Haus, Wohnung, zu Hause 

(gleich oder) weniger, niedriger 

auser, abgesehen von 

Medizin (wiss. Disziplin) 

England 

leben (intr,), Existenz fuhren 

gehen, fahren, fortgehen 
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NF 

NF 

N 

N 

$SV 

ic' 

N 

T V  N 

$3 
N 

F V  . Ii 
N 

PI' 

VA 

$&V 

VA 

N 

N 

ADV 

ADV 

N 

N F  

N 

ADV . NA 

ADV 

z 
ADV 

ADV 

adv  

N 

S u f f i x  

N 

N 

F V - h '  

5%V 

adv-N 

T V - N  

F V . N  

K 

NA 

N 

wie viele (Stuck), wie alt (bei Menschen) 

wieviel (Geld) 

Teich 

Blumenarrangement, Ikebana 

[Blumen] arrangieren, stecken 

Meinung 

Stein 

Bewustsein, berucksichtigen, registrieren 

quaen, "triezen" 

Arzt 

umsiedeln, Umsiedlung 

mehr als (inkl. des genannten) 

Stuhl 

beschaftigt 

beeilen s. 

schmerzhaft 

Italien 

eins 

einmal 

am meisten, Nr. 1 (Superlativ) 

ein Teil 

wann 

5. Tag d. Monats 

mit aller Kraft, unter grostem Einsatz, fleisig 

zusammen (mit) 

funf Stuck, 5 Jahre alt (Kind) 

viel, uberfullt 

immer, s m d i g  

immer, normalerweise -0: das ubliche 

Faden, Garn 

innerhalb 

landliche Gegend, Heimat, Provinz 

Hund 

Gebet, beten 

beten 

jetzt 

Bedeutung 

Image, Eindruck, s. vorstellen 

jiingere Schwester (des Anderen) 

unangenehm, ungern (et. tun) 

Eingang 

sein (da), existieren (bewegliche Lebewesen) 

benotigen (Flexion: starkes Verb !) 
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$3 V 

N 

NA 

S u f f i x  

N 

N 

$$V 

&V 

$3 V 

%V 

M 

VA 

N 

zus . $&V 
N 

$&V 

N 

Gr 

N 

N 

$&V 

VA 

$&V 

%V 

N 

zus . $&V 

$5 V 

N 

N 

hineintun, einschliessen 

Farbe 

verschieden, vielfaltig 

Suffix "Mitglied" (bu-in = Klubmitglied) 

Wolle 

auf I uber N 

einpflanzen 

empfangen, erhalten 

empfangen, (Prufung) ablegen; (Erziehung) geniesen 

s. bewegen 

hinter N 

dunn, hell, licht (dunnflussig,hellfarbig, licht) 

Luge 

lugen 

Lied, Gesang 

singen 

Haus, Wohnung, zu Hause 

innerhalb d. Zeit, solange 

innerhalb V. N, im Rahmen V .  N 

Weltall, Kosmos 

schlagen, anschlagen 

schon 

fotografieren, filmische Aufnahme machen 

uberwechseln, ubergehen, s.wandeln 

Arm 

gut gehen, gelingen 

geboren werden 

Meer 

hinteres Teil, hintere Seite, Ruckseite 

beneidenswert 

Verkaufsabteilung 

verkaufen 

laut 

erfreulich, froh sein 

Jacke, Anzugsjacke 

Gluck 

das Fahren (eines Fahrzeugs) 

Fahrer 

Sport, Korpertraining 

Bild, Gemalde 

Spielfilm 

Kino 

Englisch 
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INT 

N 

N 

N 

%V 

N 

ZW 

N 

W - N  

Prafix 

VA 

T V . N  

N 

N 

VA 

VA 

N 

N 

Pi 

N 

N 

N 

N 

VA 

N 

%V 

S$cV 

N 

N 

N 

N 

$&V 

N 

$&V 

{&V 

$&V 

$SV 

( &  

N 

N 

S V  

F V  . N . NA 

N 

ja 

Bahnhof 

Rolltreppe 

Zweig 

w&len, ausw&len 

Fahrstuhl 

Yen 

Bleistift 

Zuriickhaltung, Rucksicht, Zogern 

Hoflichkeitsprafix (z.B. M E )  

lecker, wohlschmeckend 

Fest, Gratulation, Gluckwunsch, Geschenk 

"die gute Stube", Empfangszimmer 

Europa und Nordamerika 

viel vorhanden sein 

gros 

Orchester 

Osaka 

zahlreich[e Menschen] 

Motorrad 

Mantel (dick) 

Mutter eines Anderen od. Anrede 

Susigkeit, Kuchen, Keks 

komisch,lacherlich 

Okinawa (sudl. Inselgmppe Japans) 

aufstehen 

hinstellen 

hundert Millionen 

Ehefrau des Anderen 

Dachterasse 

Geschenk, Pr&sent 

schicken, verschicken 

Kind des Anderen 

wecken, etw.aufrichten, auch: verursachen 

durchfuhren, veranstalten, handeln 

bose werden, schimpfen 

mdriicken, festdrucken 

eigener Onkel (Onkel des Anderen, aIterer Mann) 

Grosvater des Anderen, Anrede, alter Mann 

japan. Einbauschrank, Abstellkammer 

beibringen, unterrichten 

plaudern, Plauderei, Plauderer, sprechmtig 

Tochter des Anderen, Fraulein (auch:Anrede) 

driicken 



Seite 6 

$&V 

N 

$5 V 

N 

N 

N 

N 

N 

N 

N 

$&V 

adv-N 

adv.N 

N 

N 

%V 

3av 
zus . 3SV 
Zus 

Zus 

NA 

N 

N 

langsam: sp&t 

angreifen, anheimfallen 

s. furchten 

erlernen, vermittelt bekommen 

Behausung des Anderen, auch: distanzierte Anrede f 
Personen 
Ruhe finden, relaxen 

japanischer gnlner Tee 

fallen (intr.) 

Toilette 

Ton, Gerausch, Klang 

Vater eines Anderen od. Anrede 

jungerer Bmder (des Anderen) 

Mann 

Junge 

Mann, mannliche Person 

fallen lassen, verlieren 

vorgestern 

vorleMes Jahr 

Erwachsene(r) 

Tanz 

tanzen 

swundern, erstaunen, uberrascht sein 

Gerausch erzeugen 

satt 

Hunger haben 

gleich(e,-s,-I) 

alterer Bruder des Anderen (od.Anrede) 

Utere Schwester des Anderen (od.Anrede) 

ich bitte Sie darum 

eigene Tante (Tante des Anderen, Utere Frau) 

Grosmutter des Anderen, Anrede, alte Frau 

einpragen s., auswendig lernen 

Krankenbesuch (Frage nach d. Wohlergehen), 
Krankenbesuch machen 
schwer (Gewicht) 

erinnern s. 

empfinden, meinen, glauben 

interessant, lustig 

Spielzeug 

vorderes Teil, Vorderseite 

Eltern, ein Elternteil 

schwimmen 

Holland, Niederlande 

hinuntergehen (z.B. Treppe) 
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P 

P 

ZW 

P 

Suffix 

Suf .TV 

P 

KON J 

N 

ZW 

ZYi' 

aussteigen (2.B. aus einem Fahrzeug) 

Dank, Gegenleistung, als Dank etwas schenken 

brechen (intr.), abbrechen 

heruntertun, hinunterstellen 

Ende 

enden, beenden (mit Partikel ga oder o) 

Musik 

Frau 

Madchen 

Frau, weibliche Person 

Fragepartikel 

Partikel "oder" (alternative Aufzahlung) 

Lektion (auch: Abteilung) 

irgend ... (mit Fragepronomen) 

Berufsbezeichnung (z.B. &Y+?$?: Politiker) 

entspricht d.dt. "-iening", "-tion" kokusaika: 
Internationalisierung 
Subjektpartikel 

Partikel (Einschrzlnkung "aber") 

Gardine, Vorhang 

Stockwerk ( 1 =Erdgeschos !) 

... mal (z.B. 2 Ei = zweimal) 

N . Suffix Versammlung, Sitzung, Party, Verein 

Ubersee, Ausland 

Meereskdste 

Konferenz 

Ausland 

Firma 

FimenangesteIlte(r) 

Veranstaltungsort 

Treppe 

Einkauf 

Konversation 

kaufen, einkaufen 

e.Tier halten 

zuruckgeben 

(auf) d. nach Hause Weg, Ruckweg 

zuruckkehren, nach Hause gehen 

verzlndem, andern (trans.) 
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N 

N 

N 

$&V 

N 

$&V 

N 

N 

Suffix 

ZW 

55v 
$3 V 

55v 
55 V 

55 V 
N 

N 

$&V 

N 

$@V 

K 

N 

N 

$&V 

$&V 

N 

N 

N 

N 

Suffix 

VA 

N 

N 

55 V 

$&V 

ZW 

W' 
N 

VA 

N 

N 

F V .  K 

N 

N 

Gesicht 

Naturwissenschaft, auch: Wissenschaft 

Spiegel 

benotigen, kosten (Zeit, Geld) 

Schlussel 

schreiben 

Mensa (Abk.von gakusei-shokudoo) 

Student,-in, Schuler,-in 

Fachbereich, Fakultat 

Monat(e) lang ''8 8 " wird auch geschrieben: 
6.8, 2 8 ,  i%B 
tragen, aufsetzen (Brille) 

telefonieren 

a n b g e n ,  anbringen, begieser. 

rennen 

wetten 

Vergangenheit 

Schirm, Regenschirm 

dekorieren, schmucken 

Brand 

verleihen, ausleihen 

Zahl, Anzahl 

Erkatung 

Wind 

verdienen (Geld, Zeit) 

erkaten s., e.Erkatung zuziehen 

Familie (des Anderen) 

Benzin 

Tankstelle 

Person (hofl.) 

Art U. Weise (Anschl.an V; Nominalisierung) 

hart fest, zah 

Bezeichnung f.jap.Silbenschriftzeichen 

Form, Gestalt 

aufraumen 

siegen, gewinnen 

Zahlwort f. Monat @.B. ichi-gatsu =Januar) 

enwuscht sein 

Semester 

gut aussehend, schnittig, fesch 

Form, Gestalt 

Schule 

in Aktion treten, Akqion, Tatigkeit ...@7':: aktiv 

Trinkbecher, Tasse 

an der Ecke von N 
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N 

N 

VA 

ADV 

ADV 

N 

N 

N 

N 

N 

N 

N 

$43 

N 

/I*V . N 
N 

N 

N 

$38 

N 

$&V 

adv.N 

P 

P 

VA 

N 

N 

VA 

N 

N 

I\' 

N 

N 

N 

S u f f i x  

VA 

$%V 

zus 

%V 

S V  

?V . N 

?V . N 

N 

N 

Kunst des Blumensteckens, = Ikebana 

eigene Ehefrau 

traurig 

unbedingt 

ziemlich 

Geld 

Reiche,-r 

sie (auch: feste Freundin) 

sie (3.Pers.plural, weiblich) 

Tasche, Koffer 

Blumenvase 

jp. Kabuki-Theater 

aufsetzen, aufstiilpen 

Wand 

Aushalten, aushalten, s.zusammenreisen 

Papier 

Haupthaar 

Gott, Gottheit 

beisen, kauen 

Kamera,Fotoapparat 

regelmaig einen Ort besuchen ("pendeln") 

Dienstag 

Partikel "von, ab" (Ausgangspunkt) 

weil 

salzig, scharf 

Glas (z.B. Fenster-) 

Korper 

leicht (Gewicht) 

er (auch: fester Freund) 

sie (3.Pers.plural, manlich) 

Kalender 

Kalorie 

Flus 

Leder 

Seite, Teil (V. 2 Teilen) 

niedlich, sus, lieb 

trocknen (intr.) 

statt, anstatt, anstelle von 
ND-, V (hoflichkeits1eer)- 
sich mdem (intr.) 

denken, nachdenken 

Bezug, Beziehung, e.Beziehung haben 

touristisch bereisen, Tourismus 

Sudkorea 

Krankenschwester 
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adv 

$$V 
N 

N 

V A - N  

$5 V 
N 

N 

W 

zus . $&V 

$&V 
N 

N 

N 

N 

V A  

N 

N 

ADV 

N 

zus 

zus - 5%' 

N 

chinesische Schriftzeichen 

empfinden, fuhlen 

einfach, leicht 

Tauschung (bei Prufung), 
"mogeln" (engl. cunninrl is t)  
erstes Jahr 

anstrengen s., das Beste tun 

Reklameschild, -tafel 

Baum, Holz 

gelb, Farbe Gelb 

loschen, erloschen (intr.) 

Lufttemperatur 

Maschine 

Gelegenheit 

bemerken 

horen, fragen 

um Christi Geburt, um das Jahr Null 

gefahrlich 

Zug, Bahn 

Technik 

Jahreszeit 

Regel 

Norden 

Gitarre 

schmutzig 

C& 

Briefinarke 

gewiB, bestimmt, sicher 

Karte (Fahr-, Eintritts-) 

Gefallen finden 

hier: im Kopf haften bleiben, nicht aus d. Sinn gehen 

Seide 

gestern 

streng, hart 

Laune, mentale od. Physische Verfassung 

Grundlage -!Xi E: elementar 

festlegen (intr.), s.ergeben 

Pflicht (2.B. gimukyooiku Pflichtschuljahr) 

bestimmen, festlegen 

Gefuhl, Empfinden (%Pi% (6) L\L\ =s. wohl 
fuhlen; EL \ = a. s. unwohl fiihlen, b. ekelhaft) 
Kimono jap. Kleidungsstuck 

Kunde, Gast 

neun 

ZW Stufe, Grad 2- 3 
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Urlaub 

Eilzug, Schnellzug, D-Zug 

platzlich 

Rindfleisch 

Milch 

Gurke 

heute 

erziehen, Erziehung 

Kirche 

Lehrbuch 

Fest, Zeremonie 

Unterrichtsraum, Klassenzimmer 

Professor (selten als Anrede) 

wetteifern, konkurrieren, Wettbewerb 

Geschwister, Bruder 

Kyoto 

Interesse 

letztes Jahr 

Entfernung, Distanz 

(auserst) ungern haben, hassen 

nicht mogen, ablehnen 

christliche Lehre, Christentum 

anziehen, tragen, umhmgen 

schneiden 

schon 

Kilogramm 

Kilometer 

aufpassen 

misstimmen, in d. falsche Kehle bekommen 

Bank (=Geldinstitut) 

Verbot, verbieten 

die Nachbarn (E: PRAEF d. Hoflichkeit) 

Freitag 

neun 

(Gesundheits)zustand, terminlicher Zustand 

Luft 

Flughafen 

Gras 

stinken (VA !) 

Medikament 

(geben Sie mir) bitte 

Obst 

Mund 

Schuh 
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N  

N  

%V 

N 

?V, N 

83 V  

N 

$&V 

P 

VA 

P 

N  

8% 

ZW 

?&V 

+V 

VA 

N 

8 5 V  

VA.N 

VA 

Suffix 

N 

Suffix 

+ V - N  

N 

? V - N  

N  

N 

N 

N 

N 

F V - N  

a d v  - N  

N 

W', N 

S&V 

NA 

? V . N  

ADV 

F V .  N  

a d v - N  

N 

Kon j 

Striimpfe 

Nation, Land, Staat 

verteilen, austeilen 

Nacken, Hals, Haupt 

s.etw.ausdenken, Kreativitat walten lassen, Ausweg 
finden 
zusammensetzen, zusammenfugen 

Wolke 

bewolken s. (bewoliaes Wetter) 

ungefahr (Suffix) 

dunkel; (auch: introvertiert) 

ungefahr (Suffix) 

Klasse, Schulklasse 

l&.-h 

Gramm 

wiederholen 

kommen,herkommen 

qualvoll, anstrengend 

Auto, Wagen 

mir geben (nur Ich und Umgebung des Ichs) 

schwarz, Farbe Schwarz 

hier: s. gut auskennen; sonst:ausfuhrlich 

vertrauliches, jugendl. Namenssuffix (meist mannl.) 

Haar, Fell 

... Familie 

Plan 

Polizist 

Erfahrung 

Wirtschaft 

Polizei 

Kunst ...&T<: artistisch 

Kuchen 

Spiel (Unterhaltungsspiel) 

Verletzung 

heute Morgen 

Aussichf Landschaft 

z. (Unter)miete wohnen, Mietwohnung 

ausschalten, loschen 

wunderbar; (auch: hofl.Ablehnung) 

Heirat 

bestimmt nicht, in keiner Weise (mit Negation !) 

Aufstosen, aufstosen, "nilpsen" 

Montag 

KOln 

aber, zwar ... aber 
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adv 

T V  N 

ZW 

N 
Prafix 

Suffix 

N 

Suffix 

VA 

DEM 

N 

N 

T V  - Ii 
T V - N  

N 

N 

N 

N 

N 

N 

N 

N 

N 

N 

N 

N 

T V  . N 

N 

N 

N 

N 

T V  . N 

N 

N 

N 

DEM 

Hauser (Zahlwort f. Privathauser U. kleinere gewerbl. 
Hauser) 
Ursache, Grund 

Streit, streiten 

Eingang, Diele 

gesund, munter, wohlauf, temperamentvoll, lebhaft 

Forschung, Studie 

Forschungsraum, Zimmer e. Forschers 

untersuchen, Untersuchung (medizinisch, technisch) 

gegenwmig, momentan, das Jetzt 

besichtigen, Besuch, Besichtigung (aus Vergnugen) 

Zahlwort f. kleine Gegenstande 

Kind 

H"ichke:tspr~,x @.E. Z,Rfi) 

Suffix fiir Sprache (z.B.doitsu-go) 

finf 

nach 

dickflussig (Farbe: dunkel, Wuchs: dicht) 

auf diese Weise + V 1 + Adj 

Park 

Vorstadt, Vorort 

Prufung bestehen, Bestehen e. Prufung 

Vorlesung 

Industrie (nicht Gebaude) 

Oberschule (3 Jahre) 

Oberschiiler,-in 

Fabrik 

Gewiin 

Autobahn, Schnellstrase 

Schwarztee 

Schuldirektor 

Verkehr (Strasen-, Schiffs-, Flug-) 

Aula, groser Saal 

Polizeiwache, Wachhauschen 

Beamte, Beamtin 

s. verfarben d. Blatter, Verfarbung der Blatter 

offentliche Einrichtung, meist Schulen 

Stimme, tierischer Laut 

Mantel 

Kaffee 

Misverstandnis, misverstehen 

Fremdsprache, Sprache 

international, Internationalitat 

Tafel 

hier, dieser Ort 
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adv-N 

N 

z 
N 

N 

6 V . N  

N 

N 

adv-N 

adv-N 

N 

5%' 

N 

DEM 

DEM 

Ii 

N 

adv-N 

N 

N 

N 

DEM 

adv 

adv 

zus 

N 

6 V  . N 
$&V 

VA 

%V 

N 

W. N 
%V 

N 

N 

N 

DEM 

ADV 

DEM 

N 

Suffix 

VA 

%V 

5 .9  

nachmittags, am Nachmittag 

9. Tag d. Monats 

neun Stuck, 9 Jahre alt (Kind) 

Herz, Seele, Gemut 

Kojima (jp. Familienname) 

Panne, Defekt 

Privatperson . . .mfS:  personlich 

Individualitat : individuell 

vormittags, am Vormittag 

vormittags, innerhalb des Vormittags 

Antwort 

antworten 

Festessen, reichhaltige Tafel 

hier (hofl. Ortsangabe) (auch: diese Person) 

hier, diese Seite (gespr. Sprache) 

Glas, Becher 

Sache. Angelegenheit 

dieses Jahr 

Sprache, Wort 

Kind 

kleiner Vogel 

diese -r,-s + N 

neulich 

in letzter Zeit 

auf diese Weise 

gekochter Reis, Essen, Mahl 

kopieren, Kopie 

verschlitten 

detailliert, klein(1ich) 

Schwierigkeiten haben, verlegen sein 

Abfall, Mlilll 

kommunizieren, Kommunikation 

mit Menschen uberfullt, voll sein (intr.) 

Mehl, Weizenmehl 

Reis (ungekocht) 

Eltern eines Anderen 

dies hier 

ab jetzt, ab dies 

diese (Plural von kore) 

zum Zeitpunkt, in der Zeit von 

ungemhr ... um ... (Zeitpunkt) 

furchterregend, bemgstigend 

zerstoren, minieren, kaputtmachen (trans.) 

kaputtgehen (intr.) 
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+A adv.N 

=?-?F-b N 

+B adv.N 

+B adv-X 

J? ba-/L %V . Ii 
2 At2 DEM 

SB adv 

*@E adv.N 

IKT 

N 

ZW 

adv 

adv 

ADV 

adv 

N 

N 

$&V 

N 

S&V 

NA 

N 

B5 V 

$%V 

N 

N 

N 

N 

BBV 

$%V 

%V 

$&V 

$&V 

ZW 

N 

N 

dieser Monat 

Konzert 

diese Woche 

dieses Mal, demnachst 

kontrollieren, Kontrolle 

so ein + N 

Schriftspr.: heutzutage, unsere Zeit 

heute Abend 

convenience store (etwa: 24 Stunden-Laden) 

Computer 

heute Nacht 

Nun!, Also! 

Kreis, Zirkel (hierSport-, Kluturzirkel) 

... Jahre alt 

neuerdings, in letzter Zeit 

Allerletzte, zuletzt 

zuletzt 

Anfang, zuerst 

Geldbeutel, Brieftasche 

Material, Zutat, Grundsubstanz 

suchen 

Fisch 

senken, sinken, nach hinten gehen, abwllrts gehen 

rege, popular 

hinter N, nach passieren von N 

zu blihhen beginnen 

bluhen (intr.) 

Aufsatz (schulisch) 

Kirschblilte 

Kirsche (Fnicht) 

Alkohol, jap. Reiswein 

senken, herabsetzen, tragen 

aufspannen (Regenschirm) 

aufieigen, auf etw. deuten (u.a. mit d. Finger) 

stechen 

zu etw. Einladen 

Zilhlwort f. gebundene Schriften 

Schriftsteller 

Fusball 
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ADV 

N 

N 

N 

VA 

K 

7f,v . N 
Suffix 

VA 

?I 

adv-N 

2dv.N 

adv.K 

K 

%V 

$&V 

Suffix 

N 

Y 

NA 

7f,V.N 

N 

Gr 

N 

Suffix 

N 

N . N4 

N 

N 

.s 
P 

KONJ 

Kon j 

$%V 

N 

N 

Suffix 

$&V 

N 

N 

N 

/T.V.N 

N 

N 

vorhin 

Zeitschrift 

Zucker 

Kunst d. Teezubereitung, Teezeremonie 

einsam 

japan. Sitzkissen 

diskriminieren, Diskriminierung 

... Herr, Frau (oft: Adressat, selten: Anrede) 

kalt (Klima) 

Teller 

ubernachster Monat 

ubernachste Woche 

ubernachstes Jahr 

Salat 

larmen, Krach machen 

beruhren 

Frau, Fraulein, Herr 

drei 

Sandwiches, belegtes Brot 

schade, bedauerlich 

Spaziergang 

vier 

Partikel fiir Aufiahlungen 

Schrift 

... Uhr (Zeitpunkt: Stunde) 

Spiel (sportl. Wettkampf) 

Gluck, glucklich 

CD (compact disc) 

Geste, Gestik 

Salz 

nur (mit Negation) 

Aber (satzeinleitende Konjunktion) , eher formell 

auserdem daruber hinaus, noch d m  

tadeln, rugen 

Zeit, Stunde 

die vier Jahreszeiten 

... Zeremonie, ... Feier %es: Hochzeitzeremonie 
Methode E%&: westlicher Art 

ausbreiten, auslegen 

Examen, Prufung 

Ereignis, Fall 

Unfall 

Arbeit 

Worterbuch 

Erdbeben 



2.Semester, Vokabelindex Seite 17 

NA 

N 

NA.N 

N 

N 

N 

N 

N 

T V  . N 
ADV 

N 

N 

ADV 

ADV 

T V - N  

T V - N  

NA 

N 

N 

N 

N 

N 

%V 

ADV 

N 

N 

ADV 

N 

N 

%V 

N 

55 V 

$5 V 

Wfix 

KONJ 

N 

N 

N 

N 

N 

FV.I\j.NA 

N 

N 

S u f f i x  

ruhig 

Blick 

naturlich, Natur 

Nachkomme 

unter N 

Zunge 

Zeitalter 

Untenv&che 

s. vorbereiten, Vorbereitung, das s. Rusten 

ordentlich, s. zusammenreisend 

wirklich, tatsachlich 

Luftfeuchtigkeit 

wirklich, in der Tat 

etwa: um die Wahrheit zu sagen; ehrlich gestanden 
(einleitendes Wort) 
Mislingen 

Frage 

unhoflich 

Strasenbahn, stadtische Bahn 

SR: Worterbuch, Lexikon %%: Lexikon 

Fahrrad 

Automobil (=kuruma) 

Ware 

sterben 

eine zeitlang, eine Weile 

etw. Veraltet f i r  Worterbuch, Lexikon 

das Selbst, eigene Person 

selber, eigenhadig 

Insel 

Inselland 

schliesen s., zugehen 

Buro 

schliesen 

festbinden @.B. Krawatte) 

Firma ( 2.B. %Bd]?ck: Zeitungsverlag) 

Ugs.: dann, wenn es so ist (=Assimilation V. de wa) 

Gesellschaft 

Kartoffel 

Foto (graphie) 

Firmenchef(in) 

Hemd 

Storung (gegenuber Personen) 

Marmelade, Konfiture 

zehn 

die ganze (Gegend, Zeit) @.B. @P: d. ganze Stadt 
- L3 9: den ganzen Tag) 
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N  

W .  N  

N  

T V  . N  

T V  . N 

N  

N 

N 

N  

T V - N  

T V - N  

N  

N  

N  

N  

N  

NA 

N 

W - N  

NA 

N 

N  

adv  

N 

N  

N 

W - N  

N  

Woche (lang) 

Brauch, Sitte 

Religion 

Adresse 

Anstellung finden, Anstellung 

Saft, Limonade 

frei 

konzentrieren, Konzentration 

Judo 

genug, ausreichend 

Wochenende 

wichtig 

reparieren, Reparatur 

Unterricht 

stark leistungsorientierte Privatschule fur die 
Prufungsvorbereitung 
Hausaufgabe 

Aufmahmeprufung, Prufung 

Ehemann (des Anderen), auch: Ladenchef 

teilnehmen, bei e. Veranstaltung anwesend sein 

Aufbruch, aufbrechen 

Hauptstadt 

Hausfrau 

Hobby 

Art, Sorte, Typ 

Vorbereitung 

Bekannhnachen, Vorstellung, PrBentation 

Stipendium 

Grundschiiler 

Neujahr, Neujahrstag (in Japan: 1 .-3.Jan.) 

Grundschule (6 Jahre) 

Oberstufe, fortgeschrittene Stufe, obere Qualitat 

geschickt sein im N, N gut kdnnen 

Roman 

Einladung 

stabil, robust 

Information 

Sojasose 

zukonftig, in Zukunft 

Showa (1926-1989) 

Anbgerstufe, erste Stufe 

Beruf 

Mahl, Essen 

Eszimmer, einfaches Eslokal (Kantine) 
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N 

ADV 

$5 V 

53V 

%V 

N 

N 

$&V 

VA.N 

Suffix 

?J 

N 

iV 

N 

N 

$5 V 
N 

NA 

NA 

%V.N 

N 

N 

N 

ADV 

adv-N 

$&V 

%V 

N 

N 

N 

N 

N 

N 

N 

Suffix 

N 

NA 

$5 V 
%V 

ADV 

VA 

VA 

Appetit 

Nahrungsmittel 

weibliche Person, Frau 

standig, sehr haufig, dauernd 

mitteilen, bekanntgeben 

nachsehen, uberprufen 

jmd. kennenlernen 

Privatschule 

Unterlage 

wissen, kennen 

weis, Farbe Weis 

Suf. u.a. f. Staatsangehorigkeit (z.B.doitsu-jin) 

Prozentsaiz d.S~iiuier, die die nachsr hohere Schuie 
besuchen 
Shinkansen, Super-Express-Zug in Japan 

durch Menschenhand hergestellt ...Ni?: kunstlich 

Shinto-Schrein 

glauben 

Verwandte (C: PRAEF d. Hoflichkeit) 

freundlich 

frisch 

Sorge 

Zeitung 

das Schwimmen @isziplin,Sportart) 

Wasserleitung 

ziemlich, recht (viel) (eher gespr. Sprache) 

Mittwoch 

Zigarette rauchen 

rauchen, saugen, inhalieren 

Mathematik 

A m g  

Koffer, Schalenkoffer 

Supermarkt 

Suppe 

Rock 

Gestalt 

nach ... (Zeit) (Suffix) 

Ski (fahren) 

(sehr) gern haben, lieben 

vorbeigehen, passieren 

(menschen)leer werdenkein (intr.) 

sofort 

wenig vorhanden sein 
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ADV 

$&V 

VA 

$&V 

S5V 

P 

ADV 

ADV 

VA 

35 V 

N 

N 

N 

N 

N 

VA 

TV. N 

N 

N 

$%V 
N 

N 

N 

N 

$&V 
N 

TV 
Kon j 

$&V 
55V 
N 

S u f f i x  

W, N 

T V - N  

N 

N 

N 

N 

N 

N 

N 

N 

N 

N 

wenig, bischen 

verbringen 

kUhl 

fortschreiten, weiterlaufen (intr.) 

empfehlen, anbieten 

jeweils (Suffix) 

vollstadig 

viel mehr, die ganze Zeit, seit langem 

sauer 

wegwerfen 

Stereoanlage 

Heizofen 

Sand 

Snowboard 

Spaghetti 

wunderbar 

Rede (halten) 

Loffel 

Spanien 

gleiten, rutschen, ausrutschen 

Sport 

Sportwagen 

Hose 

Ecke V. N 

zu Ende gehen, fertig werden (intr.) 

Taschendieb 

tun, machen 

daraufhin 

setzen s. (meist mit C:) 

wohnen, leben (tagliches Leben fuhren) 

Rocken, Korperlage 

aushn.. ..hergestell< Produkt aus ... 

tagliches Leben fuhren, Leben (tagliches) 

aufixhtige Sitzhaltung, aufrecht sitzen 

Politik 

Zensuren, Leistungergebnis 

Schaler 

System 

Geburtsdatum (Jahr, Monat, Tag) 

Regierung 

der Westen, Abendland, Europa 

westl. Zeitrechnung 

Pullover 

Welt 
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N 

zus %V 

N 

T V ,  N 

N 

ADV 

N 

VA 

N 

N 

adv-N 

N 

a d v - N  

N 

ADV 

TV, N 

T V - N  

ZW 

N -  Suf 

ADV 

N 

N 

DEM 

T V - N  

N 

ADV. Kon j 

T V . N  

N 

DEM 

KON J 

%V 

DEM 

T V - N  

DEM 

N 

$3 V 

DEM 

Kon j 

KON J 

N 

N 

N 

N 

Sitzplatz 

Platz verlassen, V. Platz aufstehen 

Seife 

erklaen, Erkl&ung 

Rucken 

unbedingt, auf jeden Fall 

A n w  

eng 

null 

Tausend 

letzter Monat 

Hauptfach, 1. Studienfach 

letzte Woche 

Lehrer,-in 

gar (nicht) 

s. bekriegen, Krieg 

Waschen von Wasche 

Zentimeter 

etwa: aIteres Semester (in Japan ehrwurdig) 
auch: Betitelung e. Pers. statt "-- 8 X/" 
alles 

zehn Millionen 

Spezialfach, Hauptfach 

auf solche Weise + V / + Adj 

Putzen 

Begrnbnisfeier, Totenfeier 

auf diese Weise (Adv.); danach (als Konj.) 

um Rat fragen, beraten, Beratung 

das stimmt, das ist richtig 

Wurst, Wurstchen 

dort, jener Ort 

Und (satzeinleitende Konjunktion) 

grosziehen, aufziehen, zuchten 

dort (hofl. Ortsangabe) (auch: jene Person) 

Absolvieren der Schule / Universiat 

dori, jene Seite (gespr.Sprache) 

auserhalb von N 

hier: als Opfergabe hinstellen; installieren 

jene -r,-s + N 

auserdem: daruber hinaus, noch dazu 

d a r ,  stattdessen 

in der N ~ e  von N 

eigener Grosvater 

eigene Grosmutter 

Himmel 
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DEM 

KONJ 

KONJ 

KON J 

KONJ 

KON J 

KON J 

KON J 

ADV 

ADV 

$5 V 

ADV 

F V  . N 
DEM 

ADV 

ZW 

Suf f ix  

?;V-N 

W ,  N 

N 

N 

N 

F V . N  

N 

NA 

N 

NA 

N A  

;7;v 

ADV 

ADV 

N 

N 

ADV 

N 

N 

N 

ADV 

das da 1- 3 

Und dann (satzeinleitende Konjunktion) 1- 2 

deshalb, aus diesem Grunde 1-14 

trotzdem 1-14 

oder 1- 2 

trotzdem 2-10 

dann, in diesem Fall, wenn es so ist 1-14 

auserdem, daruber hinaus, und dazu 1-14 

nicht besonders, nicht so sehr 2- 3 

so sehr, sonderlich; (oft mit Negation: nicht so sehr) 2- 5 

ordnen, komplettieren 2-10 

langsam, allmahlich 1-12 

Verehrung, verehren 2- 5 

so ein + N 2-10 

nicht so sehr (viel etc.) 1- 7 

Zahlwort f. Autos,Maschinen etc. 

... Generation @.B. 2 0 R :  die 20er Jahre 
= Person U. Zeitalter) 

Entlassung aus d. Krankenhaus, entlassen werden 

diaten, Diat 

UniversiW, Hochschule 

Graduiertenstudiengang 

Student, Hochschulstudent 

s. aufhalten, Aufenthalt 

Botschaft (Landesvertretung) 

wichtig 

Taisho (1912-1926) 

in Ordnung sein, akzeptabel sein 

wichtig 

filr wichtig nehmen, sorgfXitig behandeln, hiiten 

ungemhr, ungemhr alles 

meistens 

Kiiche 

Typ; Abk.v. Schreibmaschine 

ziemlich, grostenteils 

Taifun 

Schreibmaschine 

Pazifik 

auserst, sehr 
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NA 

N 

8 9  

VA 

8% 

KONJ 

ADV 
N 

P 

Gr 

N 

ADV 

ADV 

$&V 

$&V 

8 3 V  

8 3 V  

8% 

%V 

VA 

N 

S u f f i x  

$&V 
N 

S 5 V  

$-SV 

ADV 

K 

N 

VA 

NA 

%V 

%V 
N 

ADV 

N 

$3' 
N 

ADV 

P 

$&V 

NA 

G r  

55v 

anstrengend, schlimm 

Kontinent 

umfallen, umkippen (intr.) 

hoch; teuer 

erhohen, veredeln 

deshalb,daher 

viel, zahlreich (vorhanden) 

Taxi 

nur 

nicht nur ... sondern auch ... 

Dashi, Suppenfond 

wohl, wahrscheinlich 

gewis, wirklich, zwar 

addieren, hinzufugen 

abschicken, heraustun 

retten, helfen 

s. erkundigen, jdm. fragen 

besuchen, aufsuchen 

schlagen , klopfen 

richtig, korrekt, recht 

"Tatarni" (Fusboden aus geflochtenem Reisstroh) 

Pluralsuffix fur Personen 

stehen, aufstehen 

Gebaude 

errichten, bauen 

aufstellen 

zum Beispiel 

Regal 

Tanaka Op. Familienname) 

frohlich 

erfreulich sein, s. freuen auf 

sich vergniigen, geniesen 

bitten, beauftragen, bestellen 

Zigarette, Tabak 

wahrscheinlich 

Essen, Speise 

essen 

Ei 

manchmal, gelegentlich 

fur, wegen 

probieren, testen 

untauglich,nichtsnutzig, es geht nicht 

mal...mal...tun 

ausreichen 
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NF 

N 

N 

N 

adv-N 

N 

N 

ADV 

N 

N 

N 

VA 

N 

VA 

?&V 

N 

N 

N 

T V - N  

N 

N 

N e  Suf 

N 

VA-N 

N 

N 

Suffix 

Suffix 

T V - N  

N 

N 

N 

N 

T V - N  

N 

N 

N 

ADV 

N 

TV.N 

N 

ADV 

N 

wer, welche Person 1- 2 

credits (Leistungsnachweis an Univ.); Mengeneinheit 2- 7 

kurzzeitig (2.B. %SgfA%: 2 jahiige Kumniversitat) 2- 3 

Vokabel, Wort 

Geburtstag 

das Tanzen, der Tanz 

mLinnliche Person, Mann 

allm&dich, nach und nach 

Heizung 

Elastizitat 

Blut 

klein 

team, Mannschaft 

nah 

das stimmt nicht, das ist nicht richtig 

unterscheiden s., anders sein, falsch sein (intr.) 

in der N ~ e  von N 

U-Bahn 

Kraft 

Verspatung, s. verspaten, zu e. Veran-staltung, Arbeit 
0.51. zu spat kommen 
Landkarte, Strasenkarte, Stadtplan 

Vater (eigener) 

Provinz, landliche Gegend (als Suffix: Gebiet) 

japanischer gruner Tee 

braun, Farbe Braun 

Teezimmer, abgegrenzter Raum f Teezeremonie 

Schale, Teetasse 

-chen,-lein 

Suffix; Zeitraum d. Geschehens, "wahrend 

Wamung, Verwarnung 

Mittelsch~ler 

Mittelschule (3 Jahre) 

Mittelstufe, mittlere Qualitat 

China 

Spritze 

Parkplatz 

Mittelpunkt, Mitte 

Korea; Sammelbegriff fur Nord- und Sudkorea 
&-: Nordkorea 
gerade (eben), eben erst 

Kreide 

sparen (Geld ansammeln), Erspamis 

Schokolade 

wenig, eine kurze Zeit 

Geographie 
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1. Tag d. Monats 

dolmetschen, Dolmetscher 

benutzen 

fangen 

mlide werden I sein 

Monat 

Mond 

nachst(e,er) 

... k : mit jmn e. Beziehung eingehen 

... I:: jmn Geselschaft leisten 
anschliesend 

angehen (Licht, Feuer etc.) 

ankommen (Ziel erreichen) 

anhatten, haften (intr.) 

Tisch 

herstellen, machen 

anbringen, am Korper tragen (z.B.Ohrring) 

Licht einschalten 

Disposition, passen (z.B.Termin) 

mitteilen, iiberliefern 

s. fortsetzen (intr.) 

fortsetzen (etw.) 

einpacken, einwickeln 

angestellt sein (meist mit 'X" )  

uninteressant, langweilig 

das heist, das bedeutet 

aufstapeln, aufeinanderstellen 

kalt (auser Klima; Ausnahme: Wind) 

hier: glauben; d. Meinung sein 

Regenzeit, "Pflaumenregen" 

stark 

fischen 

mitfilhren, s.begleiten lassen (Lebewesen) 

Hand 

Partikel "in" ... tun (Handlungsart) 

mit (Handlungsmittel) 

Abgabe, einreichen, abgeben, vorlegen 

Disko(thek) 

Papiertaschentuch 

hoflich, sogmt ig  

Rendez-vous 

Tonband, Band 

Tisch (westl. Form) 
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N 

DEM. hP 

$&V 

N 

$&V 

$&V 

95 V 
N 

zus . %V 
zus . $&V 

rechts oder links neben N 

welche -r,-s + N 

fliegen 

Tomate 

ubemachten 

anhalten, stoppen (intr.) 

anhalten, stoppen (trans.) 

Freund,-in 

e. Freund bekommen 

Freundschaft schliesen 

Samstag 

Spritztour, Vergnugungsfahrt mit Auto (machen) 

Lastrvagen 

Vogel 

wechseln, austauschen 

Huhnerfleisch, Geflilgelfleisch 

nehmen (stehlen, abonnieren, photografieren) 

nehmen, holen, abonnieren 

welches 

Rauber, Einbrecher 

was fiir ein ? 

meist mannlich: Gefiihlsausdnick (Wundem. 
Erstaunen) 
nicht da sein (Negation V. a n )  

Messer 

heilen, reparieren, korrigieren 

kurieren (intr.), besser werden (Krankheit) 

s. verbessern, wiederhergestellt sein 

in N 

lang 

ziemlich, recht, relativ 

ehv.tuend eine Hauptsache tun 

kraen,  singenpvitschem (Tierlaut) 

weinen 

verlieren 

sterben (hofl., Mensch) 

abhanden kommen, verloren gehen 

werfen 

warum, wieso, weshalb 
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adv.N 

a d v - N  

P 

N 

z 
N 

NF 

NF 

N 

N 

N 

SBV 

%V 

$$V 

83 V 

$$V 

$&V 

ADV 

ADV 

$5 V 
NF 

a d v - N  

P 

P 

N 

P 

$&V 

VA 

NA 

N 

QBV 

N 

z 
N 

a d v - N  

P 

N 

N 

N 

N 

N 

F V  N 

F V - N  

N 

Sommer 

Sommerferien 

usw. 

sieben 

sieben Stuck, 7 Jahre alt (Kind) 

schrag, quer 

was 

welche Nationalitat 

7. Tag d. Monats 

roh, frisch, ungekocht 

Name, Vorname 

lecken 

erlernen, einuben 

nebeneinander stehen, angereiht sein (intr.) 

nebeneinander aufstellen, sortieren 

werden 

klingeln, erklingen 

moglichst 

in der Tat, einleuchtend 

s. gewohnen an (oft: mit "bL") 

was 

welcher Wochentag ? 

Partikel "nach" (Zielpunkt) 

Partikel (Zeitpunkt) 

zwei 

Pro 

passen, stehen (z.B.Kleidung) 

bitter 

belebt, heiter 

Fleisch 

fliehen 

Westen 

Suffix: ... Tag (Tag im Monat) 

japanisch-deutsch, Japan und Deutschland 

Sonntag 

im Hinblick auf, beziiglich 

Tagebuch 

Japan 

Japan 

japanisches Meer 

Gepgck 

in e. Klinik eingeliefert werden, s. in e. Klinik aufhalten 2- 3 

Eintritt in eine Schule 1-13 

Nachrichten 1- 1 
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P 

%V 

N 

ZU: 

N 

IL' 

h 

N 

$&V 

$&V 

$%V 

W 
P 

N 

N 

N 

$%V 

NA 

VA 

$%V 

$3 V 

ZW 

N 

S u f f i x  

zus 

N 

$39' 

ADV 

P 

PI; 

$&V 

N 

N 

$&V 

85 V 
N 

$&V 

laut ..., in Anlehnung an ... 

ahneln 

Garten 

Zahlwort f. Personen 

Beliebtheit, Popularitat 

Puppe 

Mensch, homo sapiens 

Karotte 

ausziehen, sich entkleiden 

stehlen 

streichen, auftragen 

nas werden 

nicht wahr? 

Krawatte 

Katze 

Preis 

Fieber haben 

gewissenhaft, eifrig 

schl?ifrig, milde 2- 4 

schlafen 1-12 

schlafen (legen) 1- 7 

Z&lwort f. Jahr (l999q=.ttX/ V$ j U.+ < 3 V$ 3 2- 2 
L a 5 3 V $ j t a X / )  

Jahresdevise, Name d. Regierungsperiode 2- 2 

Suffix "Studienjahr"; "Schuljahr" 2- 7 

sicherheitshalber 2- 5 

Heft, Schreibheft 1- 3 

iibrigbleiben, erhalten bleiben 2- 5 

spater (formelle Spr.) 2- 6 

weil 

Hals, Kehle 

ersteigen, besteigen 1-13 

Kneipe 1- 2 

trinken 1- 1 

umsteigen (Fahrzeug) 1-1 1 

Fahrzeug 1- 4 

einsteigen, in e. Fahrzeug mitfahren 1-10 

P Themapartikel 

N Zahn 
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N 

N 

ZW 

N 

I NT 

ZW 

Suffix 

N 

N 

N 

S&V 

$&V 

N 

N 

N 

P 

$&V 

N 

$&V 

N 

N 

N 

$&V 

N 

ADV 

$3' 
N 

$&V 

N 

VA 

N 

$&V 

N 

N 

$ W  

X 

T V - N  

N 

ADV 

T V  N 

NA 

N 

N 

N 

Blatt (Baum, Pflanze) 

Fall, Situation 

Prozent 

Party 

ja (Bestatigung) 

Zahlwort f. gefullte Becher, Glaser, Schalen 

das -fache @.B. iff/ 2 ig: doppelt: 3 !E: dreifach) 

Regenzeit, "Pflaumenregen" 

Aschenbecher 

Zahnarzt 

hineingehen, drinnen sein (meist: N i L h  F, ) 

baden (in d. Badewanne) 

Pilot 

Grab 

Postkarte 

(immer) nur, ausschlieslich 

anziehen, tragen (Kleidung unterhalb d.Gurtel1inie) 

Schachtel, Kasten, Kiste 

transportieren, forttragen 

Schere 

Essabchen 

Brucke 

beginnen (intr.) 

Anfang, Beginn 

zum ersten Mal, erstmalig 

beginnen mit ... (mit Partikel o) 

Ort, Stelle 

rennen, fahren 

Bus 

peinlich, beschamend, genant 

Basketball 

ablegen (2.B. Armbanduhr), aufknopfen 

Butter 

20 Jahre alt (Mensch) 

arbeiten 

acht 

Aussprache, Intonation 

20. Tag d. Monats (nicht: 1Z C @ 5 CL 5 !!) 

deutlich 

Entdeckung, entdecken 

grell, optisch auffallig 

Blume, Blilte 

Nase 

Gesprach, Rede, Geschichte 
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$&V 

N 

N 

W .  r\r 

%V 

z u s  . $$V 

N 

55v 
VA 

VA 

S&V 

adv-N 

$&V 

N 

55' 

S u f f i x  

ZW 

N 

N 

N 

N 

N 

N 

W-ru 

N 

FV . N 

adv  

N 

N 

zw 
N 

N 

S u f f i x  

N 

N 

55V 
z u s  

5 9  
N 

ZW 

N 

$&V 

$&V 

VA 

sprechen, sagen 

Banane 

Feuerwerk 

Kirschbltitenbetrachten 

s. entfernen (oft: mit "Q") 

Nase putzen, schneuzen 

Mutter (eigene) 

anbringen, am Korper tragen (z.B. Uhr) 

fruh 

schnell 

bezahlen 

Fruhling 

aufkleben (Briefmarke) , frankieren 

Volleyball 

aufklaren s. (gutes Wetter) 

halb ... (Zeit) (Suffix) 

Nr. 

Nacht, Abend 

Brot 

Taschentuch 

Sendung (Medien-), Fernseh- und Radioprogramm 

Nummer 

Abendessen 

s. selbst kritisieren, Selbstkritik 

ku-eiiges Kleidungsstuck 

dagegen sein, Gegenteil, Gegensatz 

halbes Jahr 

Hamburger (Gericht !) 

Halfte 

der Soundsovielte, Rangfolge Nr .... 

Tag, Sonne 

Feuer 

Suffix "Kosten" (&%B =Lebenshaltungskosten) 

Klavier 

Bier 

kalt werden 

Schaden entstehen 

d-em (Tag geht zu Ende) 

Osten 

... Tiere (bis etwa Hunde) 

Schublade 

(Zupf-und Tastinstrument) spielen 

ziehen, (Worterbuch: nachschlagen) 

niedrig 
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N 

N 

N 

ADV 

N 

T V  

adv 

adv-N 

VA 

$&V 

NA 

N . Suf 

N 

N 

N 

N 

$3' 

N 

VA 

Flugzeug 

Flughafen 

Visum 

Pizza 

endlich wieder, nach langer Zeit wieder 

Kunstmuseum 

auserst, sehr 

links von N 

erschrecken s., erstauen 

umziehen, Umzug, Wohnungswechsel 

Umzug machen, umziehen 

notwendig 

Mensch, Person, Leute 

schlimm, furchtbar, extrem schlecht 

ein Stikk, 1 Jahr alt (Kind) 

der, -ie, -as erste (reihbare Sache) 

eine Person 

weicher Kunststoff, Vinyl 

miisig, Zeit haben 

hundert 

kiihlen, abkiihlen 

Liste, Tabelle, Graph 

Krankenhaus 

Krankheit 

Gesichtsausdmck, Mimik 

Gleichheit 

Bezeichnung f.jap.Silbenschriftzeichen 

erofien, veranstalten, Ofien 

Mittag 

Hochhaus 

Mittagessen 

tagsiiber, wtihrend des Tages 

Mittagspause 

geraumig, breit, weit 

aufheben 

arm, unbemittelt 

hier: Klub e. Univ. 

Fan, Anhmger 

Film,Filmnegativ 

Briefumschlag 

Schwimmbad 

zunehmen 

Gabel 

tief 
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Pi 

$&V 

%V 

NA 

7T;V.N 

N 

n- 
Z 

N 

N 

ADVSN 

N 

N 

$5 V 

VA 

N 

$%V 

N 

N 

NA 

$&V 

adv-N 

N 

N 

N 

?&V 

%V 

VA 

7T;V.N 

N 

ZW 

N 

N 

N 

N 

N 

P 

N 

ZW 

NA 

N 

N 

ADV 

P; 

Kleidung 

wehen, blasen 

wischen, abwischen 

kompliziert 

Wiederholung 

Berg Fuji 

jp. raumteilende Schiebetilr aus festem Papier 

zwei SNck, 2 Jahre alt (Kind) 

Schweinefleisch 

zwei Personen 

normal, normalerweise 

2. Tag d. Monats 

Buddhismus 

anstosen, anrempeln 

dick (z.B. Baum)(nicht bei Menschen) 

Weintraube 

zunehmen, dick werden 

"Futon", wattierte Matratze, Deckbett 

Schiff 

unpraktisch, ungunstig gelegen 

treten, stampfen 

Winter 

harter Kunststoff, Plastik 

Frankreich 

Kopie, vervielfaltigte Unterlage 

regnen (ame ga ...), vom Himmel fallen 

winken, schwenken 

alt (nicht Menschenalter) 

Geschenk 

Bad 

Suffix: ... Minute (Zeitpunkt: Minute) 

Text 

Kultur 

Literatur 

Grammatik 

Sektor, Gebiet 

Partikel "in Richtung, n a c h  (Zielrichtung) 

Heisei (1989- ) 

Seite ... @.B. eines Buches) 

ungeschickt sein im N, N nicht gut konnen 

ander(e)s,unterschiedlich 

Bett 

ausgenommen; besonders (oft mit Negation), neben 

Zimmer, Raum 
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$&V 

N 

N 

N 

N 

T V - N  

T V  

T V  . N 

NA 

N 

NA 

N 

T V  . N 

N 

N 

N 

N 

N 

VA 

VA 

N 

N 

N 

P 

N 

ADV 

.%V 

N 

ZW 

N 

ADV 

N - A t t r  

T V . N  

abnehmen 

Klingel @.B. auch Schulglocke) 

Berlin 

in der Gegend von N 

Fuller 

Lernen, Studieren 

lernen, studieren 

Antwort, antworten 

eigenartig, seltsam, merkwurdig, komisch 

Lunchpaket, Proviant 

niitzlich, praktisch, gunstig gelegen 

Hut, Mutze 

ausstrahlen, Sendung 

Gesetz 

Ball 

Kugelschreiber 

andere, -r, -s 

Tasche (Hosen-, Jacken- etc.) 

mochten, haben wollen 

dunn 

Knopf 

Hokkaido 

Hotel 

Vergleichswort (oft: Negativ "nicht so") 

Buddha 

fast, fast alles 

loben 

Buch 

Zalwort f. lange, zylindrische Gegenstande 

Bucherregal 

wirklich 

ein klein (wenig), eine Idee 

Ubersetzung 

Z a l w .  f. dunne,flache Gegenstande (Papier etc.) 

jeden Morgen 

jede Woche 

jeden Monat 

jedes Jahr 

jeden Tag, Uglich 

jeden Abend 

vor N (temporal 1 lokal) 
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Suffix 

Gr 

%V 

$9 
%V 

NA 

ADV 

VA 

ADV 

ADV 

ADV . Kon j 
N 

N 

$5 V 

$&V 

NA 

ADV - NA 
ADV 

N 

N 

P 

P 

N 

N 

VA-N 

VA-N 

ADV 

N 

%V 

N 

N 

N 

N 

N 

$&V 

N 

N 

VA 

N 

N 

N 

$5 V 

N 

N 

vor ... (Zeit) (Suffix) 

bevor 

abbiegen 

geschlagen werden (Spiele, Krieg etc.) 

biegen 

fleisig, gewissenhaft 

mnachst, zuerst 

unschmackhaft, nicht gut schmeckend 

wieder, erneut 

noch, erst 

oder (= "W) 

Stadt, Kleinstadt 

Fehler 

Fehler machen, sich irren 

warten 

ganz rot sein, tiefrot 

geradeaus 

ganz, vollig 

Streichholzer 

Fest, religios. Fest 

Partikel "bis" (Ausdehnungsgreme) 

bis (spatestens) 

Fenster 

Benehmen, gesellschaftl. Verhalten, Etikette 

rund (kreisformig) 

mnd (kugelformig) 

(so) wie, vollig (+Neg.) 

in der Umgebung / im Umkreis von N 

kreisen 

Zehntausend 

mit Menschen iiberfilllt sein, vollbesetzt 

Comics 

genau in der Mitte, Zentrum 

Fiillfederhaiter 

putzen, polieren 

Mandarine 

rechts von N 

k u n  

Wasser 

der See 

Laden, Geschaft 

zeigen 

"Miso" (Sojabohnenpaste) 

Miso-Suppe (Suppe aus Sojabohnenpaste) 
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N 

N 

$&V 

55v 
z 
N 

N 

N 

N 

N 

W .  N 

N 

Y 

B 5 V  

N 

N 

$&V 

S V  

adv 

$&V 

$5 V 

N 

N 

VA 

VA 

N 

N 

NA 

z 
N 

N 

NA 

zw 
N 

N 

N 

ZW 

N 

VA 

ADV 

N 

N 

N 

Strase, Weg 

3. Tag d. Monats 

gefunden werden, s.finden, entdeckt werden 

finden (trans. j 

drei Stuck, 3 Jahre alt (Kind) 

grun, die Farbe Grun 

alle@) ( Personen, Sachen) 

Sie alle (hofl. Anrede) 

Hafen 

Suden 

Krankenbesuch (Frage nach d. Wohlergehen), 
Krankenbesuch machen 
Ohr 

Mithrifigse!, Sorvenir, Geschenk 

sehen 

alle(s) ( Personen, Sachen) 

6. Tag d. Monats 

s. wenden, s.in e. bestimmte Richtung begeben 

empfangen, begfisen 

fruher, fnlhere Zeit 

s.wenden, geeignet sein 

s. hin begeben, etw. in eine Richtung bringen 

jenseits von N, da hinten, da vorne 

Insekt 

schwill, feuchtheis 

schwierig 

eigener Sohn (-san=des Anderen) 

eigene Tochter (-san=des Anderen) 

nutzlos, uberflussig 

sechs Stuck, 6 Jahre alt (Kind) 

Bmst 

Dorf 

unmoglich, unvernunftig 

Suffix fur Ordinalzahlen 

Auge 

Meiji (1868-1912) 

sozial Hoherstehende, Altere 

Meter 

Brille 

selten,rar 

selten 

Baumwolle 

Nudel 

Mitglied 
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b  5 

E> 5 

b?b\-hF 

b  5 - + <  

b<Orrl? 

b<dc?U 

b  L  

b L % L  

h-h.5!" 

b- 

b-Tb16 

t-t: 

b r a  

bD 

b i j ?  

b  Y - l l  

bx, 

e h <  
b  !"tfb\  

ADV 

ADV 

ADV 

ADV 

N 

adv.N 

ADV 

I NT 

ADV 

$&V 

5% 
ADV 

$&V 

N 

$&V 

N 

N 

N 

N 

Suffix 

P 

N 

Prafix 

$&V 

T V  . N 

zus %V 

$&V 

55 V 

N 

VA 

VA 

VA 

N 

$&V 

55 V 

Z 

T V  

Partikel "auch" (oft: A mo B mo ... sowohl ... als auch) 

Partikel d. Hervorhebung, je nach Kontext z.B.sogar, 
uberhaupt nicht 
schon, nicht mehr 

noch, je, jeweils 

noch einmal, wiederholt 

bald 

Ziel 

Donnerstag 

falls, wenn 

Hallo ! (insbes. Telefonat) 

selbstverstandlich 

tragen, (fest)halten, in der Hand halten,besitzen 

haben eine Sache, besitzen, in der Hand halten 

mehr (Komparativ) 

zurilckkehren (zum Ausgangsort) 

Sache (konkreter Gegenstand) 

bekommen, erhalten 

Anrichten, Arrangement e. Speise 

Tor, Eingangsportal 

Beanstandung, Klage, Widerspruch 

Aufgabe, Problem 

Suffix fix Laden und Geschae  @.B. / <  2E) 

Partikel "unter anderem" (offene Aufiilhlung) 

Gemilse- und Obsthandlung, auch: -h&ndler 

ungemhr ( P r ~ ~ x )  

verbrennen, grillen 

versprechen, Versprechen 

Versprechen nicht einhalten 

nutzlich sein, nutzen 

brennen, gar werden (intr.) 

Gemuse 

einfach, leicht, freundlich, nett, lieb 

nen, gutherzig, m l i c h ,  freundlich, lieb 

billig 

Ruhe, Pause, Ferien 

(aus)mhen, pausieren, Urlaub machen 

abnehmen, schlank werden 

acht SNck, 8 Jahre alt (Kind) 

(allmilhlich) herkommen 
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ADV 

ADV 

$&V 

N 

N 

?J&V 

55 V 

$&V 

VA 

N 

a d v . N  

N 

N 

a d v . N  

NA 

K 

N 

W - N  

ADV 

F V . N  

N 

N 

%V 

P 

VA 

S u f f i x  

N 

F V .  N 

N 

N 

N 

N 

ADV 

N 

55 V 

T V . N  

N 

z 
TV-?i 

N 

$&V 

$&V 

?;V.N 

a d v - N  

endlich 

doch, in der Tat 

zerreisen 

Berg 

Yamamoto Gp. Familienname) 

aufhoren (Regen, Schnee, Wind) 

aufhoren (mit) 

tun, machen; hier: stattfinden 

weich, zart @.B. Fleisch) 

warmes /heises Wasser 

Spatnachmittag 

Abendessen 

Postamt 

gestern Abend 

beruhmt 

Zimmerboden 

Schnee 1-14 

Export 1-13 

langsam, in aller Ruhe, gemachlich 1-1 1 

Import 1-13 

Finger 2- 5 

Traum 2- 8 

wackeln, zittern, schiitteln (intr.) 1-14 

(=!) (freundliche) Informationsvermittlung, Nachdruck 1-12 
verleihendes Wort 
gut 1- 5 

gedacht fur... 2- 6 

Erledigung 2- 9 

bereitstellen, bereithalten, Bereithaltung 2- 8 

8. Tag d. Monats 2- 2 

Erledigung 2-10 

westliche Kleidung 1- 1 

Europa 

oft; gern 

neben N 

schmutzig werden 2- 9 

Vorbereitung (vorher lernen) 

4. Tag d. Monats 

vier Stiick, 4 Jahre alt (Kind) 

Vorhaben, Planung 

menschl. Welt, Gesellschaft 

rufen 

lesen 

reservieren, Reservierung 

Nacht, Abend 
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S - S  

$&V vorbeigehen, s. rucken 

$&V freuen s., froh sein 

VA schwach 

i\; vier 

adv-N 

adv-N 

N 

adv..j 

NA 

N  

T V  N  

NA 

N  

T V - k  

N 

N  

N  

Suffix 

T V - N  

N 

N 

A D V e N  

W - N  

Suffix 

N 

W f  ix 

nachster Monat 

nlchste Woche 

Feuerzeug 

nlchstes Jahr 

angenehm, gemutlich 

Radio 

verstehen, Verstandnis 

stattlich,grosartig,herausragend 1- 6 

Gmnd 2- 5 

im Ausland studieren, Auslandsstudium 1-13 

Auslandsstudent 1-13 

Wohnheim 1- 8 

Menge 

Suffix "Gebiihr" (8?%?3 =Unternichtsgebuhr) 

Nutzung 

Quittung 

Eltern (eigene) 

beide(s), Beide(s) 

das Kochen, Gericht (Suffix: Kuche) 

Gericht, Suffix: Kuche (2.B. doitsu-ry8ri) 

Ryokan; Hotel japan. Stils 

... Wigkeit, ... kraft 
(2.B. %PA : Konzentrationvermogen) 
Reise 

Apfel 

Abwesenheit 

null 

Hoflichkeit, Sitte, Anstand 

Kiihlschrank 

Rennfahrer 

Geschichte (Historie) 

Restaurant 

(wissenschaftl.) Aufsatz 

Ziegelstein 

Ubung 

Bescheid geben, informieren 
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I9 Flur 

N lateinische Buchstaben, Alphabet 

N sechs 

Anzugshemd 

Wein 

jung 

Wasser (Flussigkeit) z. Kochen bringen 

verstehen 

s. verabschieden, s. trennen 

kochen, brodeln (Wasser) 

unterteilen 

Fundsache, e. liegengelassene Sache, etw. liegen lassen 

vergessen 

ich (formell) 

wir (formell) 

ich 

wir 

iiberreichen, geben 

iiberqueren 

Witz, humorvolle Geschichte 

lachen, lacheIn 

Anteil, Prozentsatz 

schlecht, bose 

zerbrechen 

Partikel (direktes Objekt) 




